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進化の実～知らないうちに勝ち組人生～⑩


美紅









お断り




　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。
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しゃべる木と決意

荒々しい入国

誠一にできること

団結するヴァルシャ帝国
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ヘレンの帰郷

番外　ヘレンとアメリア

番外　ルーティアと魔王軍

番外　ランゼルフの苦悩










久々の『安らぎの木』にて




　学園が閉鎖され、その流れでヘレンが修業をつけてほしいと言ってきたことで、一緒にウィンブルグ王国のテルベールに来ていた俺たちは、久しぶりのギルド本部でとあるダンジョンの話を聞き、そこに行くことになった。

　ただ、その話を聞いている間にヘレンとゾーラはアルに連れられて試験を受けに行っているので、帰ってきたら話すつもりだ。

　そしてアルとの約束通り『安らぎの木』の前に来ると、俺は感慨深い気持ちになる。

「なんていうか……ここに来ると改めて戻って来たんだなぁって思うな」

「そうだねぇ……この街を出ていく時、皆見送りに来てくれたもんね！」

　俺の言葉に同意しながら、サリアも優しく微笑ほほえんだ。

　少し感傷に浸っていると、不意に袖を引っ張られる。

「……誠せい一いちお兄ちゃん、入らないの？」

「え？　あ、ああ、ごめんごめん。行こうか」

　袖を引っ張られた勢いでそのままオリガちゃんと手をつなぐと、オリガちゃんは少し照れたように笑った。

「あ！　じゃあ私もオリガちゃんとおてて繋ごうかな！」

「……やった」

　サリアも俺の真似をして、オリガちゃんの反対側の手を繋いだ。

　その姿を後ろで見ていたルルネが、ぽつりと呟つぶやく。

「……いいなぁ」

「？　貴女は子供じゃないでしょう？」

「そ、そういう問題ではないのだ！　私だって主様と……」

　背後でルーティアの言葉に過剰に反応しているルルネに対し、オリガちゃんは一瞬ルルネに視線を向けた。

「……ふっ」

「なああああああああああ!?」

　お、オリガちゃん？　今、完全に鼻で笑ったよね？

　黒いオリガちゃんに軽く引きながら宿に入ると、元気な声がかけられる。

「あ！　いらっしゃーい！　……って誠一さん!?」

「メアリちゃん！」

「久しぶり」

　俺たちの視線の先には、宿内にあるライルさんの食堂で忙しなく働くメアリがいた。

　メアリは目を丸くして俺たちを見ると、すぐに正気に返る。

「はっ!?　お母さん、お母さーん！　誠一さんが、誠一さんたちが帰って来てるよー！」

「えー!?」

　ほどなくして少し慌てた様子で『安らぎの木』の女将さんであるフィーナさんと、その旦那さんのライルさんが俺たちの下にやって来た。

「誠一君とサリアちゃん！　それにオリガちゃんとルルネちゃんまで……皆久しぶりねぇ！」

「見たところ元気そうでよかったよ」

「ははは……まあ色々ありましたが、一応元気にしてます」

　一度冥界に逝ってるから死んでるんだけど。

「それで、どうしたんだい？　確か、どこかの学校の講師として依頼を受けたんじゃ？」

「あー……それなんですが、最近の情勢やら何やらでクビになりまして……」

「え!?」

「あ……そ、そうか……」

「クビ!?　ちょっと誠一さん、大丈夫なの？　サリアさんたちを路頭に迷わせたらダメだよ？」

「いや、さすがにそこまで貧乏じゃないから」

　メアリが大げさに驚いて見せるのは、多分ちょっとした暗い雰囲気を変えるためだろう。さすが看板娘というだけあって、少しの空気の変化も見逃さないな。

　それにお金は腐るほどある。まあ今ステータスさんが家出中で正確な金額は分からないけどね。てか家出する前からもうお金を数えるのやめてたし。今となってはもう金銭感覚なんて一切ない状態で生活してるしな。……ここだけ聞くとダメ人間じゃね？

「んん！　悪いことを聞いたね。それで、ここに来たっていうことは泊りかな？」

「はい。あ、あと三人ほど追加で来るんですが……」

「となると……全員で八人ね。誠一君、貴方いつの間にか大所帯になったわねぇ」

　いや、本当に。するとメアリがニヤニヤとしながら俺を肘でついてくる。

「も～、誠一さんったら～。本当に隅に置けないんだから～！　ダメよ？　ウチではあまり淫らなことしちゃ」

「何言っちゃってんの!?」

　オリガちゃんだっているのに、なんてこと言ってくれるんだ！

　親父のようなゲスな笑みを浮かべるメアリに対し、サリアがきょとんとしている。

「淫らなこと？」

「もう惚けちゃってー！　ほら、あーんなことやこーんなことヤっちゃってるんでしょう!?」

「セクハラ酷ひどすぎじゃない!?」

　ちょっと、フィーナさんもライルさんもこの子止めてもらえません!?　オリガちゃんの教育に悪いんで！

　それに、メアリが想像しているようなことはしていない。いや、俺がヘタレってのもあるんだろうけど、別にそんな機会も雰囲気も今のところないし、何より俺はサリアたちと一緒にいるだけで幸せだ。というより、そんな風に考える余裕というか思いもしなかったというか……あれ？　これ、俺がおかしいのか？　もしかして、世の学生カップルはもっと進んでる？

　俺が圧倒的に遅れているだけかもしれないという事実に震えていると、俺の様子から何をどう察したのか、メアリは目を見開いた。

「ちょ、ちょっと待って……ウソでしょ!?　一緒に学園に行ったり、何よりこの街にいた時も同じ部屋にいたのに何も起きなかったの!?」

「だ、ダメなのか？」

　もうダメだ、俺にはよく分からん。何せ付き合ったことが今までなかったし、誰かに相談をしたことさえない。何もかも分からないのだ。

「ぜ、絶滅危惧種だわ……ここに絶滅危惧種並みに清いお付き合いをしてるカップルがいるなんて……！　世の中のカップルは乱れまくってんじゃないの!?」

「どこ情報だよ」

　何なんだ、その偏りきった考えは。どんなカオスな世界なんだよ。あまりにもアレな発言に思わず呆れていると、フィーナさんが頭を押さえながら軽くメアリを小突いた。

「あいたっ」

「メアリ……貴女、耳年とし増まになるのはいいけど、もうちょっと普通の情報や一般的なカップルを知りなさい……」

「えー？」

「……父親としては失格かもしれないけど、ここまでくるとメアリに早く彼氏ができることを願うね。そうすれば一般的なカップルも分かると思うし……」

　ライルさんですら疲れたように笑い、そう言った。

　でも、メアリは看板娘というだけあって美少女だし、すぐに彼氏なんてできるだろう。

「……まあいいわ。それで、部屋の話なんだけど、皆一緒の部屋っていうのはさすがに無理ね。でも三人部屋を二つと二人部屋一つならちょうど空いてるけど……どうする？」

「じゃあ、その三部屋をお願いしてもいいですか？」

「分かったわ。大体どれくらい滞在するつもりかしら？」

「えーっと……あまり考えてなかったんですが、一応一か月分渡しときますね」

　すぐに八人で一か月分のお金をフィーナさんに渡すと、フィーナさんは微笑んだ。

「はい、確かに受け取りました。もしあれだけど、このままこの街で活動するなら、お金を貯めて家を借りるか買うかのどちらかをした方がいいかもしれないわよ？」

「え？」

「そうだね。宿屋の人間としては言うべきじゃないかもしれないけど、それでも長く滞在するなら泊まり続けるより家を買った方が安く済むからね」

「なるほど……」

　家を借りたり、買ったりするということは今まで考えたことはなかった。

　でも今みたいに情勢が不安定で、このテルベールを拠点に活動していくって考えれば、確かに家を買った方がいいのかもな。

　ライルさんやフィーナさんにお礼を言いつつ、俺たちはアルたちが戻ってくるまでに一休みをするため、それぞれの部屋に向かった。

　俺はサリアとアルの三人部屋で過ごすわけだが、先ほどのメアリの言葉が離れず、妙にサリアを意識してしまう。いかん、今まで通りじゃないと……。

　すると、さっきまで大人しかったサリアが不意に俺に声をかける。

「誠一」

「ん？」

　サリアの方に視線を向けると――――。

「交尾、スル？」

　――――ゴリアがいた。

　俺は一瞬にして澄み渡った心のままに、サリアに告げた。

「遠慮しとくよ」

「残念」

　何故、わざわざゴリラの姿になったのか。そしてサリアもメアリの言葉で意識したのかとか色々言いたいことはあるが、ゴリアのおかげでさっきまでの妙な気持ちがなくなった。うん、強制賢者モードだな。今なら悟りを開ける。

　――――ただ、前にも想像したが、もしサリアとの間に子供ができたら、どんな子供が生まれるんだろうな。

『ウホ』

　――――うん、やっぱり俺の遺伝子の敗北だわ。いや、想像だからどうなるか知らんけど。

　俺はサリアと一緒に、アルたちが帰って来るまでまったりと部屋で過ごすのだった。










逃げる『普通』と潜む悪意




「無事終わったぜ」

「正直、呆気なかったわね」

「た、楽しかったです！」

『安らぎの木』で宿をとった後、しばらく雑談をしていると、アルたちが帰ってきた。

　どうやら特に問題もなく終わったらしい。

「そっか、何事もなくて安心したよ」

「いや、何事もないのが普通だからな？　……誠一たちの時は酷かったけどよ」

「あ、あははは……」

　そうだよね。初心者用の依頼ってことなのに、俺は建物の解体でアルに怒られるわ、薬草採取は一つも見つけられないわ、挙句に黒龍神のダンジョンだもんな。どう考えても普通じゃない。

「……誠一先生、一体何があったのよ？　あの内容で酷くなるなんてよっぽどじゃない？」

「だって普通が逃げていくんだもん……」

「普通が逃げるって何よ!?」

　俺はこの世界に来て普通だった時が一度もない。もう驚きと新鮮の連続だ。

「ま、まあ俺のことはいいじゃないか！　それよりもヘレンだ」

「……強くしてくれるのよね？」

　ヘレンは真面目な表情で俺を見る。

「どこまで強くなるとかは正直分からないけど……ガッスルが一つ情報をくれたんだ」

「あ？　情報？　なんかあったのか？」

「ああ。どうもこの王都の近くにダンジョンが出現したらしい」

「はあ？　ダンジョン？」

　アルは怪け訝げんな表情を浮かべるが、それも仕方ないだろう。

　世間一般的にダンジョンはそうそう出現したりするものじゃないのに、こうも立て続けにダンジョンの出現の情報を耳にしたわけだからな。

　……確証も何もないけど、【魔神教団】って連中の活動がもしかしたら影響してるのかもな。

「それで？　そのダンジョンで強くしてくれるわけ？　言っとくけど、普通のダンジョンじゃ私も満足しないわよ？　私はとにかく強くならないといけないんだから……」

「あ、それは大丈夫だ。出現する魔物のレベルが５００くらいらしいからな」

「それは大丈夫じゃねぇだろ!?」

　あれ？　そ、そう……なのか？

　アルのツッコミに思わず首をひねり、サリアたちに視線を向けた。

「え？　私はよく分からないかなぁ。黒龍神のダンジョンも、【果てなき悲愛の森】も似たようなレベルだったし！」

「私はそもそも興味がありませんので……」

「……アルトリアお姉ちゃん。昔だったらバカげたレベルだと思ったけど、ゾーラお姉ちゃんのいたダンジョンを思い出したら、そんなに驚くことじゃないよ」

「確かに。ゾーラのいたダンジョンは異常に魔物が強かった。正直、魔王国にもあのレベルはそういない」

「わ、私もあのダンジョンが普通だったので、よく分かりません……」

　サリアたちの中でも何がすごいのか、いまいちピンときていないようだ。

　そしてアルも、皆の言葉を聞き、頭を抱えた。

「ああ……昔のオレならあり得ねぇって、普通じゃねぇって言ってたのに……何時から普通じゃなくなったんだ……」

「ど、どんまい？」

「……まあおかげで誠一の足を引っ張る可能性が減ったから、結果的に良かったんだけどよ」

　少し頬ほほを赤く染めながらそう言うアルに、俺は頭が上がらなかった。ごめんなさい、俺のせいで皆も人間離れしていたようです。まあゴリラやロバが混ざってるけど。

　そんなやり取りをしていると、俺のレベル５００という言葉に固まっていたヘレンが慌てた様子で詰め寄って来た。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　５００!?　そんなの普通じゃないじゃない！」

「え？　でも、普通のダンジョンじゃ満足できないんだろ？」

「限度ってもんがあるでしょうがっ！」

　そういうもんなのか？　む、難しいな。

「まあいいじゃないか。相手のレベルが高ければ、それだけ強くなれるわけだしさ。前向きに考えようぜっ！」

「普通なら前向きどころか死を覚悟するような内容なんだけどね……」

　ダメだ俺。本当に普通に逃げられてるわ。感覚がマヒしてるって。

「ちょっと、訊きいていいかしら？」

「ん？」

　すると頭を押さえながらヘレンが訊いてきた。

「誠一先生は……私をどこまで強くしてくれるつもりなの……？」

「とりあえず『超越者』になるくらいかな」

「とりあえずで『超越者』なの!?」

　身近な人たちが『超越者』ばかりなので、俺にとってはそこがむしろ最低ラインだと思っている。

　だって強くするって決めたんだから、『超越者』程度にはしてあげたいと思うよね。

「だ、ダメだわ……私の中の常識がことごとく崩れていく……」

「……ん。誠一お兄ちゃんと一緒にいる時は、考えちゃダメ。感じるの」
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　オリガちゃん？　俺は何時からそんな概念的な存在になったのかな？

　思わず引きつった笑みを浮かべていると、突然ヘレンが自身の頬を強くたたいた。

「へ、ヘレン？」

「ふぅ……ちょっと気合を入れ直しただけよ。私はどうしても強くなる必要がある……それなのに今魔物のレベルや、『超越者』って言葉にビビってたんじゃ何もできないでしょ。それに、誠一先生の言う通り、『超越者』が相手なんだから……私もそのステージに立たないと……！」

　まあ色々考えることがあっただろうが、最終的にヘレンが決意をするいい機会になったようだ。

「よし、それじゃあ明日から早速挑むためにも、今日はもう休もうか」

　こうして俺たちは明日に備え、それぞれの部屋に戻るのだった。

　ちなみに、俺の部屋はアルとサリアと一緒の三人部屋なのだが……特に何も起きなかったからねっ！





◆　◆　◆






「――――ふぅん。ここが新しいダンジョンねぇ……」

　誠一たちがダンジョンに備えて休んでいる頃、その挑む予定の新しいダンジョンの前に白髪碧眼の男が一人立っていた。

　男は剣などの武装を一切しておらず、格好はどこにでもいる町人のようにラフだった。

　しかし、その身に纏まとう雰囲気は邪悪で、触れるものすべてを殺してしまうような恐ろしさが感じられる。

「ここが終わったらテルベールも殺すわけだけど……めんどくさそうな気配がいくつか感じられるなぁ」

　その言葉とは裏腹に、表情はどこまでも余裕そうで、欠伸あくびをかみ殺すほどだった。

「ま、それよりも……このダンジョンをとっとと踏破して、目ぼしいお宝すべてを回収しないとねー。正直僕だけでも十分だと思うけど……大きな戦いの備えって《遍在》のヤツがうるさいんだもんなぁ。アイツも殺しちゃおうかな？」

「――――それは困りますね」

「あれ？　来たの？」

　すると、男のそばに音もなく新たな人物――――【魔神教団】の『神徒』であるユティスが現れた。

「なんだい？　もしかして君もこのダンジョンの攻略を手伝うのかい？」

「いえ、私は別件で動いているので。貴方のお手伝いはできません」

「なーんだ、つまんないのー。じゃあ何しに来たんだよ？」

「それはもちろん、貴方にくぎを刺すためですよ」

「はあ？」

　不機嫌そうに眉まゆをひそめる男を無視し、ユティスは続けた。

「いいですか？　我々『神徒』がいかに強大であろうと、不確定要素がある今、備えはしておくべきです。そしてその備えとは、【魔神教団】の戦力の増強。そのためには手軽に強くなれる強力な武器が必要なのです」

「そんなの、魔神様の加護があれば必要なくない？」

「そうも言ってられません。現に、ここテルベールでは以前、『使し徒と』三人が倒されているんですから」

「それこそ僕関係ないじゃん。そいつらが弱いのがいけないんだろー？」

　不貞腐れた様子の男に対し、ユティスは苦笑いを浮かべた。

「まあそう腐らないでください。貴方以外にもダンジョン攻略を行い、そこから数々の武具を持ち帰って来ているのですから。それに、このダンジョンは他のダンジョンよりもずいぶんと魔物が強いようなので、手に入る武器も期待ができるんですよ。だから確実に攻略できるであろう貴方が選ばれたんです。その強力な武器が手に入れば、【魔神教団】はより一層強力になり、計画を安全に進められるのですから」

「ま、もういいけどね。これが結果的に魔神様のためになるならさー」

　男は溜息を吐くと、一つ気になったことを口にした。

「そういえば、不確定要素って言ってたけど、何かあったの？」

「……まったく。だからあれほど魔神様が招集をかけた際に集まれと言っているのに……」

　珍しくユティスも笑みが消え、呆れた表情を浮かべた。

「いいですか？　先ほど言った、『使徒』が倒された件ですが……その倒した存在をこの私が、知ることができなかったのです」

「……何だって？」

　ユティスの能力をよく知る男は、信じられないといったように目を見開いた。

「他にも、バーバドル魔法学園を襲った『使徒』も捕縛され、その者に下か賜しされていたはずの魔神様の加護まで消えているのです。その原因を探ろうと学園長である《魔聖》バーナバスの記憶ものぞいたのですが……まるで手がかりがつかめない」

「……」

「とはいえ、一つの任務である『使徒』の回収と、バーナバスに『種』を植えること自体は成功したので、戦力は大幅に上がるでしょう」

「相変わらずちゃっかりしてるというか、抜け目ないというか……」

「そこは慎重だと言っていただきたいですね」

「そんなに気にしなくてもいいと思うよ？　どうせ僕もいるし、君も含めて『神徒』がいるんだから、魔神様の復活はどう足掻いても変わらないさ」

　ユティスの言葉に男は肩をすくめ、そう告げた。

「まあいいや。癪しやくだけど、君の言う通りこのダンジョンを攻略してあげるよ。それが終わったら、またいつもの作業に戻るんだー」

「今度は何を狙うんですか？」

「そりゃあもちろん、近くに人がたくさんいる場所があるんだよ？　さぞかしたくさんの絶望した顔が見れるだろうねぇ」

　男は嗜く虐ぎやく心を抑えきれず、邪悪な笑みを浮かべた。

「いやはや、《絶死》に狙われるとは不憫な国ですね。どこの国です？」

「ヴァルシャ帝国だよ。ちょうどカイゼル帝国とかとの衝突もあって面白いことになってるからねぇ。ま、期待しててよ。またたくさんの負の感情を集めてあげるからさ」

《絶死》と呼ばれた男はそれだけ告げると、ユティスに手を振りながらダンジョンに足を踏み入れていった。

　その姿を見送ったユティスは小さく呟く。

「……あの《絶死》の言う通り、私の考えすぎですかね。まあこのダンジョンの攻略は間違いないでしょうから、私は私の仕事をしましょう」

　そしてユティスは再び音もなく、その場から消えていくのだった。










ヘレンの強化、開始




　翌日、ガッスルたちに教えてもらったダンジョンへとやって来た。

　一応、ダンジョンに挑戦する旨を伝えるためにギルドに寄ったのだが、ギルド内はいつも通り露出狂や破壊魔といった変態で溢あふれており、ガッスルも最終的には笑顔で送り出してくれた。

　こうしてやって来たダンジョンは、テルベール付近の山の中にあり、一般人が訪れることはないだろう。

　だからだろうか、特別ダンジョンの前に受付や検査するような人はおらず、ただ大きく盛り上がった地面にぽっかりと空いた穴があった。

　そんなダンジョンを前に、俺は付いて来ている皆に明るく声をかけた。

「さて、それじゃあサクッと攻略していこうかー」

「おー！」

「ノリが軽いっ！」

　俺の声に答えてくれたのはサリアだけで、ヘレンは頭を抱えていた。

「私、今からとんでもないダンジョンに入るのよね？　何なの？　この緩ゆるさ。おかしくない？」

　何もおかしくはない。これが普通なんです。

　それはともかく、今回のダンジョンだが、全員で探索するわけではない。

　ルーティアは一度ルシウスさんや魔王軍の人たちと合流するためそちらに向かい、ルルネとオリガちゃん、そしてゾーラが付き添いとして同行することになったのだ。

　……ルルネは俺の方についてくると言い張っていたが、オリガちゃんに捕まったのと、食事をちらつかされ、簡単に同行することを承諾していた。アイツ、俺じゃなくて食べ物に忠誠を誓ってるよね。

　なので、今回ヘレンのレベルアップについていくのは、俺とサリア、そして冒険者としても先輩であるアルの三人だけだった。

「本当ならもう二人……回復役と盾役がパーティーとして欲しいところだが……」

　アルがそう呟きながら俺を見る。

「……はぁ……」

「何その溜息!?」

　アルのあからさまな溜息に俺は文句を言いたくなった。まったく、人の顔を見て溜息を吐くなんて！

「溜息も出るに決まってるだろ？　世の中の冒険者連中がパーティー組んで攻略する中、お前一人がパーティー全部の役割だもんな」

「そんなことないけど!?」

　俺一人が本当にパーティーすべての役割ができるかはともかくとして、世間一般的にはダンジョンというモノは六人一組のパーティーで攻略するらしい。

　決して俺のようにダンジョンそのものを破壊してクリアなどするはずがないそうだ。ごもっともです。

「まあなんだっていいわ。とにかく入ろうぜ。話はそこからだ」

　微妙に納得できない気持ちのまま、早速ダンジョンに足を踏み入れると、ヘレンは顔を引き締めた。

「何そんなに緊張してるの？」

「緊張するもんでしょ!?」

　おかしい。どれだけ過去を振り返っても、ヘレンほど緊張していた記憶がない。それこそ【果てなき悲愛の森】でさ迷っていた時でさえ、ここまで緊張の面持ちじゃなかった気がする。まああの時は緊張以前にただ生きるために必死で、一周回ってハイになってたってのはある。

「それで？　ここからどうすればいいの？　普通に戦ってレベルを上げるってワケ？」

「なんだ、それじゃダメなのか？」

「もちろん、レベルが上がればステータスも上昇するし、『超越者』になれればそれだけで脅きよう威いになる……でも、戦闘経験や技術の研けん鑽さんは時にそのステータスの差すら覆くつがえすのよ？　もちろん私はレベルも上げたいけど、そういった技術の向上も求めてるワケ。カイゼル帝国に対応するには、それでも足りないかもしれないんだから……」

　おおう、マジか……俺としては簡単にレベルが上がればそれでいいって考えてたけど、どうやらヘレンはそれだけじゃ物足りないようだ。

「じゃあ、こうすればいいんじゃない？」

「え？」

　どうしたもんかと考えていると、サリアが名案を思い付いたと言わんばかりの笑みを浮かべた。

「誠一、ちょっとそこまで歩いてくれる？」

「は？　ああ…………うそぉん!?」

　サリアに促されるままその位置まで歩いた瞬間、天井からは大量の槍やりが、地面は落とし穴に、横の壁からは毒矢が一斉に襲い掛かって来たのだ。

　そのすべてを俺は自分でも引くくらい気持ち悪い体勢で躱かわした。

「こんな風に、自分から罠に飛び込むのはどうかなっ！」

「アホなの？」

　ヘレンは真顔でそう告げた。すまん、サリア。俺もそれはどうかと思う。

「ってか、罠に自分からかかりに行っちゃダメだろ!?　何のための罠だよッ！」

「え？　訓練用？」

「ダンジョンが不憫……！」

　常識人のアルがすぐさまツッコむと、サリアは不思議そうな顔でそう言った。いや、確かに訓練になりそうだけど、罠を用意したダンジョン側の気持ちを考えると可哀かわい想そうだよね！

「むー……結構いい案だと思ったんだけどなぁ。ゾーラちゃんのいたダンジョンの時も、誠一がほとんどの罠に自分から向かってたし、そういう訓練なのかなって思ってたんだけど……」

「……ひとまず、誠一先生がどこまでいってもデタラメだってことが分かった。それと、やっぱり普通にレベル上げでいいわ。私はそこまでデタラメじゃないし」

「風評被害が過ぎるッ」

　おかしい。何一つとして俺の本意じゃないのに、勝手にデタラメ扱いは泣くぞ。

　そんな俺の様子を無視し、ヘレンたちはダンジョンの奥へと向かう。

「…………え、俺、この状態で放置？」

　未だに気持ち悪い体勢で罠を避けていた俺は、人知れず泣きながら三人の後を追うのだった。
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「――――ハアッ！」

　結論として、ヘレンのレベルアップが目的になったため、レベル的に格上であっても危険な状況になるまでは戦闘での手助けはすることなく道中を進んできた。その代わりというか、基本的にヘレンと魔物が一対一の状況になるように、他の魔物は俺や他の二人で相手をしている。

　一対一にしているとはいえ、どこまで行けるかは分からなかったが、実際に戦わせてみると、ヘレンは習得している武術らしきもので魔物を翻弄し、確実に、丁てい寧ねいに倒していった。

　今も『アーマー・マンティスＬｖ：２０１』という、全身鉄色の巨大なカマキリを相手に、二本の短剣を駆使し、渡り合っている。

　そしてついに、アーマー・マンティスの鎌を弾き返すと、その流れで頭を斬り飛ばし、アーマー・マンティスは光の粒子となって消えていった。

「ふぅ……またレベルが上がったみたい」

「お！　おめでとう」

　俺はヘレンが戦っている間に襲って来た、超巨大バッタである『キラー・ホッパーＬｖ：４１１』の足を掴み、逆さ吊りに持ち上げながらそう労った。

　だが、何故かそんな俺をヘレンは冷たい目で見てくる。

「……私が時間をかけて戦っているとはいえ、その間だけでも非常識を止めることができないワケ？」

「どこに非常識要素があるの!?」

　さすがに理不尽じゃないか？　俺はちょっと襲って来たバッタがあまりにもでかくて、思わず子供心をくすぐられたから捕まえただけなのに。子供の時って、大きな虫を見つけるとテンション上がらなかった？　俺は上がった。

　――――大体こんな感じでダンジョンを進んでいくと、アルが不意に立ち止まる。

「おい、ちょっと止まれ」

「ん？　どうかしたのか？」

「……足跡だ」

「え？」

　アルはその場にしゃがみ込むと、地面を確かめる。

　俺も同じようにそこを見たが、俺にはアルの言うような足跡が確認できなかった。

「あ、本当だ！」

「そうね、しかも魔物じゃなくて、人間みたい……」

　おっと？　分からないの俺だけ？　むしろ、何で皆は分かるの？　どう見てもただの石造りの地面じゃん？

　すると俺の様子に気付いたアルが、呆れた様子で訊いてきた。

「……誠一。お前、分かってないな？」

「そそそそんなことナイですヨ!?　コレデショ!?」

　俺は必死に悟られないように適当に地面に触れると、『ガコッ』という嫌な音が響き、俺の足元が突然消えた。

「また罠ですかあああああああああ!?」

　またも自分でもドン引くような動きで体を捻りつつ、宙を足場にその罠を回避した。

「ふぅ……助かったぜ」

「いや、足跡分からねぇくせに何でそんな即死級の罠を回避できるんだ？」

「むしろ俺からすると、なんで足跡なんて分かるんですか？」

　足跡だけじゃなく、今の罠もそうだけど、どう見てもただの地面じゃん。

「はぁ……お前にもできないことがあって安心したと言うべきか、それとも冒険者のくせにこんな初歩的なこともできないことを嘆くべきなのか……」

「というより、誠一先生がちぐはぐすぎな気がするけど……」

「私はよく森の中で獲物を探す時に足跡とか参考にしてたから、慣れてるだけだよ！」

　サリアの慣れというのはどう考えても野生動物の本能や知恵なのでちょっと違う気もするが、どうやらこういった罠の有無の確認や、足跡を見つけるのは冒険者の必須技能らしい。

　まあ罠に関しては専門にしている冒険者もいるそうで、そっちの方が知識や見抜くスキルが高いのはもちろんだが、それでも最低限度の知識は必要とのこと。

　……よくよく考えれば俺ってまともな冒険者としての知識を身に付けることなく今まで過ごしてきたからな。足跡なんて言われてもそりゃ分からんよ。

　色々ぶっ飛んだ体ではあるが、そういった経験で得ていく技術は、俺にはまだまだ足りないな。

　新たに一つ課題が分かったところで、俺は改めてアルに訊いた。

「それで、そこに足跡があることの何が気になるんだ？　ガッスルたちも一度は入ってるだろうし、別に不思議じゃないだろう？」

「この足跡は比較的新しいんだよ。それに、このダンジョンは誠一の言う通りガッスルたちが一度調査して、危険だと判断したはずだ。入り口付近に特別な見張りとかは立ってなかったが、テルベールの冒険者連中にはその情報は当然伝わっているだろうし、あの連中が好き好んで訪れるとは考えにくい」

「え？　でも……あのいつも破壊だ！　って叫んでる人なら挑戦しそうじゃない？」

「まあ……確かに性格的には可能性があるが、ここに来る前にギルドで見かけただろ？」

「そういえば……」

　一度ギルドに寄った時、机を破壊しながら高笑いしている姿を見たのは確かだ。

「そして、この足跡が引き返した形跡はねぇ。だから、必然的にこのダンジョン内にまだ足跡の主が残っていることになる」

「それって……一般人が迷い込んだかもしれないし、他の冒険者が挑戦してるかもってことか？」

「一般人の線はまずねぇな。ここまで来るのに魔物と遭そう遇ぐうすることなく来れるなんてあり得ねぇし、何より魔物のレベル的に遭遇したら終わりだ。他の冒険者にしても、挑むとするならＳ級の連中くらいだが……」

　アルは難しい顔で地面の足跡を睨にらんだ。

「……まあ、考えても仕方ねぇか。さっきも言ったが、引き返した形跡がねぇし、もしかしたらダンジョン内で会えるかもしれねぇからな」

「ふーん……でもダンジョン内で他の人に会うのって結構多いの？」

　ダンジョンって真っ先に地球のゲームが浮かんじゃうから、何となくダンジョン内で他のメンバーに会いにくいイメージを勝手に持っているんだけど……。

「そりゃあ人気のダンジョンなんかに行けば、獲物の取り合いだってあるぞ。まあ、暗黙のルールとかはあるし、そこまで無法地帯ってワケでもねぇが……」

「じゃあ会ったら挨あい拶さつしないとね！」

　サリアが無邪気にそう言うが、アルはどこか難しい表情を浮かべた。

「さて、この先にいるヤツが、果たしていいヤツなのかってところだな……」

「え？」

「……何でもねぇよ。それより、せっかくのダンジョンだ。ヘレンのレベル上げだけじゃなく、もしかしたらちょうどいいアイテムなんかが宝箱から見つかるかもしれねぇぜ？」

「そうよ！　レベルだけじゃなく、装備も重要よね。純粋に力を求めすぎて、そんな単純なことが頭から抜けてたわ……」

「まあ実力が伴わねぇと、武器がよくっても無駄だがな。んじゃ、この調子でレベル上げをしつつ、アイテム探しもしようかね」

「はい！」

　アルの言葉に嬉しそうに頷いたヘレンは、そのままアルの後を追いかけていった。
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「……元々の担任、俺だよね？」

「元気出して！」

　サリアの優しさに、涙が止まらなかった。





◆　◆　◆






「ふぁ～……眠いなぁ」

　誠一たちが順調にダンジョンを攻略している頃、【魔神教団】の『神徒』である、《絶死》のデストラはのんびりとダンジョンを歩いていた。

　その姿はとてもダンジョンを攻略している人間に見えず、超強力な魔物が蔓延はびこっているにもかかわらず、どこまでも無防備だった。

「お、宝箱はっけーん」

　そして罠が仕掛けられているかもしれないというのに、デストラは躊ちゆう躇ちよなくその宝箱を開けた。

　すると、宝箱から紫色の煙が噴出し、デストラの顔にかかる。

「うわっ、けほっけほっ」

　しかし、デストラは軽く顔をしかめるだけで、何も変化が起こらなかった。

「も～！　わざわざ致死性の毒煙を仕込まなくてもいいじゃないか～」

　デストラの言う通り、宝箱に仕掛けられていた罠は、一瞬でも吸えばそれだけで死んでしまうほど強力な毒煙であり、たとえ息を止めていても皮膚から侵入し、結果死に至る危険なモノだった。

「まったく、ダンジョンのくせに生意気だなぁ――――殺しちゃおうかな？」

　少しせき込むだけのデストラが目を細めてそう言うと、ダンジョン全体が急に震え出した。

　しかし、デストラが宝箱の中に何かが入っていることに気付くと、さっきまでの雰囲気が嘘のように霧散し、ウキウキとした様子で宝箱の中身を確認する。

「お、ラッキー！　ショボいアイテムじゃなくて、ちゃんとした武器だー」

　中に入っていたのは『血けつ河がの剣つるぎ』という伝説級の武器だった。

　漆黒の剣身にまるで血管のように張り巡らされた赤い筋は、不気味に脈打っている。

「えっと？　……へぇ、斬りつけた相手の傷が塞がらなくなるのかー。それも、持ち主の意思で自由に変えることができると……」

『鑑かん定てい』スキルで武器の能力を読み取ったデストラは、ニンマリと邪悪な笑みを浮かべた。

「うん、うんうん！　いいじゃんいいじゃん！　実に僕好みだねぇ！　なんだよ、結構いいアイテム置いてるじゃん！」

　デストラが上機嫌になったことにより、ダンジョン全体の震えも収まった。

　すると、剣を眺めてはしゃいでいたデストラに、今まで気配を消し、天井に張り付いて様子をうかがっていた『アサシン・スパイダーＬｖ：７８９』が、音もなくデストラの背後に降りると、そのまま襲い掛かり――――。

「ギィ、ギッ!?　ギ、ギィ……」

　――――アサシン・スパイダーは絶命した。

「ん？」

　そして今更アサシン・スパイダーに気付いたと言うように、デストラは背後を振り向く。

「おー、なんか狙われてたみたいだね。ま、運がなかったってことで」

　何の感情もなく、ごく自然に襲い掛かるすべてが死ぬことが分かっているかの如く、デストラはそう口にする。

　訳も分からぬまま死んだアサシン・スパイダーの死体を無視して先に進もうとするも、不意にデストラは立ち止まった。

「ん～？」

　そして自身が辿たどって来た道の先を見つめ、何かに気付いた。

「……へぇ。こんな場所に人が来るなんて思わなかったなぁ。僕のことを見られたら面倒だし、ここで切り上げてもいいけど、それだとユティスに怒られちゃうからなぁ。なら残るは一つだよね～」

　デストラはそう言うと道の先に向けて掌をかざし、何かをしようとするが――――。

「――――やーめた。ここから殺しちゃってもいいけど、どうせなら死ぬ顔、見たいもんね♪」

　ゆっくりとかざしていた手を下ろし、再び先に進み始めるデストラ。

「さて、どんな人が来るのかなぁ？　楽しみだなぁ」

　――――こうして、着実にデストラと誠一たちの邂かい逅こうは近づいていた。










ダンジョン内の異変




「ん？　あれって……」

　順調にヘレンのレベルが上がりつつ、ダンジョン内を進んでいると、道の上に何かが横たわっているのが見えた。

「……何だ？」

　アルたちにも見えたようで、警戒しながら近づくと、俺たち人間ほどの大きさのある巨大な蜘蛛が、ひっくり返っているのだ。

　真っ黒な体と鋭い脚、そして凶悪な口を持つその蜘蛛は、俺たちが近づいてきたというのにピクリとも動かない。

「ど、どうなってるの？」

　ヘレンが少し顔を強こわ張ばらせながらそう言うが、誰にも答えることができない。

　すると、アルが意を決したように近づき、蜘蛛の体を調べると目を見開いた。

「……死んでる」

「「「え!?」」」

　死んでる？　ま、まあ見るからに動かないし、ひっくり返ってるからそうなんだろうけど……。

　でも、俺たちが驚いたのはそんなことじゃなかった。

「ど、どうして死骸が残ってるんだ？」

　そう、この世界じゃ、まず魔物は倒されると光の粒子となって消え、運が良ければドロップアイテムを残すはずだ。

　……まだ見たことがないから分からないけど、人間も光の粒子となって消えるんだろうか……？

　それはともかく、倒された魔物が光の粒子となって消え、それぞれの経験値となり、さらにアイテムを残すことには変わらない。

　だが、俺たちの目の前には、確かに蜘蛛の亡なき骸がらがあるのだ。

「オレもこんな状態の魔物を見るのは初めてだ。どう考えても普通じゃねぇ」

　元々地球で暮らしていた俺は、今でこそ異世界の常識なんかに慣れつつあるわけだが、サリアやアル、ヘレンは、倒された魔物は光の粒子となって消えるという常識の中で生きてきたはずだ。だからこそ、俺なんかよりもショックを受け、混乱している。

　それぞれが目の前の蜘蛛の亡骸に困こん惑わくしていると、不意にダンジョンが大きく震え出した。

「な、なんだ!?」

「一体、何が起きてるのよ……！」

　俺たちは咄とつ嗟さにその場にしゃがみ、その揺れに耐えると、やがてその揺れはピタリと収まった。

「このダンジョンで、一体何が起きてるんだ？」

「分からねぇ……だが、あの足跡の主が関わってる可能性もある。それだけは頭に入れておけ」

　アルの言う通り、安易に結びつけるわけじゃないが、ここまで不思議なことが起きると、あの足跡の主が絡んでいるようにしか思えなかった。

　ある程度の検分を終えると、俺たちは改めて先を急いだ。
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　あれから道に時々、先ほどの蜘蛛と同じような亡骸が転がっており、ますますこの先にいるであろう人物に俺たちは警戒する。

「私のレベル上げのために来たのに、妙なことになったわね……」

「さすがに魔物の死体が残るなんて現象、見たこともないからな。こればかりは仕方ねぇよ」

「私も、森の中で生活してて、老衰で死んだ魔物もいたけど、それも消えていったから、こんな現象は初めて……」

　アルたちがどこか強張った表情でいる中、俺は道中とある考えに至っていた。

　これ、ドロップアイテムじゃないから、ある意味素材を余すことなく手に入るよな？

　もちろん、ドロップアイテムが基本のこの世界じゃ、不気味以外何ものでもないけど、ある意味お得でもあるよね。

　問題なのは、この現象に関わっている人間がどういう存在かということで……。

　そんなことを考えながら進んでいると、やがて妙に豪華な扉の前にやって来た。

「なんか途中からヘレンのレベル上げができるような魔物も現れなくなって、こうしてボス部屋の前に来ちまったが……」

「そういえば、今のヘレンのレベルっていくつだ？」

「え？　えっと……４８８ね」

「あー……まだ『超越者』には届かなかったか」

『超越者』にするつもりでここに来たのだが、それが達成できなかったことに俺は申し訳なく感じた。

　ドロップアイテムの中にはヘレンが使えそうな物も特になかったし、あとは引き返してもう一度魔物が湧き出るのを待つか、この扉の向こうにいるであろうボスを倒すかでレベルが上がるのを待つわけだが……。

　するとヘレンは少し慌てて言う。

「いや、それでも私は元々２０３だったレベルがここまで上がったわけだし、十分誠一先生には強くしてもらったわ」

「でも、それじゃあどうする？　このまま引き返して、湧き出た魔物を倒す？」

「サリアの案でも別にいいんだが、な……」

　アルはそう言いながら扉を見る。

「……基本、ボスの部屋には一つのパーティーしか参加できねぇ。だから、この扉が開く頃にはあの足跡の主はボスを倒しているか、倒されてるかの二択なワケだが……。どうも胸騒ぎがしてならねぇ。できれば、道中の魔物の死体の不可解な現象の原因であろう足跡の主の正体や情報を集めたい」

「でも、この扉が開く頃にはその人に会うことはほぼできないんでしょ？」

「まあな。死んでるにしろ、生きているにしろ、どのみち会えねぇだろう。だが、それでも情報は手に入る。このダンジョンのボスを倒せるようなら、それだけの実力があり、死んでいるなら……残ざん酷こくな話だが、気にかける要素が一つ減るだけのことだ」

　アルはそう言うと一つ溜息を吐き、改めて俺たちを見る。

「だから、オレは引き返す前に、一度このボス部屋の中身を確認したい。それから改めて引き返して、ヘレンのレベル上げを再開したいんだが……大丈夫か？」

「もちろん、私はそれで大丈夫だよー！」

「ええ、私もそれで大丈夫です」

「俺も異存はないよ。それに、ボス部屋を調べてから引き返した方が、ダンジョンに魔物が湧き出てるかもしれないからね」

　俺たちは一致して一度目の前の扉の中を調べることに決めた。

「さて、それじゃあ扉が開くまでしばらく待つが――――」

　そう言いかけた瞬間、目の前の扉がゆっくりと開き始めた。

「……どうやら、中の戦闘が終わったみたいだな」

　俺たちは一度顔を見合わせると、気を引き締めて扉の中に足を踏み入れる。

　すると、扉の中は草原が広がっており、ゾーラのダンジョンの時のように、ダンジョン内にもかかわらず、昼のように明るかった。

　今まで洞窟のような道を進んできたために急な環境の変化に驚いていると、アルが緊張した声で俺たちに声をかけた。

「おい……あれを見ろ……」

「え？　っ!?」

　アルに促され、同じ方向に視線を向けると……。

「な、何よ、アレ……」

「怖い……」

　青々しく生い茂る草原の一部が、ポッカリと穴が開いたようにそこだけ草が枯れ果てており、その周辺には巨大なバッタやカマキリ、カブトムシやムカデといった、虫系統の魔物がすべてひっくり返った状態で散乱していた。

　そしてその中央には、何の武装もしていない、白髪碧眼の男がぽつんと立っていた。

「なんだってんだよ、おい……どうして扉が開いたのに、まだいやがる……!?」

　アルは警戒心を最大にしながらそう問いかけると、白髪の男は今頃俺たちに気付いた。

「ん～？　あ、来た来た」

　アルやヘレンから警戒心を向けられているにもかかわらず、白髪の男はまるで散歩をするかのように俺たちに近づいてきた。

「っ、寄るな！」

　アルが武器を構え、そう叫ぶと、白髪の男はその場に立ち止まる。

「そんなに警戒されちゃうと悲しくなっちゃうなぁ」

「……その転がっている魔物や道中の魔物は、お前の仕業か？」

「え？　ああ、このコレかぁ。うん、そうだよ」

　やけにアッサリと認めた男は、ニコニコと笑みを絶やさない。

「じゃあ……なんでこのボスの部屋をクリアしたお前が、まだここに留まっているんだ？」

　アルの話通りであれば、本来ダンジョンではボス部屋は一つのパーティーしか挑むことができない。だからこそ、ボス部屋の中で他のパーティーと合流するなんてことは不可能であり、前に挑んだパーティーがクリアし、この先の転移部屋に向かうか、全滅するかしなければ扉が開くはずがないのだ。

　だが、男は特別隠すこともなく簡単に告げた。

「そりゃあ僕がダンジョンのルールを殺したからね」

「ルールを、殺した？」

　意味の分からない言葉に首を捻っていると、男は笑みを深め、恭うやうやしく礼をした。

「僕は《絶死》のデストラ。【魔神教団】の『神徒』と呼ばれる存在さ」

　そして、俺たちにどこまでも冷たい視線を向けた。

「さて――――死んでくれるかな？」










【絶死】のデストラ




「さて――――死んでくれるかな？」

　目の前の白髪の男――――デストラの言葉を受け、俺たちは一斉にその場から飛び退いた。

　そしてそれぞれが武器を構え、今までにないほどデストラに対して警戒する。

　だが、そんな俺たちを見て、デストラは苦笑いを浮かべた。

「いやあ、距離を置いたところで関係ないんだよねぇ。どこに逃げようが、それこそこの世界じゃなくても、僕の能力からは逃げられないよ」

「能力だと？」

　アルが険しい表情でそう訊くと、デストラは笑みを深める。

「知りたい？　それじゃあ教えてあげる。僕の能力は――――」

　そう言いながらデストラが近くの草に手をかざすと、その草は突然枯れてしまった。

「ふふ、どうだい？」

「ど、どうって……」

　何？　草を枯らす能力ってこと？　でもそれだと周りの魔物の死体の説明がつかないし……。

　でももしかしたら、草を枯らすことで何か副次的な効果があるのかもしれない。よく分かんないけど。

　ただ、本当に草を枯らす能力だとすれば――――。

「じ、地味……？」

「じ、地味だとぉ!?」

　俺の反応にデストラは顔を赤くして叫んだ。

　いや、地味って表現はよくないな。申し訳ない。

「い、いや、農家の人には重宝されそうだなぁって！　その、雑草処理とかで……」

「お前はどこ視点で見てるんだ!?」

　俺の素直な感想に対し、アルがそうツッコんでくる。すまん、俺もよく分からん。

　今デストラのことで分かっていることといえば、【魔神教団】の『神徒』って……ん？　『使徒』じゃなくて、『神徒』？　ますます分からん。一つだけハッキリしてるのは、敵ってことくらいだろう。

　そんな考察をしていると、デストラは笑みを引きつらせた。

「ざ、雑草処理……ふふ、ふふふ……ここまでバカにされたのは初めてだ。ああ!?」

「っ!?」

　その瞬間、何やらデストラの体からよくないモノが吹き出した気がした。

　それに対し、俺はほぼ反射的に【憎悪渦巻く細剣ブラツク】を振り抜いた。

　するとデストラは微かに目を見開く。

「んん？　今ので殺せたと思ったんだけどなぁ……」

「殺すって……」

「誠一、ソイツはやべぇ！　今すぐ動きを止めるぞ」

　アルの言う通り、目の前で不敵に笑うデストラという存在が俺は妙に気持ち悪かった。

「ひとまず、一度気を失ってもらうぞ！」

　俺は【無間地獄】のスキルを発動させつつ、死なないレベルでデストラへと殴りかかる。

　もちろん、それだけ手加減しているとはいえ、俺の動きは正直認識できるような速度ではなく、簡単にデストラの懐に潜り込んだ。

　そして、俺は手加減した状態のままでデストラの腹に一撃を入れる。

　だが――――。

「……ふふふ」

「……」

　おかしい。

　俺の一撃を受け、死にはしないが、気を失うと思っていたデストラが、無傷で立っていた。

「ふふふ……驚いてるみたいだねぇ？」

「……アンタ、何なんだ？」

　俺は一度距離を取りながらそう訊くと、デストラは厭いや味みったらしく嗤った。

「勘違いしていたようだけど、僕の能力は……対象を自由自在に殺す力」

「何？」

「僕は自分が死ぬ未来を、それどころか傷つく未来のすべてを殺したのさ。だから、僕は絶対に死ぬことはないよ」

「はあ？」

　なんだ、その反則能力！　俺も大概だけど、そこまでじゃないぞ！　…………たぶん！

「それだけじゃない。僕の異能……【絶死】は、僕が望むままに有形無形、事象、概念、因果……それこそ、この世界や神ですら殺すことができるんだ。それに、僕が意識しなくても、僕に敵意、害意、殺意、または僕にとって不利益になる何かが起きても、それすら反射で殺すことができる。どうだい？　絶望的だろう？」

　いや、本当にメチャクチャだなぁ!?

　冗談抜きで、俺なんかが勝てる相手か、コイツ!?

　いや、でも、そもそも死んでる存在とかならどうなんだ？　それに、そんな反則的な力を使えるヤツがいるんなら、逆に蘇生させる力を持ってるヤツもいそうだけど……。

　すると俺の表情に出ていたのか、デストラは笑みを深める。

「今、僕の能力の弱点を探そうとしたでしょ？　それこそ、死んだ存在には効かないんじゃないかって……そんなことないんだよなぁ。僕はたとえ死んだ存在でも殺せるよ。なんせ、僕はすべてを殺すわけだからねぇ」

「はあ!?」

　コイツ、俺なんかよりよっぽど化物ですよ、化物！　てか死んだ存在も殺せるって意味が分からん！　死んでる人をどう殺すっていうんですかねぇ!?

　本当に倒しようがなくないか!?

「というわけで、死んでよ」

「しまっ!?」

　あまりにもぶっ飛んだ能力に驚いていると、デストラは俺に手をかざしてきた。

「はははは！　僕をバカにしたこと、後悔しながら死になよ！」

「ぐあああああ！　し、死ぬのかああああああ！」

「誠一ぃぃぃぃいいいい！」

　俺は反射的に胸を押さえ、サリアがそんな俺を見て叫んだ。




『スキル【進化】が発動しました。これにより、体が適応されます』




　…………………………。

「なんか大丈夫らしいっす……」

「……………へっ!?」

　デストラは呆けた表情の俺を見て、目を見開いた。
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「な、何で！　【絶死】が効かないはずがない！　そんな存在、この世界どころか多次元、多世界、それこそ神ですらあり得ないのに！」

「そ、そんなこと言われましても……何かスキルで大丈夫になったみたいで……」

「はあ!?　この世界のシステムでしかない、スキル程度にこの僕の力が防がれただと？」

　デストラはそう叫ぶと、すぐに冷静さを取り戻す。

「ふ、でも種が分かれば問題ない。そのスキルを殺しちゃえば、もう終わりなんだからさ！」

「っ！」

　またも、デストラが俺に向けて手をかざした瞬間、再び脳内アナウンスが流れた。

『適応いたしました』

「大丈夫みたいっすね……」

「なんでだよおおおおおおおおおおお！」

　俺の反応に、デストラはその場で頭を抱えた。

　あまりにも無防備な姿に俺だけでなく、アルたちも困惑の表情を浮かべるが、少なくとも即死させる力を持っている以上、アルもサリアもヘレンも迂闊に動けない。

「おかしいだろう!?　僕と似た能力者は全宇宙、多次元にもいるだろう。だが、その中で一番強いのは僕だ！　その僕の力が通じない!?　全世界、宇宙、言葉通りのすべてを作り上げた神ですら殺せる僕の力が!?」

　いや、本当に物騒な能力だな。てか、全宇宙だの神だのスケールがおかしくない？

　そう思いつつ、俺は思わず疑問に思ったことを聞いてしまった。

「てか、お前、【魔神教団】の人間なんだよな？　そんな人間が神を殺すとか言ってていいのか？」

「はあ？　僕が本当に魔神の下についているとでも思っているのか？」

　心底バカにした様子で俺を睨むデストラ。いや、そんなバカにしなくても……。

「てか、お前の力も魔神のモノじゃねぇのかよ」

「違うに決まってるだろ？　魔神から授かった力なら、魔神を殺すことはできないだろうからねぇ。これは生まれつきの力さ。だからこそ、僕は何時でも魔神を殺すことができる。ただ、それを簡単にやっちゃつまらないからね。自分が従えていたと思った存在に、喜びの絶頂で殺される！　ああ、その時、魔神はどんな表情をすると思う!?　それを想像しただけで僕はもう……！」

　恍こう惚こつとした表情を浮かべるデストラに、俺だけでなく全員ドン引きだった。ええ、コイツ本当にやべぇ……。

　すると再び俺たちに……いや、俺に視線を戻し、キッと睨みつけてきた。

「だからこそ、何で死なない!?　僕の能力は絶対だ！　たとえ即死無効の能力だろうが、概念操作だろうが、どんな方法を使っても防ぐことはできないのに！」

　ってデストラは言ってますけど、どうなんですか、脳内アナウンスさん！　ていうか俺の体っ！

　答えてくれないと分かっていても、思わず俺が心の中でそう問いかけると、まさかの脳内アナウンスさんは無感情に教えてくれた。

『無効を無効だとか概念だとか防ぐだとか絶対だとか……そのレベルで語っている時点でたかが知れます。効かないから効かない。それだけのことです』

　相手が複雑かつ難しいこと言ってくるのに対して俺はとんでもなくシンプルですねぇ!?

　でもそのシンプルさが俺には有難い。正直デストラの言ってることの一割も理解できてないから。何？　事象だとか概念だとか。シンプルイズベストでしょ。

　っていうか、回答が返ってくるとは思わなかったよ！　いつもはレベルアップの時や、スキルが発動した時しか聞こえないから、こうして会話できているのが少し不思議だ。

「あり得ない……あり得ないぞ……！　他の世界じゃ使えない、ステータスやスキルなんていうスキルに頼り切ってる雑魚に、この僕の力が通じない!?　そんなことがあっていいはずがない！」

「そんなこと言われても……ねえ？」

「いや、誠一は何でそんな緊張感ないんだよ!?」

　だってよく分かんないけど俺には効かないみたいだし。

　そんなやり取りをしていると、デストラは何かを思いついたといった表情を浮かべた。

「そうだ……お前に僕の力が効かないとしても、他の連中はどうかなぁ!?」

　そう言いながら今度は俺でなく、アルやサリアたちに手をかざすデストラ。

　どうすればいいのか分からないけど、つい反射的にブラックを構えた瞬間、再び脳内アナウンスが流れた。

『スキル【同調】が発動しました。これにより、周囲と同調いたします』

　え、同調？

　デストラが邪悪な笑みを浮かべ、サリアたちが顔を強張らせている中、俺は脳内アナウンスに気をとられ、間抜けな表情を浮かべていた。

『同調を完了しました。今回の同調内容は、誠一様の体質を同調の本体とし、周囲と同調したため、周囲のアルトリア様、サリア様、ヘレン様は同じ体質へと性質を同調させました』

　高笑いするデストラに、緊張した表情を浮かべるアルたち。

　それを見て、俺はポツリと呟いた。

「えっと……俺のスキルでサリアたちも大丈夫になったみたいです」

「だからなんでだよおおおおおおおおおおお！」

　再び崩れ落ちるデストラ。あれ？　コイツ、能力なかったらどう戦うんだ？

　何はともあれ、俺のスキルのおかげでサリアたちも死ぬ心配がなくなり、俺は汗をぬぐった。

「ふぅ……やったね！」

「いやいやいや、お前マジでなんだよ!?」

「誠一先生……私、能力を聞いてからはアイツの方が非常識かつデタラメだと思ってたのに、やっぱり誠一先生の方が非常識かつデタラメなのね……」

「何で!?　どこからどう見ても常識人じゃん！　普通だよ!?」

「普通は相手が絶対的自信を持つ能力を簡単に無効化したりしねぇんだよッ！」

　アルとヘレンにツッコまれ、何とか俺が普通だということを説得していると、サリアはいつも通りニコニコとしていた。

「そっかぁ……私たち、誠一のおかげで大丈夫なんだね！　ありがとう！」

「お、おう？　そうお礼を言われると……照れるというか、何もしてないというか……」

　いや、結果的にサリアたちのためになったのだから万々歳なワケだが、俺がどうこうしたって言うより、体が勝手に動いたって言うのが正しいだろう。自分の体に感謝というのも変な話だが、本当にありがとうございます。ただ、本格的に【人間】って何なのか分からなくなってきたので、ちょうどいい塩梅での自重も考えていただけると嬉しいです。

　一気に緊張感がなくなった俺たちに対し、デストラは信じられないといった表情で頭を振った。

「認めない……僕は認めないぞ……！　嘘だ、嘘に決まってるんだああああっ！」

　デストラが叫んだ瞬間、再び何だかよくないモノが吹き出した気がしたが、もう俺たちには関係ないので放置した。

　ていうか、厄やつ介かいだな……能力自体は効かなくなったけど、気分的には気持ち悪いし、即死なんていう目に見えないモノってのがなぁ……。

『適応いたしました』

「……」

　突然、俺の視界に真っ黒いモヤモヤっとしたものが見えるようになった。

　ちょっと待って。まさか、本当に見えるようになったの？　ウソでしょ？

　だが、実際に俺の目には急に黒いモヤモヤが見えるようになったし、よく見るとデストラの体からその黒いモヤモヤが噴き出しているのも見える。

　驚く俺をよそに、それはまるで一つの意思を持つかのように動き、俺たちに襲い掛かる。

　俺だけでなくサリアたちの方にも向かっていったので、俺は咄嗟にそのモヤモヤを手で掴んだ。

「ええ……？　見えるし触れるんですけど……？」

「……誠一、急に何もないところに手を伸ばしたりして何してんだ？」

　手の中で何だか焦ったように暴れる黒いモヤモヤに困惑していると、アルとヘレンが俺を怪訝な目で見ていることに気付いた。

「あ、待って！　ちゃんと理由があるから！　だからそんな目で見ないで!?」

「そんな目で見るなって言われても……」

「いきなり虚空に手だけ動かしたら、そんな目にもなるでしょ？」

　そりゃそうだ！

　だが、サリアだけは違ったようで、俺の手を見て首を捻っている。

「なんだかよく分からないけど、今誠一の手にはよくないモノがある気がする……」

「はあ？　サリアはなんか見えるのか？」

「うーん……見えるというか、野生の勘？」

　出たよ、野生の勘。でもその勘がメチャクチャ当たるもんだからすごいよな。

「何でだ、何で何ともないんだよ……！」

　俺たちが和やかに会話している頃、デストラは認められないと言わんばかりに汗をダラダラと垂らしながら必死に両手を俺たちにかざしている。えっと……諦あきらめないんだろうか？

　デストラから送られてくる黒いモヤモヤをとにかく手で掴み、集めていると、ついつい力加減をミスって潰してしまった。

「あ、潰せるんだ、コレ」

『――――』

　何故だか分からないが俺がそう呟いた瞬間、黒いモヤモヤは絶句しているようだった。

　ただ、黒いモヤモヤを回収してて思ったのが、恐らくこの黒いモヤモヤは【死】そのモノな気がする。俺も具体的な説明はできないんだけど、何となく冥界の雰囲気と似ているのだ。

　それはいいとして、俺は手に収まった黒いモヤモヤを見て眉をひそめた。

「もしこれが【死】そのモノだとして、デストラの能力なんだとすれば……正直、気分はよくないよな。無条件で対象の命を奪うなんて理不尽だ」

『！』

　若じやつ干かんの怒気を含ませながらそう言うと、手のひらに収まった黒いモヤモヤはビクッと固まり、急に真っ白い光に変わりだした。

「え、なになに!?　何が起きてる!?」

「いや、誠一。オレやヘレンからすれば、さっきから何言ってんだ？　って感じなんだが……」

　誰にも見えないモノに一人で反応する俺は確かに異常だよね！　でも見えるんだよ！

「あれ？　誠一の手にあるモノ、さっきまではよくない感じだったのに、今はすごくいいモノに変わってるよ？」

　すると俺のようにはっきりとは見えないものの、感覚的に捉とらえられているサリアがそう言った。

　俺もサリアに言われて今度は慌てずに掌の白い光を見つめると、それはさっきとは逆に、何だか生命力に溢あふれ、体に活力を与えてくれるような力になっていた。

　それに掌の光が『だ、旦那！　これでどうっスか!?　もう殺しから足を洗って、今度からは癒いやしていくんで許してくだせぇ！』と言葉にはしていないが、そんな意思を俺に流してきた。ええ……？

　つまり、あの黒いモヤモヤ……【死】そのものは、何故か逆の【治癒】や【生命力】といった、癒しの力へと変貌したようだ。

　しかも、俺の掌にある光だけでなく、何故かデストラの体にまで光は伸びており、今までデストラの体からは黒いモヤモヤが噴き出していたのだが、今は白く温かい光が溢れ出している。

「何で……何で僕の力が効かないんだよぉ……」

　いつの間にか号泣しながら必死に手に力を込めているデストラ。

　すると新たに黒いモヤモヤから変わった白い光が飛び出し、それをわざと受けてみた。

　すると俺の体が一瞬輝き、心なしか気分もよくなる。

「おお、体に力が漲ってくるね」

「「「へ？」」」

　黒いモヤモヤに続いて白い光が見えないアルとヘレン、そして当の本人であるデストラが俺の反応に目を点にした。

「誠一、私も受けてみたい！」

「お、そうか？　じゃあデストラさん。能力お願いします」

「は？」

　訳が分からないといった表情のデストラだが、そんなデストラの意思とは関係なく、白い光がサリアに飛んでいった。

「ん～！　本当だ！　何だか元気が出るね！」

「だろ？　アルとヘレンもやってもらえよ」

「お前、何の話してるんだ!?」

「……分からない。私、誠一先生がどこに向かってるのか全然分からない……」

　やはり何が起きているのか理解できていないアルとヘレンにはどうやって説明したもんかと頭を悩ませていると、再び白い光がデストラの意思とは関係なくアルとヘレン目掛けて飛んでいった。

「っ!?　こ、コイツは……！」

「すごい……さっきまで誠一先生のせいで疲れていた精神が、一気に回復していく……！」

「ちょっと待て」

　俺のせいで精神が疲れるって酷くない？　泣くよ？

　まあとにかく、これでデストラの能力を体験してもらえたわけだから、少し説明が楽になった。

「今体験してもらった通り、彼……デストラの能力が【絶死】？　とやらから【癒し】の力へと変わりました」

「意味が分からねぇんだが!?」

「何がどうすればそんなことになるのよ……」

　俺もよく分かんない。何か【絶死】の能力の方から勝手に変わったわけだし……。

　すると、そんな俺の発言を聞いていたデストラが、呆然とした表情で自身の手を見つめていた。

「ぼ、僕の力が……癒しに変わった、だと……？」

　呆然としたまま、近くの枯れ果てた草にデストラが手をかざした瞬間、草は一瞬にして瑞々しい姿を取り戻した。

　だが、その光景を見て、デストラは絶望した表情を浮かべる。

「う、ウソだ。こんなの、ウソだ。僕は、人が不幸になるのが……絶望した姿が好きなのに……僕の能力はそれができるはずなのに……」

　まるで現実から目を逸らすように、必死に俺たちだけでなく、周辺の草に能力を発動させるデストラ。

　だが、デストラの望む結果とは逆に俺たちは気分爽そう快かいになり、草も嬉しそうに青々しさを増した。

「あ、ああ……あああ……ああああああああああああああああ！」

　そして、デストラはその場に崩れ落ちると、絶望したまま絶叫する。

　それを見て、アルはどこか哀れんだ表情のままデストラの背後に近づいて――――。

「ま、ひとまず寝てろ」

「ガッ!?」

　――――思いっきり殴った。

　デストラは意識を失いながら、呆然と呟く。

「ぼ、ぼくの力が……傷つかないはずの未来すら、変わっ……たの……か……」

　そして、デストラは完全に気を失うのだった。










デストラの所持品




『レベルがお上がりになりました』

　デストラを倒した瞬間、俺の脳内にそんなアナウンスが流れた。え、またレベルが上がったの？　ウソでしょ？

　今回は別に倒したって言えるほど動いてないんだけど……。

「ねぇ、私のレベルが上がったんだけど、どういうことよ……」

　どうやらレベルが上がったのは俺だけではないようだ。

「レベルが上がったのは一つだけ？」

「え？　えっと…………おかしいわね。レベルが６０９って書かれてるんだけど……」

　サリアが首を傾げながら訊いてきたのに対し、ヘレンは自身のステータスを確認すると何度か目をこすった。

　どうやらデストラを倒した？　ことによってヘレンは望んでいた『超越者』になれたようだ。いや、本当に何でそんなにレベルが上がったのか分からないけど。

「ま、まあいいじゃないか！　これでヘレンの目的も達成だろう？」

「…………そうね。とりあえず、誠一先生と一緒にいれば常識から勝手に逃げていくことが分かったわ」

「常識から逃げていくって何!?」

「そのまんまの意味じゃねぇか？　あんなにヤバそうだったデストラって野郎が訳も分からないまま、オレたちも異能？　とやらも変わってたことに気付かずに終わったわけだしよ」

　半目でそう言ってくるアルに、俺はその場に崩れ落ちた。

　そんなバカな……常識が俺から逃げるなんて……。

　だが、落ち込む俺とは別に、サリアはいつも通り明るく口を開いた。

「でもよかった！　誠一から常識さんが逃げてくれたおかげで、私たちは無事なんでしょ？　だからありがとう！」

「お、おう？　そうか？　それなら……」

　結果的にサリアたちが無事なら、まあ常識から逃げられてもいいよね！　……あれ？　いいのか？

「ま、ヘレンのレベルも上がったみたいだし、今そいつが気を失ってる間にステータスでも確認しときな」

「あ、俺もレベルが上がったから確認するね」

「お前はどこまでデタラメになれば気が済むんだ？」

　別にデタラメになりたいわけじゃないですよ!?

　どこか納得しないままステータスを開くと……。

「あ、俺、ステータスが家出中だったわ……」

「ステータスが家出って何!?」

　俺のステータスの状況を知らなかったヘレンはこれでもかと言わんばかりに目を見開いた。いや、俺もよく分かんないや。

　でも、ステータスが見れないから、正直スキルの確認とかできねぇのか……。

　ふとそんな風に思っていると、本日大活躍中の脳内アナウンスさんが急に話しかけてきた。

『新規で獲得したスキルを表示いたしますか？』

「え、そんなことできるの!?」

『はい。では表示いたします』

　思った以上にアッサリと解決してしまい、拍子抜けしていると、不意に視線を感じた。

　するとアルとヘレンが怪訝そうな表情で俺を見てくる。

「……誠一。お前、誰と会話してんだ？」

「え？　……脳内アナウンス？」

「やっぱお前おかしいわ」

「解せぬ」

　ヘレンもアルの言葉に頷くと、『あ、また誠一先生の非常識な行動ね』と言わんばかりに俺から視線を外した。なんでだっ！

　予想外の扱いに納得できないでいると、俺の視界に半透明のウィンドウが出現した。

『こちらが、今回獲得した種族スキル、【みんな違って、みんないい】になります』

「なんて？」

　今、何て言った？　どう聞いてもスキル名とは思えないような単語が飛び出した気がしたんだけど……。

『【みんな違って、みんないい】になります』

「勘違いじゃないだと!?」

　もうそれ普通のスキル名じゃなくて、詩の一節じゃん！　その詩、好きだけどね！

　っていうより、肝心の効果は何なの？　全く想像つかないんだが……。




『みんな違って、みんないい』……種族だけの特有技能や、遺伝子による特殊技能、突然変異の結果として身に付いた技能や、魂たましいに刻み込まれた固有の技能など、あらゆる技術・技能体系を習得できます。その範囲は現在誠一様が存在する星内に留まらず、別の星、世界、次元、神々にまで及び、誠一様が「あ、あれいいなぁ」と思うだけでそれと同じ以上の能力が誠一様専用に昇華された状態で習得されます。




　俺の体が本当に自重しない……！　てか、いつの間にかスキル内の説明にさえ名指しの固有名詞として登場しちゃってるんですけど!?

　何？　つまるところ、今までこの世界のスキルしか使えなかったのに、その制限がいきなり解除されたってこと？　それにしたって解除の仕方がはっちゃけすぎてる！　何で少しずつ解除していくってことができないのかなぁ!?

　それより、スキルの内容がスキル名からかけ離れているという事実……！

　みんな違ってみんないいって言ってるのに、その個性を俺が奪っちゃうのはどうかと思うよ!?

　誰にも悟られることなく、俺は自分のスキルにツッコんだ。

「さて、コイツをどうするかねぇ？」

　そんな俺をよそに、気を失っているデストラを前にしてアルが困惑した表情でそう言う。

「一番はランゼさんに渡すことじゃないかな？　王様だし、【魔神教団】の情報も欲しいと思うからさ」

「まあそれが妥当か。ただ引き渡す前に、妙な行動されても困るから、持ち物だけは没収しておこうぜ」

「あ、それは俺がやるよ。もしアルやサリアたちに何かあったら嫌だからさ」

「そ、そうか？　なら……頼む」

　俺の言葉にアルは顔を赤くすると、そのまま引き下がった。

　さて、早速調べたいわけだが……デストラが手ぶらなことを考えると、アイテムボックスに入れてる可能性が高いんだよなぁ。

　もしアイテムボックスに仕舞われているなら、俺じゃどうしようもないんだが……。

　いきなり持ち物調査で躓つまずいていると、今日はよく聞く脳内アナウンスが流れた。




『スキル【進化】が発動いたしました。これにより、対象のアイテムボックスに干かん渉しようすることができます』




　もう今日は俺の体にツッコむのは疲れたのでスルーします。

　アッサリと解決してしまったことに微妙な気持ちになりながらも早速確認しようとするが……対象のアイテムボックスに干渉ってどうすりゃいいんだ？

　首を捻っていると、いきなり俺の目の前に半透明なウィンドウが出現し、よく見るとそこにはデストラのアイテムボックス内のリストが書かれていた。

　リスト内にある『フレイム・ナイフ』とやらを押してみると、何もないところから真っ赤な刃を持つナイフが出現した。おお、スゲェ。本当に干渉できてるよ。ってか、ここのリストに載ってるアイテムって、もしかしなくてもダンジョン内で手に入れたヤツか？

　道中確かに宝箱を見つけてもほとんど空だったし、今まで大した戦果もなかったわけだが、こんなところでまとめて手に入るとは……なんだかデストラがゲームとかで出現する、多くのアイテムを落とすボーナスキャラに見えてしまった。経験値も多かったみたいだしね。もう一人出てこないかな？

　そんな感じで色々見ていっていると、中にはヘレンに向いている武器やアイテムもあった。

「お、ヘレン。これなんかヘレン向きじゃないか？」

「え？」

　俺がそう言いながら渡したのが、『風ふう刃じん』と『雷らい刃じん』という名前の、二本の短剣だった。

　どこか日本的な意匠を感じ、『風刃』は緑色の綺き麗れいな刃、『雷刃』は黄色の綺麗な刃で、それぞれ風と雷が刃に薄く纏わりついている。

　効果は『風刃』が持ち主の俊敏力を高め、なおかつ敵の飛び道具……弓矢や弱めの魔法を自動で逸らす効果を持ち、『雷刃』は『風刃』と同じく俊敏力を高め、斬りつけた対象を麻痺させる効果を持つ、神話ミソロジー級の武器だ。

　神話級って言うくらいだから、このダンジョンはやはり高難易度のダンジョンだったようだ。

　俺から二本の短剣を受け取ったヘレンは、見惚れた表情で短剣を見つめる。

「綺麗……」

「これならヘレンの武器として使えるだろう？」

「……いいの？　これ、とんでもない代物みたいだけど……」

　しかし、何故かヘレンは急にそんなことを言った。

「『鑑定』で見たけど、神話級なんて普通じゃお目にかかれないような武器だし、使えば誰でも強くなれるのよ？」

「え？　俺がいるように見える？」

「あ、そうね……」

　ちょっとした冗談のつもりで言ったのだが、よくよく考えれば本当にいらないや。

「で、でも、売れば一生遊んで暮らせるだけのお金が手に入るのよ？」

「うーん……でも俺、使えきれないほどお金持ってるからなぁ……」

「本当に誠一先生ってなんなの？」

　そんな哲学めいたこと聞かれても困っちゃうよね。もう俺自身も俺のことが分かんないし。

「とにかく、遠慮せずに受け取りなよ。元々ここにはヘレンの訓練のために来たんだからさ」

「で、でも……」

「ヘレンちゃん、大丈夫だよ！　私も自分の武器がちゃんとあるし！」

「そうそう。ここで変に遠慮しても仕方ねぇぞ？　理由は分かんねぇが、力が必要なんだろう？　なら受け取っとけ」

　俺だけでなく、サリアやアルからもそう言われたヘレンは、最後は二本とも受け取った。他にもヘレンに使えそうな物がないかと探してみたが、これ以上にいいモノは見つからなかった。

　それに、レア度も神話ミソロジー級が最高で、夢幻フアンタジー級もなかった。

　ただ、いくつか物騒な効果を持つ武器が出てきたため、本当にここでデストラを倒すことができて良かったと思う。何だよ、斬りつけた相手の傷が塞がらなくなるって。怖すぎるだろ。

　もしこれらが【魔神教団】の連中に渡っていたかもと思うと、全然笑えない。いや、デストラは魔神のことを見下してたし、実際に渡すのかどうかは分からないけどな。

　こうして某青いタヌキのように辺りにデストラのアイテムボックスから取り出したアイテムを散乱させていると、とあるアイテムに目が留まった。

　それは何の変哲もない、ただの透明な水晶のように見え、これだけ何故かデストラのアイテムボックスではなく、ポケットに入っていた。

「あれ？　これって……」

　よく見ると、何だか見たことがあるような気もするその水晶に、俺は首を傾げる。

　まあ見ても分かんないから早速『上級鑑定』で調べようとしたところで、サリアに話しかけられた。

「誠一、どうかした？」

「え？　ああ――――」

　それに反応して振り向こうとした瞬間、俺の手から水晶が滑り落ち、慌てて掴もうとするが化物みたいなステータスを持つはずの俺でも元がどんくさいため、掴めたと思えば取りこぼすという動作を何度も繰り返し、最終的に落としてしまった。

　すると落ちた水晶は割れ、中から煙が飛び出して俺の体を包み込むと――――!?

「へ!?」

「せ、誠一!?」

「おいっ！」

　――――俺は見知らぬ森の中に立ち尽くしているのだった。










魔法の使えない森




「…………へ？」

　気付けば森の中に立っていた俺は、呆然とするしかなかった。

　ここはどこ？　私は誰？　……なんて冗談言ってる場合じゃなくて。

「いや、本当にここどこだ!?　サリアー！　アルー！　ヘレンー！」

　思わずその場で叫ぶが、返事は返ってこない。

　そのことを不安に思いながらも、俺は自身の首にかけていた『果てなき愛の首飾り』の効果を思い出し、すぐにサリアたちに通信を試みた。

「サリア！　聞こえるか!?」

『――――あ、誠一！　聞こえる、聞こえるよ！』

　首飾りから声が返ってきたことに安あん堵どし、俺は一つ息を吐いた。

　冥界に行った時はほとんど自分の意思で行ったから不安はそこまでなかったけど、いざいきなり見知らぬ土地に飛ばされると、小心者の俺は不安で仕方がないのだ。

　それに、今回は冥界の時とは違って首飾りの効果で連絡が取れるから、まだ大丈夫。

『おい、誠一！　今どこにいるんだ!?』

　一安心したところに、今度は焦った様子のアルの声が聞こえてきた。アルには普段はツッコミとして働いてもらってるし、こういった時でも心配をかけて、本当に申し訳ない。

「どこにいるって言われても……正直俺も分かんない」

　なんせ、いきなり目の前には鬱蒼とした森が広がっているのだ。

　辺りを見渡しても木々だらけで、正直どことは答えられない。

　ただ、こうして首飾りの効果が働いていることから、同じ星のどこかに飛ばされたことは間違いないので、何とかすれば合流できるはずだ。

　すると、今度はサリアの明るい声が聞こえてきた。

『よかったぁ！　誠一なら大丈夫って思っても、やっぱり心配だから……』

「サリア……ごめんな」

　いつも天真爛漫なサリアにさえ心配をかけてしまい、本当に申し訳ない。

『誠一ならそこから転移魔法で帰ってこれるだろ？　早く帰ってこい。このデストラって野郎を王様に引き渡すってのもあるが……早くお前に会いたいからよ』

　頬を赤く染めながらそう言っているアルの姿が浮かんだ俺は、確かに転移魔法ですぐに帰れることを思い出し、早速魔法を行使しようとした。

　だが――――。

「あれ？」

『誠一、どうしたの？』

「いや、それが……」

　何度も転移魔法を発動させようとするが、何故か転移魔法は一向に発動しなかったのだ。

「なんだ？　この場所が原因なのか？」

　もしそうだとしても、この場所が原因で俺が転移魔法を使えないのであれば、自重しない体が見過ごすはずないのだが……。

　困惑する俺に対し、本日大活躍の脳内アナウンスさんが声をかけてきた。

『誠一様。この場所は魔法が使えない土地のようです』

「え？　なら、いつも通り【進化】が発動して使えるようにはならないのか？」

『残念ながら……。この土地で魔法が使えないのは、誠一様にこの特殊な土地が干渉しているのではなく、魔法そのものに干渉しているためであり、それに伴って【進化】の効果が発動しないのです』

　なんと。

　ここに来て、初めて【進化】の弱点というか、隙というモノを垣間見た。

　俺自身に効果や干渉するモノがあった場合は問答無用で適応する【進化】だが、俺の体以外には効力を発揮しないのだ。

　これで俺の化物性が薄まるかと言われれば、正直「だから何？」ってレベルで何にも変わらないのだが……こういった時に限っては不便でしかない。

　なんせ、俺そのものが関係したら【進化】が発動するのだから、結局チートどころかバグみたいな点は変わらないわけで。それでも【進化】が完かん璧ぺきじゃないことにちょっとした安堵感を覚えたわけだけどね。

　とにかく今すぐ帰れるわけじゃないと分かった俺は、溜息を吐くと首飾り越しにサリアたちに伝えた。

「どうもこの場所じゃ魔法が使えないみたいだから、魔法が使える場所まで移動してからそっちに戻るよ」

『……大丈夫なのか？』

　すると首飾りからアルの心配そうな声が聞こえ、俺は苦笑いを浮かべた。

「うーん……大丈夫とは言い切れないけど、ちゃんと戻るからさ。それに、こうして連絡はとれるわけだから、何かあったらすぐに連絡するよ」

『……ん。それなら待ってるぞ』

「あ、そっちも何かあったらすぐに連絡してくれよ？　それこそ――――この森吹っ飛ばしてでも行くからさ」

　この森が魔法の阻害をするのなら、最終手段として森そのものを消しちゃえば問題ないという我ながらアホみたいな考えが思いついたあたり、俺の思考も徐々に体に引きずられてるのかなぁ……てか、アホみたいな考えなのにできそうなのが何とも言えねぇ……。

　環境破壊とかしたくないけど、サリアたちに何かあったら、俺はそれすら無視して行くからな。

「じゃ、また何か進展があったら」

『うん、気をつけてね！』

　サリアの言葉を受け、俺たちは一旦通信を終了した。

「さて……ここがどこだかも分かんないし、適当に歩くしかないかぁ」

　山の中で無暗に動き回ると危険って言うけど、最初に異世界に降り立った場所も超危険な森の中だったわけで、今はその時よりは安全に過ごせるだろうし、何とかなるだろ。

「というわけで……ここは運試しと行きましょうかね」

　俺は適当にその場に落ちていた木の枝を拾うと、地面に立てた。

「さて、どの方向に倒れるかな？」

　すぐに木の枝から手を離すと、右に倒れた。

「おし、右か」

　今はステータスが家出中だから正確な数値は分からないけど、運はいいはずだから多分大丈夫だろう。……いや、よく考えたら家出する前でも表示されてなかったし、実際どうなんだろうか。

　とにかく俺は、この訳も分からない森をさ迷い始めるのだった。





◆　◆　◆






「クソッ、誠一のヤツ……何でアイツはああもトラブルに巻き込まれるんだ!?」

　――――誠一が突然消えた後、ダンジョンに残されたサリアたちは誠一と連絡を取った。

　そして、誠一がダンジョンとは全く違う場所に、無事でいることを確認し、一息ついた。

　だが、いつもなら転移魔法ですぐに帰ってこれるはずが、誠一が飛ばされた場所は魔法が使えないようで、ひとまず辺りを探索するという話を聞かされていた。

「まさか……お、オレの呪いのせいか!?　もう大丈夫だと思ってたのに……！」

　ふと、今まで呪いのせいで苦しめられてきたアルは、その自分の呪いのせいで誠一が大変な目に遭っているんじゃないかと顔を青くした。

「誠一ならきっと大丈夫だよ！　それに、アルのせいじゃないよ？」

「で、でも……」

　まだ不安そうな表情を浮かべるアルを、サリアは優しく抱きしめる。

「大丈夫。誠一はちゃんと戻ってくるって言ってたし、もし本当にアルの呪いが誠一に降りかかっていたとしても、すぐに呪いから逃げ出しちゃうよ！」

「……何だよ、それ……でも、否定できねぇのがおかしいんだよなぁ……」

　サリアに抱きしめられ、落ち着いたアルは苦笑いを浮かべた。

「ありがとうな、サリア」

「うん！」

　いつも通りに戻ったアルは、未だに気を失っているデストラへと目を向けた。

「さて……誠一がコイツの所持品を全部回収してくれたおかげでもうコイツには危険はないと思うが……」

「……あ、思い出した！　誠一が落とした水晶って、前に学園で兵隊さんたちと誠一が戦った時、最後に使ってたヤツじゃない？」

「ああ、あの戦いとも呼べなかったあの時か！　詳しい効果は分からねぇが、どうも任意の場所に転移できるようだから、今誠一がいる場所は、もしかするとこのデストラって野郎がここの次に向かう予定だった場所かもしれねぇな」

「とにかく私たちは、この人を国の兵隊さんに渡すことを考えよう！」

「そうだな」

　アルがデストラを雑に担ぎ上げると、ふとヘレンの様子が変なことに気付いた。

「……」

「あ？　おい、どうした？」

「……魔法が……使えない場所……？　いや、でも……」

「ヘレンちゃん？」

「っ！　な、何かしら？」

　サリアがヘレンの顔を覗のぞき込むと、ヘレンはようやくサリアとアルに見られていたことに気付いた。

「何って……お前の様子が変だったからよ」

「……ちょっとね。まあでも、そいつが【魔神教団】の幹部っぽい立場なら、アジトに転移してる可能性もあるんだものね……」

「ん？　そうか……アジトに転移してる場合もあるのか……」

　新たな可能性に眉をひそめたアルだったが、すぐに頭を振った。

「どちらにせよ考えても仕方ねぇ。とにかく、コイツを連れてとっととダンジョンから出るぞ。いいな？」

「はい、大丈夫です。目的のレベル上げは達成できましたし……」

「よし、んじゃあ帰るぞ」

　こうして誠一が森を探索し始める頃、サリアたちは王都へと帰還するのだった。










森の中の出会い




　――――拝啓、父さん、母さん。それにサリアたち。お元気ですか？

　僕は今――――。

「――――芋虫に追いかけられてまああああああす！」

「「「プギュルルルルルルル！」」」

　デストラの持ち物から出てきた水晶のせいで、こうして魔法が使えない見知らぬ森へと飛ばされた俺は、あれからあてもなくさまよい続け、気付けば一夜明けた。

　自重しない体のおかげか、眠気も空腹も感じない俺は、夜通しで探索を続けたのだが、人がいるような痕跡を見つけることができないでいた。いや、眠たくもなく、お腹もすかないって本格的に人間辞めてると思う。

　それはともかく【果てなき悲愛の森】に飛ばされた当初と比べれば、俺の実力的な問題や、サリアたちと通信とはいえ連絡が取れるといった状況から、精神的な余裕は大きかった。

　だが、森を探索中に襲い掛かって来た巨大なアゲハチョウのような『バーサク・パピヨンＬｖ：78』を倒したところ、周囲にいた全長５メートルほどもある緑色のブヨブヨした芋虫……『バーサク・キャタピラーＬｖ：55』の大群が、怒り狂った様子で俺に襲い掛かって来たのだ。

　しかもその数が尋常じゃなく、数百体はいるように見える。

「バッタとか蝶とか成虫なら大丈夫だけど、芋虫はさすがにキモイぃぃぃいいい！」

「プギュルルルルルルル！」

　本当にそんな声で鳴くのかよとツッコミたくなるような鳴き声を背に受けながら、俺は必死の逃走劇を繰り広げていた。

　というのも、俺が全力で走れば逃げられるのは間違いないんだけど、それをしちゃうと森が吹っ飛んじゃうというかなんというか、自然破壊は本意じゃないので！

　とはいえ、このままだとジリ貧なのは間違いない。

　嫌だけど……嫌だけど、倒すしかねぇのか……！

　俺は決意を固めると、打って変わって『憎悪渦巻く細剣ブラツク』を抜きながら芋虫の大群に向き直る。

　そして――――。

「いい加減にしやがれッ！」

　周囲の森になるべく影響が出ないように意識しながらブラックを振るうと、大群の先頭にいた芋虫を真っ二つに切り裂き、その斬ざん撃げきは止まることなく大群のど真ん中にいた芋虫たちをも切り裂いた。

　その結果――――。

「「「プ、プギュルルラアアアアアア！」」」

　緑色のドロッとした体液が、こっちにまで飛び散って来た。

「…………」

　俺はそれを無言で眺め、再び芋虫たちに背を向ける。

「やっぱキモイぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいいいいいいい！」

　無理無理無理無理！　戦闘力がどうとかじゃなく、生理的に無理！　倒すたびにこっちの精神力がやられるってどうよ!?

　俺は再度逃走を始めると、気付かないまま崖の上を突っ切っていた。

「…………ん？　あれええええええええ!?」

　あまりにも逃げることに必死になりすぎて、崖に気付かないってアホすぎない!?

　いきなり地面がなくなったことに驚き、俺は何の対策をとるまでもなく30メートル以上はある崖から地面へと落ちた。

「ふげっ」

　顔面から地面に着地した俺だが、痛みは特になく、鼻血すら出ていない。やっぱ人間じゃねぇや。

　起き上がって崖の方を見上げると、芋虫たちが崖の上で俺を恨うらめしそうに見ているのが見えた。

　どうやら芋虫たちも、この崖を飛び降りてまでは追いかけてくることはしないらしく、そのまま去って行った。

　……そういや、『空王のブーツ』履いてたのに、それを発動させる余裕がないってどんだけよ。そうすりゃこんな間抜けな落ち方はしなかったのに……。

　本当に焦りすぎて色々抜けてると思いながらも、気を取り直し、背後へと視線を向け、再び疲ひ弊へいした。

「ええ……この森、どんだけ広大なの……？」

　崖から落ちた先も森で、ここでもまだ魔法を使うことができない。

　試しに『空王のブーツ』を使って上空まで移動し、魔法を使ってみたが、それでも発動しなかった。こりゃ上空含めて一つの空間になってるみたいだ。

　それでも装備の効果は魔法とは違うようなので、首飾りもだし、ブーツの効果もちゃんと発揮している。なんか転移系の道具を持ってたらよかったんだけどなぁ。

「ま、言っても仕方ないか。とにかく魔法が使えそうな場所まで行かないとなぁ」

　ない物ねだりなので、俺は改めて目の前の森へと足を踏み入れた。





◆　◆　◆






「ん？」

　しばらく歩いていると、不意に水の流れる音が聞こえてきた。

「これは……川かな？」

　川があるってことは、それを辿ればもしかしたら人里みたいなのがあるかもしれない。

「ひとまず、音のする方に行ってみるか」

　現在、時間的には昼頃だろう。ちょうど太陽が真上辺りにある。

　そして昨日から夜通しで歩き続け、疲れはしていないが、少し体が埃っぽい気がする。もし川が清潔なら、全身水浴びをしなくても、せめて顔くらいは洗いたい。

　芋虫の大群以降、魔物に襲われることなく順調に進んでいくと、ついに水の音がする場所へ辿り着いた……！

「着いたぞおおおおおおおお！」

「へっ!?」

「へっ？」

　――――そこには、紫色の長い髪に、血のような赤い瞳ひとみを持つ女性が、目を見開いて俺を見つめていた。

　ちょうど水浴び中だったようで、紫の髪や肌には水が滴っている。

　そして、水浴び中ということは、目の前の女性は当然衣服を着ていないわけで……。

「「……」」

　互いに見つめ合い、空気が固まると――――。

「――――きゃああああああああああああああああああああ！」

「――――ぎゃああああああああああああああああああああ！」

　俺と女性はお互いに叫んだ。

「って、何でアンタが叫ぶのよ!?」

　すると、女性はすぐに手などで体を隠しながら俺を睨みつけて、そうツッコむ。

「こ、こんな外で裸になるなんて……変態っ！」

「ちょっ、おかしくない!?　ここは私が詰問する場面でしょ!?」

「た、確かに……」

「なんなの、アンタ!?」

「――――何事ですか、陛へい下か！」

　女性の的確な指摘に思わず頷いていると、その背後からゴツイ鎧よろいに身を包んだ、背の高い女性が姿を現した。

　鎧姿の女性は、白色の長い髪を三つ編みにして一つにまとめ、肩から垂れ下げている。

　そんな女性が俺の姿を確認すると、目つきを鋭くさせ、いきなり斬りかかってきた！

「なっ!?　この……賊がっ！」

「ちょっと、弁明の余地……」

「死ねっ！」

「もうヤダこの世界の人！」
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　どれだけ俺が発言しようとしても、一方的に無視して攻撃されちゃうんだからたまったもんじゃないよね！

　動きの鋭さなどはルイエスと似たような感じがするので、もしかすると実力もルイエスと同じくらいかもしれない。

　だが、そんな攻撃を俺は自分でも気持ち悪いと思うような体勢で避けた。

「その気色悪い動き……やはり、悪の手先か！」

「ずいぶん抽象的な決めつけですねぇ!?」

　悪の手先って何よ？　【魔神教団】のこと？　まあ動きはどこぞの邪神ばりに気持ち悪いと俺も思うけどね！

　とはいえ、俺がちゃんと確認せずに川に来たのも事実なので、俺から女性に攻撃をするわけにもいかず、ひたすら攻撃を回避し続ける。

　さて、どうやって誤解を解くか――――。

「――――止めよ、リエル」

　すると、いつの間に着替えたのか、何だかやたらと豪華な服を着た先ほどまで水浴びをしていた女性が、妙に貫禄のある雰囲気でそう告げた。いや、雰囲気だけじゃなく、口調も変わってる……？

「っ！　しかし、陛下……！」

「余は止めよと言った。二度言わせるな」

「ハッ……」

　よく分からないが、目の前の女性のおかげでリエルと呼ばれた鎧姿の女性は剣を収めた。

　ただし、俺を睨みつけるのは忘れず、何か変な動きをすればすぐに叩き斬ると言わんばかりの表情だ。ええ？　怖い……。

　あまりの形相に引いていると、豪華な服を着た女性が俺を真っすぐ見つめてきた。

「貴様、何者だ？」

「へ？　何者って……ぼ、冒険者の誠一です？」

　これでいいのか？　でも、他に答えられそうなこともないし……。

　自分の返答が本当にいいのか迷っていると、何故かリエルさんと目の前の女性は幾分か警戒心を弱めた。

「ふむ……名前の響きからして、カイゼル帝国のスパイではなさそうだ……」

「しかし、異世界から召しよう喚かんした勇者という可能性もございます」

「それもなかろう。あヤツには首輪も腕輪もついておらぬ。あの国が、勇者を首輪、腕輪なしで野放しにするとは考えられぬからな」

「では、教団の？」

「それも薄いだろう。どちらにせよ、敵であるならば余が一人の時点で攻撃しているはずだ」

　俺に聞こえないような声でヒソヒソ話す二人。あのー？　目の前で内緒話はどうかと思うんですよね。

　とはいえ、恐らくリエルさんと豪華な服を着た女性のこの森に対しての慣れた感じから、恐らくこの近辺で生活してるだろうから、そこにやって来た俺はどう見ても怪しい存在だろう。

「えっと……すみません。俺も一つ教えていただけますか？」

「何だ？」

　最初に叫んでいた人と同じとは思えないほど、威厳たっぷりな女性。本当に同一人物？

「その、ここら辺で魔法が使える場所はありませんか？」

「あったとして、それを余が教えるとでも？」

「ええ……」

　いや、確かに見ず知らずの他人である俺に教える義務はないですよねぇ……。

　思わず疲弊する俺に対し、リエルさんは眦めじりを吊り上げた。

「貴様……そのような探りを入れ、何をするつもりだ？」

「何って……転移魔法で帰りたいので、魔法が使える場所に移動したいだけですけど……」

「転移魔法……ふむ。敵ではなさそうだが、野放しにするには危険な存在だな」

　何やら不穏なことを呟く女性。

　すると、そんな俺たちのところに新たな人物が木々から飛び降り、女性の前で跪ひざまずいた。

「――――陛下」

「ん？　どうした」

　その人物は、オリガちゃんとは少し意匠の異なる黒色の地味な服を着ており、密偵やら隠密やら忍者といった言葉が似合いそうな存在だった。

　顔も目元以外は黒色の布で隠され、性別も分からない。いや、『上級鑑定』使えば分かるんだろうけど……下手に動いて余計に警戒されちゃ困るもんね。

　忍者らしき人物は跪いたまま、冷静な声音で女性に告げた。

「またも賊が帝都へ向かってきております」

「チッ……鬱うつ陶とうしい。今すぐ帰るぞ」

「「ハッ！」」

　もう完全に俺はのけ者状態で、目の前のやり取りを眺めていることしかできなかったのだが、忍者らしき人物が不意に俺に視線を向けた。

「ところで、陛下。あの者はいかがいたしましょうか」

「放っておけ。今は時間が惜しい。……いや、待て」

　俺に背を向け、二人を引き連れて去ろうとした女性は、一度足を止めると俺にもう一度視線を向けた。

「もし仮に敵で、邪魔されても面倒だ」

　そして近くの木々に目をやり、女性が息を吹きかけた瞬間、それぞれの木の幹に炎が灯った。

　その炎は柔らかく、何故か脈動しているように見える。

「足止めしろ」

　それだけ告げると、女性たちは今度こそ立ち去っていった。

　…………。

「ハッ!?　いやいや、俺も連れていって――――」

　そこまで言いかけた途端、さっきの女性が息を吹きかけ、何故か木の幹に脈動する炎が灯った木々が動き始め、地面から木の根を出し、器用に木の根を使って人のように歩くと、俺の前に立ちはだかった。

「えええええ!?　木が歩いた!?」

　思わず『上級鑑定』を使用するも、魔物ではないようで、レベルも名前も表示されない。

　だが、目の前の木はまるで俺の足止めをするかのように動いているのだ。

　えっと……これ、倒していいの？　ダメなの？

　でもここで足止めされちゃうと、また森をさ迷わなきゃいけないわけで……。

　本気で困惑していると、突然木が口を開いた。

「私の話、聞いていただけますでしょうか？」

「え？　は、はい。…………はい？」

　俺はまじまじと木を見つめる。

　すると、木にはいつの間にか目と口ができていた。

　…………。

「木がしゃべったあああああああああああああああ!?」

　俺の叫び声が森に響き渡るのだった。










しゃべる木と決意




　俺は目の前で急に目や鼻や口といった部位が出現し、しゃべり始めた木に驚いた。

　っていうか、『全言語理解』のスキルが働いた結果とかじゃねぇぞ、これ!?　だって目や口があるんだよ!?

　色々ツッコみどころ満載な存在に、俺自身もどう対応していいか分からず困惑していると、木は落ち着いた様子で再び話しかけてきた。

「まあ立ち話も何ですし、座りませんか？」

「あ、はい」

　……いやいやいや、普通に返事したけど、木に座ること勧められる体験ってそうないと思うんです。

　そう思いながらも座っちゃう俺は、何だかんだと今まで意味不明な現象に立ち会いすぎて、慣れてきていると思う。嫌だなぁ。もっと平和がいい。

　すると、木は何かに気付いた様子で申し訳なさそうな顔をした。

「こりゃすみません。こちらが引き留めたのにお茶もお出ししないとは……木だけに気が利きませんでした。プっ……クククク」

「自分のギャグで笑うの!?」

　やっぱりこの木、色々変だろ。多分他の木がしゃべれるようになったらここまで変なこと言わないと思う。知らんけど。

「ささ、お茶をご用意……おっと、器がございませんね。お手数をおかけしますが、私の体をくり貫つらぬいてコップをお作りください」

「嫌ですけど!?」

　怖い怖い怖い。この木、変ってだけじゃなくて怖いんだけど。何で自分の体くり抜かせようとするの？　痛くないの？　そうだとしても嫌だよ？

「では、そちらに生えてる木からくり貫きましょう」

「最初からそうすればよくない？」

　俺のツッコミは無視されながら、どうやってるのかは知らないが木は器用に木からコップの形をした容器をくり貫いた。ヤバい、自分で言ってて頭がこんがらがってきた。

　すると木は自身の頭？　に生い茂る葉っぱに手を伸ばすと――――。

「んぎぃぃぃ！　はぁ、はぁ……いぎぃっ！」

「……」

　もう死ぬんじゃねぇかと言わんばかりに辛つらそうかつ痛そうな表情で、葉っぱを引き千切るとコップの中に入れた。

「オエェェェエエ！」

　そして、口を開くとそこから涎よだれのようなモノをコップの中に入れ、満足げに頷いた。

「ふぅ……さ、どうぞ」

「ウソでしょ？」

　これ飲めって言ってんの？　え、アホ？

　あんなに痛そうにしながら千切るところも見せられ、なおかつ涎っぽいもので作られたお茶？　なんて誰が飲みたいの？　木と人間の感性違うからね？

「そうですか……残念ですが、お茶は私が後で飲むとして、先に本題に入りましょう」

　木はコップを横に置くと、真剣な表情でそう言う。俺としては最初から本題に入ってほしかったが、それを言うとまた話が逸れそうなので黙っとく。

「さて、まず第一に私という存在についてです」

「まあ、いきなり木が動き出したわけだし、不思議だよな」

　なんか豪華な服着た女性が息を吹きかけたら動き始めたんだよな。一体何なんだ？

「私は陛下によって、生み出された疑似生命体です」

「はい？　って言うか、リエルさんも陛下って言ってたけど、もしかして……」

「ああ、陛下は名乗られなかったようですね。貴方様のご想像通り、陛下は【女帝】でございます」

「……」

　はい、やらかしましたね。

　そんな身分の高い人の湯浴み中に遭遇するとか死刑ものですね！

「まあそこはいいでしょう」

「俺にとったら死活問題ですけどね!?」

「貴方様なら何とかなるでしょう。そんな気がします。木だけに」

「いちいち鬱陶しいなぁ、そのギャグ……！」

「まあまあ。……話が逸れましたが、私は陛下の持つ力によって、命を与えられた存在なのです」

「そんなスキルや魔法があるのか？　どう考えても命を与えるって神様の領域だと思うんだが……」

「陛下の力はスキルでも魔法でもないのですよ」

「え？」

　スキルや魔法でもないって……つい最近でいえば、デストラがそんなこと言ってたな。

「陛下の持つ力を私が名づけることはできませんが、陛下は【命なき存在に偽物の命を与える】力があるのです。この命というのが、いわゆる人間などと同じであり、こうして目や口が現れ、話すことができるようになったわけです」

「はぁ……まあ命って言っても、木なら元々生きてるっちゃ生きてるもんな。それが動けるようになって、話せるようになったってことだよな？」

「そうでございます」

　あの女性の能力の内容を口に出してはみたが、かなりメチャクチャだな。

「その能力って制限はないのか？」

「そうですね……使うたびに魔力を消費するように、精神力を消費するようで、精神的に疲れるようですが、それも回復すればまた使えるので実質制限はないかと」

「それじゃあ、お前みたいな存在をたくさん生み出すことができるってこと？」

「そうでございます。このお力で、陛下は今も敵と戦っているのです」

「え？」

　木はそう言うと、姿勢を正し、俺を真っすぐ見つめた。

「誠一様。どうか、そのお力をお貸しいただけないでしょうか？」

「えっと……」

「先ほど言った通り、陛下は私を生み出した力で兵力を補い、敵と戦っております。ですが、その敵が強大で、数が多いため、どうしても押されてしまっているのです」

「どうしてそんなこと、お前が知ってるんだ？」

「それは私が陛下から生み出された存在だからでございます。だからこそ、陛下の事情は多少は能力を通じて知りえることができるのですが……」

「じゃあ、その敵ってのは一体何なんだ？」

　その【女帝】さんの湯浴み中に遭遇しちゃったところをお咎とがめなしにしてもらったってこともあり、その恩返しって言うと変な話だが、困っているようなら手を貸したい。

　一番はここで媚び売っておかないと『やっぱり死刑』って言われたら困るからね！

「申し訳ありません。敵の情報に関しては、私には与えられていないため、お答えすることができません」

「ｏｈ……」

　そこ、一番大事なところじゃない？

　敵の情報がないとなぁ……いや、あってもなくてもあんまり関係ないのか……？

「んじゃあ、違う質問だ。ここはどこだ？」

「どこ、と申しますと？」

「俺はこの場所とは違う所にいたんだが、まあちょっとしたミスでここに来てしまったんだ。だから、ここがどんな場所で、近くにはなんて国があるのかとか全く知らないんだよ」

「なるほど、迷子でございますか」

「いや、見方によっちゃあそうだけども……」

「残念ですが、その質問にもすべてはお答えすることができません。私は陛下が【女帝】であることは知っていますが、どの場所を治めているのかは知らないのです」

「俺が知りたい情報のほとんどが分からないって……ダメダメじゃん」

「木に多くを求めないでいただきたいですね」

「俺だって不本意ですけど!?」

　何が悲しくて木と会話しなくちゃいけないんだよ。今してるけども。

　本当なら俺の質問にちゃんと答えてくれる人が欲しかったのに、この場所で初めて会った人への印象は最悪だし、踏んだり蹴けったりだ。

「まあ落ち着いてください。陛下が治める国は分かりませんが、この森のことでしたら多少はお教えすることができます」

「そうなのか？」

「はい。この場所は私の生まれ故郷ともいえる場所ですから……」

「そりゃそうか」

　この不思議な場所で命を与えられたわけだし、そこは規制みたいなものはかからないんだろう。

「さて、この場所ですが、陛下たちは【封魔の森】と呼んでいるようです」

「【封魔の森】……」

「はい。名前や誠一様が実際に体験したことからも分かる通り、この森では魔法が一切使えません。それは単純なことで、この周囲に魔力が一切ないからなのです」

「魔力が一切ない？　でもそれが何で魔法が使えないことに繋がるんだ？　魔法を使うには周囲の魔力じゃなくて、自分の魔力を消費して発動するわけだしさ」

「陛下が治める国では知られていることではありますが、魔法は自身の魔力だけで発動できるものではありません」

「そうなの!?」

　テルベールの図書館で確認した時にはそんなこと書いてなかったんだが……。

　まあ魔力がどうとか言われても、今までまともにそういった理論を考えながら魔法を使ったことがないし、今更と言われれば今更か。

「もちろん、魔法を発動させるためのキッカケとして自身の魔力を消費するのですが、その後、周囲に漂っている魔力が関係してくるのです。それは発動させる者の魔力を『魔法』という形で外に放出するのに、世界に満ちた魔力に伝播させる必要があるからです。一つ例を挙げるとすれば、音の性質に似ています。音は空気を振動させることで発生しますが、その空気がなければ音は発生しませんよね？　それと同じです」

「な、なるほど……」

「ですから、この場所では魔法が使えないのです。……まあ、誠一様でしたらそんな法則、あってないようなモノですが」

「そんなことないよ!?」

　そんな世界の法則に喧けん嘩か売るようなことしてない……と思う……けど……自信なくなってきた。

「いや、でも俺は今こうして使えないから困ってるわけだし、俺も使えないよ」

「それは恐らく、世界が誠一様に気を利かせた結果、あえて使えない状況にいるのでは？」

「世界が気を利かせるって何？」

　前にルルネが同じようなこと言ってたけど、意味が分からない。何で世界が俺に気を利かせるんだよ。世界でしょ？　自信持ってくれ。

　それに、気を利かせたから魔法が使えないってのも意味が分からない。あれか？　俺が転移魔法に勧められるまま冥界に行った時と同じなのか？　だとすると、この状況は本当に大切なことなんだろうけど……。

「話を戻しますが、こうした特殊な土地ですから、他と違って変わった生態系をしているのです」

「なるほど、だからお前は変なのか」

「私は普通ですが？」

「普通に謝れ」

　あれ？　俺も普通に謝らなきゃいけないのか……？

「この森に住む魔物は魔法が使えない代わりに多種多様なスキルを身に付けておりますし、中には陛下と同じようなスキルや魔法にも区分されない、特殊な技能を身に付けた魔物も存在します。それらは総じて身体能力も高く、魔法やスキルにすら耐性があるため、この土地でＣ級の魔物は他の土地ではＳ級に相当することもございます」

「なんか修業向きな場所だな」

「誠一様には必要ないでしょう」

「そんなことはないぞ。未だに戦い方はど素人しろうとだし、力は制御できてないしでやることが多いからな」

「なるほど。それはともかく、そろそろいいですかね？」

「ん？　何が？」

「足止め」

「…………………………」

　俺は思わず目の前の木を見つめた。

「……おい、お前……」

「おや、そんな顔で見ないでください。誠一様も知っていたでしょう？　なんせ、目の前で陛下が私に足止めをするように申し付ける様子を見ていたんですから」

「そうだけど……そうだけど！　いや、よく考えたらこんな変な木に構わず、あの人たち追いかけてちゃんと会話すりゃよかったんじゃねぇか！　木のくせに生意気なことを……！」

「木だけに？」

「うるせぇよ!?」

　あ、コイツあれだ。羊と同じ匂いがする……！

「まあなんだっていいですが、私は足止めのために誠一様とお話をしていたわけではありません。そこまで私も暇ひまじゃないので」

「暇だろ!?　木ってその場所から動かないんだしさあ！」

「心外ですね。私は一日中光合成して、寝て……あれ？　暇……？」

「もうヤダこの木」

　羊もそうだけど、この手のキャラとはとことん相性が悪いな、俺。いや、いちいちツッコんじゃう俺も悪いけど。

「まあいいじゃないですか。私としては、誠一様の性格を知りえることができたので、有意義でした。それに、戦闘という方法で足止めなんて一番誠一様には意味がないでしょうし、だからこそ、対話という手段が一番誠一様に効果的だと思いましたので」

「……お前の言う通り、馬鹿正直に足止めされちゃったよ」

　もう呆れてツッコむ気力もなくなった俺は、ふと気付いた。

「なあ……じゃあその足止めが終わったら、お前はどうなるんだ？」

「私ですか？　私は……任務を遂行した後は元通り、他と同じく木に戻るでしょう。任務の遂行こそが、陛下が私に命を与えた意味ですから。すみませんね。私はその命令を忠実に守らなければならなかったのです」

「……そうか」

　俺はそう語る木を見て、少し寂さびしくなった。

　もちろん、羊に似た木の性格は苦手だが、こうして会話をしていた木が、ただ俺の足止めのためだけに生み出され、それが終われば意識が消えるということが寂しく思ったのだ。

「その……お前はいいのか？　せっかくこうして会話できて、動くこともできるようになったのに……」

「いいのです。そもそも陛下がいなければ、私はこうして意識を持つこともなく、木として一生を終えたでしょう。そんな中で、私は貴重な体験をしました。木として生きていては、決して体験できない貴重な経験を……」

「……」

　木がそう言うんだから、それは間違いないだろう。

　でも、そんな意識を持たなければ、消えるということもなかったと……俺は考えてしまうのだ。

「――――だからこそ、私は最後は自分の意思で動きます」

「え？」

　木はそう言うと、地面から木の根を抜き、動き始める。

「私は誠一様を今から陛下の国へと案内いたします」

「へ？　い、いいのか？　足止めを命令されたってことは、その国を知られたくないからだろ？」

「そうですが、遅かれ早かれ辿り着けるでしょうし、そこは時間の問題です。そして私は陛下を助けていただきたい。だからこそ、陛下の命令ではなく、私の意思として国へと案内するのです」

「お前……」

　木は器用に木の根を動かしながら、俺の方に顔を向けた。

「さあ、ついてきてください。私が貴方を責任もって、陛下の国へ送り届けましょう」

　――――こうして俺は、木に連れられながら、森の中を進むのだった。





◆　◆　◆






「あまり離れすぎるな！　孤立するとやられるぞ！」

「衛生兵！　怪我人を連れてけ！」

「クソッ……こいつら、何時になったら諦めるんだ……！」

【封魔の森】で誠一が木に足止めをされている頃、その奥地にある国はとある敵の侵攻を受けていた。

「フン。『超越者』ですらない雑魚が、俺たちに歯向かうなど生意気な……」

「相手は弱小国家だ。とっとと潰せ！」

「オラオラ、どうした!?　雑魚らしく逃げ惑えよ！」

　カイゼル帝国を示す旗や紋章が刻まれた鎧を着た兵士たち。

【封魔の森】の奥にある国を攻めている敵は、カイゼル帝国の兵士たちだったのだ。

　カイゼル帝国の兵士たちは特殊な方法ですべてが『超越者』となっており、ステータスが侵攻を受けている国の兵士とは比べ物にならない。

　本来ならば数瞬でも持ちこたえることなく敗れ去るはずが、こうして戦線を維持できているのには理由があった。

「――――行け」

　黒と赤が入り混じった、豪華な軍服に身を包んだ女性がそう声を上げると、周囲に飛散した石や木々が命を得たかのように動き始める。

　その数は百を超え、どれも人間と同じ大きさだった。

「我が兵を護れ！」

　そう号令をかけるのは、ヴァルシャ帝国の【女帝】――――アメリア・フレム・ヴァルシャ。

　彼女がそう声を上げた瞬間、人ならざる軍隊が一斉にカイゼル帝国の兵に襲い掛かった。

「チッ。また来やがったぜ」

「こいつら、ヴァルシャ帝国の兵士どもを守りやがる……」

「鬱陶しいんだよッ！」

　だが、『超越者』となったカイゼル帝国の兵士には大した脅威とならず、何とか戦線を維持し続けるので必死だった。

「クッ……」

「陛下ッ！」

　――――そしてその代償は、能力を発動させ続けているアメリア自身に襲い掛かる。

　思わず膝をつき、息を荒らげるアメリアに、側近であるリエルは駆け寄った。

「陛下、これ以上の無理はおやめくださいッ！　後は我々が……！」

「ならぬ……！　今ここで、余が力を使わねば、兵士たちが……！」

　必死に立ち上がろうとするアメリアの下に、突とつ如じよ黒ずくめの人物が音もなく現れた。

「――――リエル、朗報だよ。ひとまず近辺の魔物を兵士の連中にぶつけることができた。これで押し戻すことができるよ」

「スイン、でかしたッ！　陛下、一度城まで戻りますよ！」

「ぅ……」
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　スインと呼ばれた人物の情報を受け、リエルは顔を歪ゆがめるアメリアに肩を貸しながら移動を開始した。

　するとついに限界に達したのか、アメリアはその場で気を失う。

　そんなアメリアを連れ、二人は警戒しながら何とか城まで辿り着くことができた。

　そこには多くの兵士たちが慌ただしく駆け回っており、負傷した兵士を治療したりなどしていた。

　城のメイドの手を借りながらアメリアを寝室に寝かせると、ようやくリエルとスインは一息ついた。

「ふぅ……スイン。戦況はどうだ？」

「よくないね。やっぱり兵力が違いすぎる。何より、カイゼル帝国の連中すべてが『超越者』だってことが最悪だ」

「……一体何をすれば『超越者』をあんなにも生み出すことができるのか……」

「まあでも、何とか魔物をぶつけたおかげで今はカイゼル帝国も退いたからさ。今は何も考えずに休まないかい？」

「それも束の間だろうがな」

　スインの言う通り、【封魔の森】に生息する魔物に邪魔されたカイゼル帝国の兵士たちは、一度態勢を立て直すために退いていた。

『超越者』となった兵士たちであれば、本来魔物相手では苦労することもないはずが、元々の実力が低いままステータスのみ『超越者』入りした弊害で、格下の魔物に苦労していたのだ。

　さらにいくら『超越者』になったとはいえ、人間であることには変わりなく、休みなく戦い続けることができないのも、こうして休憩をする時間を得ることに繋がっていた。

「だが、このままではまずい。今も陛下の御力で何とか凌しのげている状況だ。それも、今となっては限界だ。救援は？」

「ダメだね。他の国はほとんどカイゼル帝国に降くだっちゃったし、まだカイゼル帝国に支配されていないウィンブルグ王国はここから遠すぎる。東の国に至っては海を渡らなきゃいけない。まあ渡ったところで、あそこは相手にしてくれないだろうけど……」

「……どう考えても絶望的、か……」

「そうだね。ウィンブルグ王国が近かったとしても、今【封魔の森】に陣取ってるカイゼル帝国の連中が救援を許さないだろうしね」

「クソッ！　何故アイツらは私たちを……！」

　行き場のない怒りに身を任せ、強く壁を殴るリエル。

　そんなリエルにスインはかける言葉もなく、険しい表情を浮かべるだけだった。

　するとスインはふと思い出したようにリエルに訊いた。

「そういえば、あの森の中で会った男は何だったんだい？」

「ん？　さあな。私にも分からぬ。だが、陛下の湯浴み姿を見た罪は消えない。だからこそ殺そうとしたのだが、陛下自身に止められてしまってな……」

「陛下が言うには、カイゼル帝国の人間じゃないみたいだね？」

「ああ。それに、あの【魔神教団】の手の者でもないようだ」

「……そういえば、ソイツらの相手もしなきゃいけないんだったね」

　忘れていたというより、直視したくない現実を前にスインは声を落とした。

「何でよりによってこの国に攻めてくるかなぁ。私たちはただ静かに過ごしたいだけなのにさ。本当に理不尽だと思わない？　超厄介な『超越者』の大軍に、正体不明の能力を使う狂信者。そして私たちの味方でもない【封魔の森】の魔物たち……。こんなにも理不尽が襲ってくるなんてさ」

「そんなこと、陛下が一番感じていらっしゃることだ。私たちが泣きごとを言ってどうする？」

「……まあね」

　スインは寂し気に笑うと、思わず天を仰いだ。

「はぁ……私たちもここまでかぁ。できることなら普通の女の子らしく、恋とかしてみたかったんだけどなぁ」

「お前が？　フッ……すぐに男にフラれて私に泣きつく未来しか見えんな」

「なんだとぉ!?　そういうリエルだって浮いた話の一つもないじゃないかー！」

「私はいいのだ。陛下の護衛だからな。そのような時間はない」

「それを言うなら私だって密偵として忙しいもんね！」

　そう言い合い、二人は顔を見合わせて笑うと、数年前に飛び出した一人の少女のことを思い浮かべた。

「そういえば、あの子は元気にしてるかなぁ」

「ああ……魔法が使いたい、強くなりたいって言いながら飛び出したもんな」

「フフ……そういう無鉄砲なところは、陛下と似てるよね」

「おい、不敬だぞ。……まあ半分とはいえ、同じ血が流れているわけだしな」

「そうだね。でも、ある意味よかったかもしれない。あの子がここにいたら、私たちより先に敵に飛び掛かってただろうからさ」

「……陛下も口にしないが、そういった意味では安心して、開き直っているんだろう。自分が死んでも、血は残せるとな」

「おいおい、縁起でもないこと言わないでくれるかい？」

「お前も似たようなことを口にしただろうが」

「あれ？　そうだっけ？」

　もう一度二人は笑うと、改めて真剣な表情を浮かべる。

「――――簡単には終わらせないぞ」

「――――上等」

　――――こうしてヴァルシャ帝国へと、『理不尽』が少しずつ近づいてきているのだった。
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「――――誠一様」

「ああ、何かいるな」

　木に連れられて森の中を進んでいると、不意に生物の気配を感じた。

　俺としては芋虫の大群とかじゃなければなんだっていいんだが、何がいるのかね？

　そんな風に思っていると、その気配の方から今度は人の声が聞こえてきた。

「――――ッ！」

「――なって――んだ！」

「――邪魔――じゃ――か……！」

　よく聞くと、どうもその魔物と戦っているらしく、俺は思わず木を見た。

「おい、なんか襲われてるっぽいけど……」

「……この気配は陛下の兵士ではありません。恐らく敵国の兵士だと思われます。なので放置でいいでしょう。それに、危機的状況というわけでもなさそうですし」

　木の言う通り、微かに聞こえる声は怒鳴り声が多いが、焦りや恐怖といった感情は伝わってこない。それどころか、面倒くさそうな雰囲気と余裕すら感じる。

「まあ木がいいって言うなら俺も動かないけどさ……敵国の兵士ならそれはそれで戦力の確認とかした方がいいんじゃねぇか？」

「……確かにそれらも大切ですが、私としましては一刻も早く誠一様に陛下の国まで向かってほしいのです」

「その陛下の命令で足止めされてたんだけどな」

　陛下って人も、まさか自分が生み出した存在が自分の意思で俺を連れてくるなんて考えもしなかっただろうなぁ。

　こんな得体のしれない人間を自国に引き入れたいとは思わないでしょうよ。

「それに、恐らくですが、彼らが魔物と戦っているのも偶然ではないでしょう」

「え？」

「つまり、陛下の臣下による一つの作戦かと。よく聞くと、敵国の兵士たちは徐々に国から遠ざかっているので、一旦束の間の休みといったところでしょうか。しかし、本当に束の間でしょうから安心している暇はありません。先を急ぎましょう」

　そう告げる木に俺は特に文句もなく、ただ後ろをついていった。

　そして――――。

「ここです」

「おぉ……！」

　俺はついに、目的地に辿り着いた。

　木の言う通り、本当に森のど真ん中に街があったのだ。

　テルベールのように大きな城壁に囲まれており、その城壁の上には兵士たちが忙しなく動いている。

　そしてその城壁の向こうに見える、大きな城が印象的だった。

　何て言うか……テルベールのお城は某夢の国的なお城の形なんだけど、この街のお城はタージ・マハル的な見た目をしているのだ。

　そんな街を前に俺は感動しながらも、ふとした雰囲気を感じた。

「なんていうか、ピリピリした雰囲気だなぁ」

　現在敵国との戦闘中ということもあり、どことなく街がピリピリしているようなのだ。

　実際、目に見える距離で兵士さんが忙しなく動いているし、ケガしてるっぽい人を急いで運んでる姿も見られる。

「えっと……ここからどうすりゃいいんだ？　さすがに正面からは入れてもらえないと思うんだが……」

「？　何を言ってるんです？　正面から行きましょう」

「バカなの？」

　え、こんなにピリピリした場所に、得体のしれない男が真正面から向かって受け入れられるとでも思ってるのか？

　本気でそう思っていると、木は笑った。

「誠一様……何のために私がここにいると思っているんです？　私がいれば、ちゃんと入れますよ」

「お、おお。それもそうか。お前はその【女帝】さんに生み出された存在だもんな」

「ええ。それに、どのみち正門からしか入る方法はございません。ですから、早く行きましょう」

　木に促されるまま俺はその正門とやらに近づいた。

　すると、徐々に見えてくる正門が普通じゃないことに気付く。

「な、なあ……俺の目がおかしくなければ、門に目と口がついてるように見えるんだが……」

「それは正門も私と同じく陛下に生み出された存在だからですよ。あの門は不正入国や犯罪者などの侵入を防ぎますし、元が門ですから睡眠も必要なく、門の開閉に人を割かないで済むので、完璧な門番として機能しております」

「おお……」

　なるほど、確かに門に人格を与えれば、そんなすごいことまでできちゃうのか。

　すごい機能に感心しながら街に近づくと、城壁の上にいた兵士たちが俺の姿に気付いた。

「おい、あれ――――」

「まさか――――」

「すみませーん！　俺は――――」

　そこまで言いかけた瞬間、城壁から一斉に矢が放たれた。……え？

「うぇええええええ!?」

　その矢はすべて俺めがけて射られたもので、俺はダンジョンの罠にかかった時と同じように、気持ち悪い体勢で矢を避けた。

「ちょ、ちょっと木さん!?　話と違いません!?　お前がいれば大丈夫なんじゃないの!?」

　すごい体勢のまま木に抗議の声を上げる中、城壁の上にいる兵士さんたちはそんな俺の姿を見てさらに警戒心を上げた。

「おい、まだ生きてるぞ！」

「とにかく矢を放て！」

「決して街に近づけるな！」

「死ねぇ！」

「ひぃぃぃぃいいいいい！」

　全然受け入れてくれる気配がしないッ！

　思わずそうツッコみたくなる思いを必死に押し殺しつつ矢を避けていると、不思議なことに矢が俺から避け始めたように感じた。

　……あれ？　この現象、前にザキアさんたちと戦った時の現象に似ているんだけど……。

　矢が当たらなくなったことで、当然城壁の上にいる兵士さんたちもそれに気付き、眉をひそめる。

「おい、攻撃が当たってないぞ！」

「何をしている！　しっかり狙え！」

「狙ってるに決まってるだろ！」

「なに？　ならアイツの力か。どんな手を使ったか知らないが、ずっとは続かないだろう。今はひたすら攻撃し続けろ！」

　しかし、どうも国の兵士さんたちの結論として、今は俺の何かしらの力で当たっていないと思ったらしく、いずれ終わりが来るだろうという予測から攻撃が続けられた。

　それを見て、俺は一つの不安が頭をよぎった。

　――――俺なんかにこんなに矢を使っちゃっていいの!?　これ、敵国の兵士用なんじゃない!?

「おい、木！　お前の力で何とか攻撃を止めてくれ！」

　今まで避け続けていたのを、国の矢の消費を考えてできるだけ折ったりしないように気をつけながら回収しつつ、木にそう伝えるが……。

「……誠一様。話しかけないでください。私が誠一様と会話したら私まで攻撃されるじゃないですか。私は木。ただの木です。いいですね？」

「ぶっ飛ばすぞテメェええええええええええ！」

　俺言ったよね！　警戒してるし、絶対入れてもらえないってさぁ！

　必死に矢を回収していると、木が溜息を吐いた。

「仕方ないですね。私が話をつけましょう」

「最初からそうしろよ……！」

　木は俺が大量の矢を回収している中、正門に近づいて声を上げた。

「門を開けてください。私は不審な木じゃありませんよ！」

「ふ、不審じゃないとは……」

「いや待て。陛下が今の戦で操っている木には、ちゃんと印がつけられているはずだ！　ソイツにはその印がねぇぞ！」

「……おや？　雲行きが――――」

「――――そいつも殺せ！」

「ダメじゃねぇかあああああああああ！」

　そもそも不審じゃない木ってなんだよ！　目と口があって動く時点でもう怪しいよね！

　木も俺と一緒に攻撃されることになり、さらに攻撃の波が強くなっていき、本格的に国の矢の在庫が心配になって来ていると、木と同じような存在の正門が口を開いた。

「……ムッ。ムムム!?　皆さん、攻撃を止めてください！　あの木から、私と同じ力の気配を感じます！」

「なんだと!?」

「ってことは……陛下が森で能力を使ったってことか？」

　正門の一声により、城壁の上にいた兵士さんたちは一度攻撃を止め、おかげで俺はようやく一息つくことができた。

「……おい、全然普通に入れなかったじゃねぇか」

「おかしいですね……私、森の中じゃ人気者だったんですがね。私を知らないとはとんだ無知の集団です」

「お前本当に何様だよ!?」

　木に人気者もクソもねぇよ。俺らが分かるわけねぇだろ。

　両手じゃ抱えきれない量の矢を何とか上手く積み重ねていると、正門から兵士さんたちが何人か警戒しながら俺たちの下にやって来た。

　そして俺が積み上げた矢のタワーを見て、兵士さんは目を見開く。

「お前、その矢は……」

「あ、これお返ししますね。元々今戦ってる相手用の矢だったんでしょうから、なるべく折らないようにしたんですが……」

『――――』

　俺の言葉を受けて、兵士さんたちはどこか絶句しているようだった。あれ？　いらん気遣いだったのかな？

　すると真っ先に中央にいた兵士さんが我に返り、俺の隣で立っている木に目を向けた。

「その木は……」

「あー……何て言ったらいいんですかね……そのちょっとした手違いで森の中でこの国の【女帝】様？　と出会ったんですが、その時に俺が怪しいってことでこの木が俺の足止めに使われたんですよ」

「ええ。実にいいチョイスです。私でなければ誠一様の足止めは不可能だったでしょう」

「実際に足止めされちゃったからなんも言えねぇ……」

　俺と木の発言にますます驚いた様子の兵士さんたちは、お互いに顔を見合わせるとひとまず正門付近まで案内？　というか連行された。

　さすがにまだ門の中には入れてもらえず、何やら俺を正門まで連れてきた兵士さんの一人が待機していた兵士さんに話しかけ、話を受けた兵士さんがどこかに走り去っていくのを眺めるしかなかった。

　どうも走って行った兵士さんは、俺のことを国のお偉いさんに伝えるために向かったらしい。

　そのお偉いさんからの連絡があるまでの間、俺と木は兵士さんたちからたくさん質問をされていた。

　どこから来たのかとか、どこの国所属だとか、何が目的だとか、とにかく俺の情報を抜き取ろうとしている兵士さんたちにちょっと精神的に疲れながらも、俺は嘘を吐くことなく一つずつ答えていった。

　だが、元々この国に来た経緯が【魔神教団】のデストラが持ってた水晶が原因だったので、それを伝えたところ兵士さんたちはさらに顔を険しくし、また新たに兵士さんの一人がどこかへ走って行った。

　そんな感じで質問に答え終えると、そのお偉いさんがやって来るまで俺と木は監視されながら正門の外で待つことになった。

「なあ、お前がいればすんなり入れるって話だったよな？」

「ええ、そうですね」

「じゃあ、この状況をどう思う？」

「何を言ってるんです？　私一人なら問題なかったでしょう。誠一様が怪しいのが問題なのです」

「否定しづらいじゃねぇか……でもお前だけだったとしても入れてもらえたとは思わないけどな」

「そんなことありませんよ。ねえ？　兵士さん？」

「不審な木を入れるわけないだろう」

「なんですと!?」

　やっぱり最初から俺たちが普通に入れる道はなかったようだ。

　まあ結果的にこうして入れるかもしれない状況にまで持ち込めたので、それはよかったんだけどさ。

　兵士さんを交えて軽い会話をしていると、唐とう突とつに正門の方から敵意混じりの言葉が飛んできた。

「――――貴様ッ！」

「え？」

　声の方に視線を向けると、そこには俺を睨みつける鎧姿の女性……リエルさんが立っていた。

　だが、どうやらこの場にやって来たのはリエルさんだけじゃないようで、俺を警戒しているのか、姿や気配を消しながら俺の背後にもう一人誰かが回り込んでいるのも感じる。多分、リエルさんたちと合流していた黒ずくめの人だろう。

「一体何しに来た？　わざわざ殺されに来たと？」

「いやいやいや、何で自分から死にに行かなきゃいけないんですか……俺はここにいる木から陛下？　を助けてほしいって言われてきたんですよ。なあ？」

　同意を得るために隣に佇む木に声をかけるが、木は何故か目をつむり、黙っていた。

「……おい？」

「誠一様。話しかけないでください。よくよく考えれば私、命令無視みたいなものなので怒られるじゃないですか。だから今の私はただの木です」

「いや、もう遅いと思うが……」

　そもそも正門付近に木は生えてないのに、俺のすぐ隣に一本だけ木が生えてたらおかしいだろ。

「おい。その木からは確かに陛下の御力を感じる。恐らくあの時、陛下から足止めを命令された存在だと思うが……何故ここにこんな怪しい男を連れてきた？」

「あ、バレてます？」

「本気でバレてないと思ってたの？」

　コイツ、頭がいいんだか悪いんだかどうなんだ。いや、コイツ以上に俺がアホなだけだろうけど。なんせまんまとコイツの策略通り足止めされちゃったワケだし。

　もう隠せないと思ったのかアッサリ擬態を解いた木は、リエルさんを真っすぐ見つめた。

「私は陛下に生み出され、陛下のことを第一に考えております。そして、今陛下の危機をお救いできるのが、こちらの誠一様だけだと思ったから、私はここまで連れてきたのです」

「なんだと？　こんな怪しい男が、陛下を救う？　バカを言うな。誰にも今の現状を変えることはできん。もう、どうにもならんのだ」

　そう告げるリエルさんは悲痛な表情を浮かべた。

　しかし、すぐに表情を険しいものに変えると、再び俺を睨みつける。

「それで、貴様は一体何なのだ？　冒険者だということは聞いたが……」

「えっと……」

　俺はこの【封魔の森】とやらに来た経緯をひとまず説明した。

　するとすべての話を聞き終えたリエルさんは、再度確認するかのように訊いてくる。

「つまり、貴様は【魔神教団】の『神徒』とやらのせいでここにいると？」

「まあそういうことになりますね」

「ならば【魔神教団】の一員ではないと？」

「それはないです。嫌ですよ、あんなよく分からない集団と一緒にされるなんて……」

　いや、本当に嫌だろう。その魔神とやらも知らんし、むしろ迷惑かけられまくってるんだから。

「そうか……ならば、カイゼル帝国の者か？」

「へ？　カイゼル帝国？　何でカイゼル帝国が出てくるのか分かりませんが……違いますよ？」

「……」

　俺の言葉を聞いたリエルさんは、一瞬俺の背後に視線を向けると、幾分か警戒を緩めた。何だろう、後ろにいる人とアイコンタクトでもしたのかな。

「……どうやら本当に無関係のようだな」

「え？」

「――――いいだろう、ついてこい」

　リエルさんはそう言いながら正門の方へと向き直ると、視線だけを俺に向ける。

「何故そこの木が貴様なんぞを呼び寄せたのかは知らんが……貴様では何の助けにもならんことを教えてやろう」

　そう言って、俺と木を正門内に通すのだった。










誠一にできること




「おい、どけどけ！　負傷者だ！」

「回復薬の備蓄は!?」

「もうほとんどねぇよ！」

「【回復の間】もこれ以上入れねぇ！」

　何とか無事に正門の中に入れてもらえた俺は、目の前に広がる光景に呆然とした。

　体中が傷だらけで、血を流しながらも必死に動いている兵士さんたちがたくさんいたのだ。

　そんな彼らを助けるように、一般の人や子供までもが動き回り、あちこちで手助けしている。

　誰もが今自分にできることをし、生き抜こうと足掻いていた。

　呆然と立ち尽くす俺を見て、リエルさんは鼻で笑うと、さらに街中を連れまわす。

　それはまるで、俺には何もできないと見せつけるような、そんな歩き方だった。

「――――どうだ？　分かったか？　貴様では何の役にも立たんということが」

「……」

　一通り歩き回った後、広場のような場所で立ち止まったリエルさんは、俺のことをバカにしたような口調でそう言った。

　それを受け、俺は――――。

「よかった、俺でも役立てそうですね」

「は？」

　何故かリエルさんは目を見開くと、ポカンと口を開いた。

　だがすぐに顔を引き締めると、すさまじい形相で俺を睨みつけた。

「貴様の目は飾りか？　この状況を見て、貴様が役に立てると？　あの傷だらけの兵たちを見ろ。もはや回復薬の備蓄もなく、【回復の間】もすでに負傷者で溢れている。だが敵はそんな我々を待たず、攻撃を仕掛けてくる。傷を癒す暇など――――」

「こんだけあれば回復薬足ります？」

「…………………………」

　俺はアイテムボックスから最上級回復薬をすべて取り出した。

　この回復薬は【果てなき悲愛の森】で手に入れた『特薬草』を、俺が創り出した魔法の『インスタント・ファーム』で栽培したもので作られており、『進化の実』と並行して育てていたのだ。何でかって？　いや、せっかく作った魔法だし、『進化の実』だけのためにしちゃうのはもったいなかったからね。ちなみに『進化の実』は順調に育ち、結構な数が収穫できているんだが、使いどころに頭を悩ませていたりする。

　それはともかく、元々小心者の俺は何が起きてもいいように、回復薬はたくさん用意していたのだ。その準備が役立てそうで嬉しいね。

　目の前に並べた回復薬を無言で凝視していたリエルさんは、ゆっくりと頭を振る。

「お、おかしい。私の目こそ飾りになったのか？　目の前に回復薬が……それも最上級回復薬なんて言う、もはや伝説級のアイテムがたくさん……」

「あれ？　足りません？　まだ材料があるんで作りましょうか？　一つ大体三秒でできますけど……」

「三秒!?」

　顎が外れるんじゃないかと言わんばかりに口を開いたリエルさんの目の前で、俺は特薬草と道具を取り出し、スキルを発動させて一瞬で作り上げた。あ、三秒もいらんかった。

「はい、こんな感じで。あ、入れ物がないんで貰えます？」

「貴様は何なんだ!?」

　リエルさんはいきなり俺の肩を掴むと、すごい勢いで揺さぶり始めた。って視界が揺れるるるるるるるる！

「これだけの最上級回復薬に、それを一瞬で作り上げるだと!?　貴様は神か、神なのか!?　ああ!?」

「ちちちちががががいいいいまままますすすすぅぅぅぅうううう！」

「何を言ってるか分からん！」

「理不尽だあああああああああああああああ！」

　肩を掴まれて揺さぶられるもんだから、まともにしゃべれないって言うのに！

　そんな俺の様子を木は面白そうに見て笑っていた。

「おおおおいいいい、木ぃぃぃぃいいいい！　この人止めろおおおおおおお！」

「え？　無理ですよ。私、ただの木ですから。それに、このままだと誠一様がどうなるのか気になりますし。木だけに」

「お前ええええええええええ！」

　あまりにも激しく揺さぶられるもんだから、脳がシェイクされて気持ち悪くなってきた。

　気持ち悪くて吐きそうになっていると、今まで俺の背後から隠れて付いて来ていた人が、慌てて飛び出した。

「リエル、ストップストップ！　そのままじゃ彼、吐いちゃうよ！」

「何!?　汚い！」

「マジで理不尽だな!?」

　飛び出してきた人のおかげで解放された俺は、揺れる視界を何とかするためにしばらく地面に手をついて落ち着かせた。あ、危ねぇ。危うく木と同じで口から出しちまうところだったぜ……。

　ようやく視界が定まって来たところで顔を上げると、リエルさんの隣には黒ずくめの女性が立っていた。

　どうやら【封魔の森】で見た黒ずくめの人と同じようだが、まさか女性だったとは。見た目だけじゃ、あの時は性別が分からなかったワケだけど……こう、あえて性別が分かりにくくする技術みたいなものがあるのかね？

　そんな風に思いながら黒ずくめの女性を観察していると、その人は苦笑いしながら俺に近づき、手を差し伸べた。

　俺は訳が分からないままその手を取り、立たされると、黒ずくめの女性は頭を下げた。

「ごめんね。リエルも悪気があったわけじゃないからさ」

「フン。そんな怪しい男にいちいち気を遣う必要なんてないだろう」

「でもこの回復薬は彼のモノなんだろう？　だったらそう邪険に扱うもんじゃないよ」

　そうリエルさんに告げた後、改めて俺に向き直った黒ずくめの女性は口を開く。

「ひとまず自己紹介かな？　私はスイン。一応、偵察とか諜報活動をしているよ」

「ど、どうも。冒険者の柊ひいらぎ誠一です」

「うんうん、よろしくね、誠一君！　……ほら、リエルも自己紹介しなよ！」

「…………リエルだ。さっきは取り乱してすまない」

　黒ずくめの女性――――スインさんに続いて、ばつが悪そうにリエルさんもそう口を開いた。

「さて、お互いに名前を知りえたわけだけど、誠一君。この回復薬は貰ってもいいのかな？」

「ええ、もちろん。そのために出しましたし。リエルさんにも言いましたが、足りないようでしたら、まだ作りますよ？」

「ありがとう！　助かるよ！　ただ、一つ聞きたいんだけど、誠一君は回復魔法は使えるのかな？」

「はい、使えますよ」

「そうかそうか！　それじゃあ回復薬はもういいから、ちょっと来てほしいところがあるんだ」

「おい、スイン！　まさかコイツを連れていくのか!?」

「だって仕方ないだろう？　それに、最上級回復薬を持ってるくらいなんだし、回復魔法もすごいかもしれないじゃないか」

「だが、わざわざそんなところまで連れていかずとも、回復薬で回復すればいい」

「それじゃ時間がかかりすぎる。一人一人に飲ませてる暇はないからね。それに比べてあそこなら回復魔法の種類によっちゃあ一瞬だ」

「ぐっ……」

「あの……結局俺はどうすればいいんですか？」

　俺抜きで話が進むので思わずそう訊くと、スインさんは慌てた。

「あ、ごめんごめん！　誠一君にもちゃんと説明するよ。誠一君には【回復の間】と呼ばれる場所で回復魔法を使ってほしいんだ」

「え？　でも、この国じゃ魔法は使えないんですよね？」

「うん、【封魔の森】の木が周囲の魔力を根こそぎ吸ってるからね」

　俺はスインさんの言葉に思わず木を見た。

「……おい、お前のせいかよ」

「まあまあいいじゃないですか。木に怒っても意味ないですよ？」

「正論だから余計腹立つなぁ！」

　確かに森や木に怒っても仕方ない。だってそういう生態なんだろうから。

「話を続けていいかい？」

「あ、すみません……」

「いいよいいよ！　それで、誠一君の疑問なんだけど、この国でも唯一魔法が使える場所があるんだ。それが【回復の間】ってことさ」

「なら、そこでは普通に魔法が使うことができるんですか？」

「それが、これまた特殊な場所で、どういう原理か使える魔法は一種類。それも回復魔法だけなんだ。だから、この国では魔法使いっていうのは、みんな回復術師になるね」

「なるほど……」

　すごく限定的な場所なんだな。ただ、攻撃魔法しか使えないんじゃなくて、回復魔法だけってところはいいと思う。ケガした時とか助かるだろうし。

　まあそれはいいんだが……。

「その……いいんですか？　自分で言うのもあれですが、かなり怪しいと思うんですよ」

　俺の言葉を聞いていた木は、目を見開いて「自覚があったんですか？」と言わんばかりに俺を見てきた。いや、お前ほど怪しくはないと思うけどな？

「そんな怪しい人間を、なんかこの国にとって重要そうな場所に連れていってもいいんですか？」

　国で唯一回復魔法が使える場所だとして、どういう原理でそうなってるかは分からないようだけど、もし俺が敵だったら、そこをメチャクチャにする可能性もあるのだ。

　そんな俺の疑念はもっともなのか、リエルさんは難しい顔を浮かべたままなのに対し、スインさんは朗らかに笑った。

「それに関しては心配してないよ。実は正門で君とリエルが会話していた時から後ろで見てたんだ」

　それは知ってた。言うとややこしくなりそうだから何も言わないけど。

「そして私には『真偽眼』って言う、相手が嘘を吐いているのかが分かるスキルを持っている。そして君とリエルが会話している時から発動させてたんだけど、嘘を吐いてるって結果は出なかったんだ。実際、君は私たちと敵対行動をしたいわけじゃないだろう？」

「もちろん！」

　そう答えた瞬間、スインさんの瞳が一瞬青く光った。恐らく、その『真偽眼』とやらが発動したんだろう。

「うん、今の言葉も嘘じゃないね。まあこんな感じで君は少なくとも私たちの敵じゃない。だから人手が圧倒的に不足している今、君にはぜひ手を貸してほしいんだ。いいかな？」

「俺なんかでよければ……」

「うん、その言葉も嘘じゃないね。それじゃあお願いするよ」

　スインさんはそう言いながら笑うと、俺たちを【回復の間】とやらまで案内を始めた。

　その際、俺が作った回復薬は傷が少ない兵士が引き取りに来て、そのまま慎重に運んでいった。

　それを見届けて動き始めると、改めて周囲の様子が目に入ってくる。

　色々な人が動き回っており、この国がどれだけギリギリの戦いをしているのかと思わされた。

「そういえば、この間女帝？　さんと会った時は教えてもらえなかったんですけど、ここってどこですか？」

「ここかい？　ここは――――」

「スイン。陛下が答えなかったんだ。我々が答えるわけにはいかんぞ」

「……ということらしいから、教えられないみたいだ。ごめんね？」

「はあ……」

　そこまで徹底的に秘匿しなくてもいいと思うんだけどなぁ。

「じゃあ別の質問なんですけど、ここがいわゆる国の首都になるんですか？」

「そうだよ」

「えっと……その首都でこの状態だと、他の街とかは大丈夫なんですか？」

「あ、それは大丈夫。この首都を通らずに他の街に行くための手段はあと一つしかない。それは陸からじゃなくて海なんだ」

「え？　じゃ、じゃあ【封魔の森】の外は海なんですか？」

「そういうことになるね。それに、その海は海流の流れや岩礁が多く、とても船が近づけたもんじゃない。だからウチでは貿易なんかも一苦労……というか、ほぼ鎖国状態の自給自足なんだけどね」

　どうやらこの国は俺の思っている以上に特殊な場所らしい。

　ただ、それでこの街以外はひとまず気にしなくていいっていうのは唯一の救いだろう。まあそれが結果的に救援を求めることもできない状況であることにも繋がってるんだろうけど。

　そんな会話を続けながら歩いていると、俺はあることに気付く。

「あの……スインさん？　もしかしてなんですが、【回復の間】があるのって……」

「お、気付いたかい？　お察しの通り、この国の象徴である【カーニャ城】に回復の間はあるんだ」

「……だから私はコイツを回復の間に連れていきたくなかったんだ」

　リエルさんは不機嫌そうにそう言うが、確かに女帝様が住んでる場所にこんな不審者連れていきたくないですよね。テルベールの時は俺が連行される形だったけど。

　そのまま、その【カーニャ城】とやらに辿り着き、門番の人にスインさんが声をかけると、俺はアッサリ中に入ることができた。

　お城の造り自体はテルベールにあるお城とそこまで大差はないかもしれないが、やはり様式だったりは異国なんだなぁと感じる。

「では、誠一様。私は一旦そこの庭で待機してますね」

「え、お前は来ないの？」

　すると城に入ってすぐ、木がそんなことを言い始めたので驚いた。

「誠一様は私に何を求めているのかは分かりませんが、私はもとよりただの木ですよ？　光合成して寝るのが仕事です」

「ヤバい、もうお前が普通の木に見えないからすっかり忘れてた……」

　そうだ、元々木だもんな。てか、木は動かないし、しゃべらないもんな。やっぱり俺、毒されすぎだろ。

　それに、確か木はこの国まで案内するってだけで、ここまでついて来る義理もなかったはずだ。

「……あれ？　それじゃあお前、いつその普通の木に戻るの？」

「さあ？　気分ですかね？」

「気分!?」

　そんな適当でいいのか？　……まあ俺の精神的疲労以外は害はないし、いいんだろうけど。

　驚く俺をよそに、マイペースに庭に向かった木は、その場で枝葉を広げると、気持ちよさそうに日光浴を始めた。コイツ、自分の生みの親である女帝さんが大変な時に本当にマイペースだな。人間の感性とは違うだろうから一概に何とも言えないんだけどさ。

　スインさんたちは苦笑いしつつ、実際回復魔法が使える俺さえいればいいので、木は庭に放置して改めて回復の間まで移動を始めた。

　テルベールのお城とは違う様式の【カーニャ城】は、柱の一つ一つの形や、天井に描かれた絵画を含め、見ていて飽きない。

　地球にいた時も日本から出たことがない俺からすると、テルベールも新鮮だったがこの国のお城もまた新鮮で、ついお上りさんのようにあちこちを見まわしてしまうのだ。

「貴様……そんなに城の中を見渡して、何か企んでるんじゃないか？」

「いやいやいや！　そんなことないですよ！」

「ははは、リエル。さすがに気にしすぎだよ。しかも今の誠一君の答えも嘘じゃないから、本格的に敵じゃないって思っていいと思うよ。……ほら、それよりも着いたよ」

　リエルさんにあらぬ疑いをかけられていると、重厚な金属の扉で閉ざされた部屋の前に来ていた。

　その扉の前には門番らしき人が立っており、このお城に入る時と同じようにスインさんが何かを告げると、アッサリと中に入れてもらえた。

　そこには――――。

「ぅ……ぁ……」

「いてぇ……いてぇよぉ……」

「目が……何も見えねぇ……」

「あああああああ……」

　外で負傷していた兵士たちとは比べ物にならないほど、大ケガをした人で溢れかえっていた。

　そんな彼らに数人の黒い軍服の上から白衣を着た人たちが、必死に回復魔法らしきものをかけている。

　だが、そもそも人数が足りておらず、それにケガが完全に治っている様子はない。

　その光景を沈痛な面持ちで眺めるスインさんが説明してくれた。

「……ここにいるのは、回復薬じゃどうしようもないケガを負った兵士たちを癒す場所なんだ。でも、回復魔法も限界がある。手足を失えば二度と元には戻らない。彼らは皆、この国を護るために負傷した英雄なんだ。誠一君。君の回復魔法の腕がどんなものかは分からない。それでも回復魔法が少しでも使えるなら、ここにいる英雄たちを少しでも――――」

「『聖母の癒し』」

　俺は光属性最上級魔法の『聖母の癒し』を発動させた。

　するとスインさんたちの言う通り、本当にこの空間では回復魔法が使えるようで、すぐに部屋中が俺の魔法で満ち溢れる。いや、それどころかこの部屋を超えて、『聖母の癒し』の光は城中、この街中を駆け巡った。

　街中には魔力がないので普通なら魔法は生き届かないのだろうが、そこは俺の魔法。一度発動してしまえば俺の意思通りに発動してくれたのだ。つまり、敵には一切影響がなく、この国の兵士さんや国民の皆さんだけ回復するようにって感じだな。

　回復の間にいた負傷者の数が予想よりも多かったし、回復魔法師の人数も全然足りてないようだったから、俺は本気で魔法を使用したのだ。こうすれば全員回復できるし、ついでに街中にいる人たちも回復しちゃえって思ったからな。ただ、せっかく渡した回復薬を使わないことになるだろうけど、まあ何かあった時のための国の備蓄にでもしてくれたらいいだろう。

　そう思っていると、俺の魔法に呆気にとられていた他の回復魔法師さんや、負傷者の皆が呆然としながら、それぞれの体を確認する。

「お、おい。お前、傷が……」

「動く……動くぞ、俺の手が……！」

「ああ……！　見える、よく見える……！　もう二度と見ることができないって思ってたのに……！」

「おい、絶対に治らねぇって言われてた俺の古傷すら治ってやがる……！」

「奇跡だ、奇跡が起きたぞ……！」

「っく……ぅあ……あああ……ああああああっ！」

　最初こそ自分の身に起きた出来事に呆然としていた皆さんだが、徐々に現実を受け入れ始めると、目に涙を浮かべ、お互いに笑みを浮かべて喜び合った。うんうん、暗い雰囲気は俺が嫌いだからな。やっぱり人は嬉しいって時の表情が一番好きだ。

　ひとまず、またスインさんに言われたお手伝いを完了させた俺は、スインさんたちの方に視線を向ける。

「スインさん。こんな感じでいいですか？」

「「……」」

「あ、ちなみに外にいた兵士さんたちの傷もここから魔法で何とか回復させましたので、確認してみてください。そのせいで先ほどお渡しした回復薬の使い道がなくなってしまったかと思いますが、そこはいざという時に備えて備蓄にでも倉庫の肥やしにでもしといてください。一応、使用期限なんかはないようにしてるので、何時までも保存できますよ」

　いやぁ、久々にいい仕事したんじゃね？

　最近は戦いばっかで殺伐としてたし、どうも世界からは気を遣われてるみたいだし、非常識や理不尽の塊かたまりらしいけど、ここまでやればそう言われないだろ。人助けなわけなんだから、言われる要素がない。完璧だ……！

　そう一人で納得していると、未だに黙りこくっているスインさんとリエルさんの二人を見て、さすがに何か様子が変だと思い、俺が顔を覗き込む――――。

「「はあああああああああああああああああ!?」」

「うわっ、ビックリしたぁ!?」

　突然二人は揃って絶叫した。

　するとリエルさんがまた回復薬の時と同じように、俺の肩を掴み、その時以上に揺さぶり始める。

「やっぱりお前は何なんだ!?　神か、神なんだな!?　そうだ、そうに違いない。そうだと言え！」

「だとしたら不敬ですよよよよよよっ!?」

　いや、実際は神様じゃないからいいんだけど、もし神様ならその発言は本当に不敬だと――――って吐くぞコラ。

　俺のお腹や口元から不穏な気配を察知したのか、リエルさんは汚物でも触ったかのように俺を突き放した。

　あ、早めに解放された――――と思ったのだが……。

「せせせせ誠一君!?　さっきのアレは何!?　それに何で手足を失った人たちの体が元通りになってるの!?」

「ススススススインささささんんんんん！　おおおおおお、落ち着い、落ち着いてええええええ！」

　ちょっと、『進化』さん!?　この状況こそ適応するべきなんじゃないの!?　じゃないと吐いて死んじゃうよ!?　社会的にねッ！

『スキル【進化】が発動いたしました。これにより、体が適応いたします』

「適応すんのかーい」

　冗談で言ったことだったのだが、どうやら世界さんや脳内アナウンスさんは気を利かせてくれたようで、さっきまで俺を社会的死へと手招きしていた気持ち悪さが、完璧に綺麗サッパリ消え去った。

　それでも俺の肩を掴んで揺するのは止まっておらず、頭をガクガクさせながらスインさんの質問に答えた。

「と、とりあえず面倒だったんでまとめてケガ全部治しました」

「意味が分からないんだけど!?」

　意味が分からないも何も、そのまんまの意味だからなぁ。

　この空間より外まで魔法の影響が及んだのも、俺の魔法ということで上手く作用したってことと、未だに俺もよく分かってないんだけど、この世界が変な融通でも利かせてくれたのかな。いやホントに世界が融通を利かせるって何よ。

「あ、その回復魔法の関係で多分古傷とかそこら辺もまとめて治してるので、もしわざと傷を残してる方がいたらすみません。少しでも早く皆さんに元気になってもらいたかったので、そこら辺は考えずに魔法を発動させましたからね」

　納得できるかどうかは別にして、俺なりの説明をちゃんとしたのだが、リエルさんもスインさんも呆然としながら首を横に振っている。

「おかしい。やっぱりおかしい。何だ？　何が起きている？　目の前にいるこの男は一体何なんだ？　わ、私たちは危機的状況だったんだよな？　は？　自分で言ってて意味が分からないが、『だった』って過去形になってるのはどういうことだ？」

「り、リエル、落ち着いて。いや、落ち着いてる場合じゃないけど。でも本当に治っちゃってるし、私の理解の範はん疇ちゆうを超えてるんだけど？　何？　彼、何者なの？」

「私が知るかッ！　おい、貴様！　これはどういうことだ!?」

「漠然としすぎじゃないですかねぇ!?」

　これはどういうことだって聞かれても、リエルさんたちの目の前で行ったことがすべてなワケだし……。

　ただ強いて言うなら、最近強く感じているアレだろう。

「常識が逃げたんですかね？」

「常識が逃げるって何!?」

　いや、俺が聞きたい。でも最近よくそう思うし、仕方ない。何で逃げるの？　鬼ごっこか？　かくれんぼか？　俺の負けでいいから帰って来て……！

　俺の回答に頭を押さえながらリエルさんが一つずつ丁寧に告げる。

「いいか？　まず回復薬だ。一般的な回復薬は最上級回復薬じゃない。回復薬なんぞ、切り傷が綺麗に治ればいい方の代物だ。それが伝説級のどんな傷でも一瞬で治すようなモノをアホみたいに並べてくれたな？」

「まあ、たくさんあった方がいいと思ったので」

「ああ、実際助かったとも。そしてここに来て回復魔法だ。何だ？　欠損部位の再生？　しかもこの街全部？　ハハハ、もう笑うしかない」

「は、はあ……」

　リエルさん、目が笑ってないです。

「一つだけ分かった。貴様は――――非常識の塊だな」

「何でええええええええええ!?」

　おかしい！　良かれと思ってやったのに、非常識扱いはおかしいよ！

「どう考えてもおかしいだろう……一般的な常識の範囲でなら、回復薬は市販されているモノが数個、回復魔法は一人ずつ、または多くて三人同時にくらいだ。しかも、重傷者の傷を緩和させるのみで、完治はあり得ん」

「そうだね……まあ、誠一君が私たちの常識の外にいたおかげで、ああして皆が笑顔になってるわけだけどさ」

「俺は非常識と言われて泣きそうですけどね！」

　もういいや！　俺の涙で皆が笑顔になるなら泣いてやるよ、コンチクショウッ！

　思わず涙を流しながら喜ぶ兵士さんたちを眺めていると、回復の間の入り口に誰かがやって来た。

「誠一様、終わりましたか？　まあ終わっているでしょう。こっちにまで魔法の波動が来ましたので。やはり理不尽かつ非常識の塊なだけありますね。……いや、『理不尽』も『非常識』も誠一様を言い表す言葉としては荷が重いでしょうが」

「来て早々心抉えぐるのやめてくれない!?」

　やって来たのは広場で光合成か何かしているはずの木だった。

　木は俺がちょうど精神的に打ちのめされていたという所でほぼトドメをさしに来やがった。

　つか、『理不尽』と『非常識』が俺を言い表すのに荷が重いって何!?　そもそも人のことを一言で言い表す時に『理不尽』なんて、そうそう使わないからね!?　その塊に至ってはもはや聞いたことすらねぇよ！　俺に対して以外はなぁ!?

「てか、お前は何しに来たんだよ。広場で待ってるんじゃなかったのか？」

「暇なので来ました」

「お前は元々ただの木だろ!?」

　暇も何もねぇだろうが。根を張って光合成するのが木の生活だろうが。

「さて、それではひとまずこの街中での喫緊の問題は片付けられたようなので、次に行きましょう」

「は？　次ぃ？」

　これ以上何をするって言うんだ？

　木の言葉に眉をひそめ、首を傾げる。

「はい。誠一様に次にやっていただきたいのは――――」

「――――これは一体何の騒ぎだ？」

『ッ!?』

　木の言葉を遮さえぎってまた回復の間の入り口に現れたのは、出会いが最悪といっていい、【女帝】と呼ばれる女性だった。
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「リエル、スイン。これはどういうことだ？」

「その……」

「何と言いますか……」

　突如木の後にやって来た【女帝】と呼ばれる女性に、回復の間で喜んでいた兵士さんたちはもちろん、あのリエルさんやスインさんがなんと説明すればいいかといった表情でお互いの顔を見合わせていた。

　そんな兵士さんたちを見ていると不意に視線を感じたのでその方向を見ると、俺と木を怪訝そうな顔で見ていた。

「貴様……何故ここに？　確か、あの場で木に命を吹き込み、足止めを命じたはずだが……いや、何故その木もここに？　余の命令はどうした？」

「（私はただの木私はただの木私はただの木私はただの木……）」

「……おい。貴様を誰が生み出したと思っている？　貴様の考えは丸聞こえだぞ」

「ノオオオオオオオオオオオオ!?」

　木による【ただの木計画】が一瞬で破綻したことにより、木は今まで聞いたことのないような叫び声を上げた。……南無南無。

「貴様も何無関係そうな顔をしている？　貴様が何かをしたのは明らかだろう？」

「うっ……」

　鋭い視線で見つめられ、俺は思わず言葉を詰まらせるが、目の前の女帝さんは何があったか言うまで逃がさないといった様子でこちらを見ている。

　とはいえ、特に聞かれて困ることもやましいこともしていないので、俺は普通に答えた。

「えっと……とりあえずここに連れてこられた時、重傷の方が多くいらして、見ているだけでも辛そうだったので全部治しました」

「ぜ、全部治した!?」

　すごい形相で改めて兵士さんたちを見た女帝さんは、呆然としながらよろめく。

「ど、どうなってるって言うのよ……あんなに地獄のようだった回復の間が、少し眠っていた間に天国になってるワケ……？」

「あ、外にいる兵士さんたちには最上級回復薬を渡しておいたんで、そちらも全員傷は癒えてると思います」

「アンタ何言ってんの!?」

「陛下、口調口調！」

　スインさんに指摘された女帝さんはハッとした表情を浮かべると、一つ咳払いをした。

「んん！　……まさか、余が眠っている間にここまで訳の分からぬことが起きているとは……それにいつもであれば、力を多く使った後は妙に疲れ、中々疲れがとれぬというのに、今は妙に調子がいいような……」

「あー……その、陛下。この誠一君の魔法が実はこの回復の間だけにとどまらず、城中……いや、この街全体に行き渡ってたので、その影響かと……」

「本当に何なのアンタ!?」

　何故か涙目になりながら叫ぶ女帝さんに、俺は何て答えればいいか分からなかった。いや、俺こそ知りたいよね。ホント、『人間』ってなんでしょう……。

　思わず遠い目をしていると、ここぞとばかりに木が女帝さんに向かってアピールを始めた。

「陛下、陛下！　私ですよ、この誠一様をここまで連れてきたのは！　どうです!?　助かりました!?」

「でも命令違反には変わらないわよねぇ？」

「ｏｈ……」

　木は器用に両手を地面に着くようにして項うな垂だれた。コイツ、どんどん人間臭くなってるな。

「てか、本当に何なの？　私がカイゼル帝国に降らなかったばかりに皆が傷ついて、死ぬんじゃないかって……そんな絶望的な状況だったのに、何で寝て起きたら全部解決してるの？　おかしくない？」

「陛下……心中お察しします……」

「本当に酷い言われようだなぁ!?」

　まあ皆が元気になったからいいんだけどね！

　女帝さんは何度か頭を振ると、敵意もなく、真っすぐな瞳を向けてきた。

「――――余は貴様に礼を言わねばならんな。名は……何だったかしら？」

「そこで素になっちゃうの？」

　確かに【封魔の森】で名乗ったとはいえ、あの時はお互い気まずいわ俺は怪しいわでまともに覚えることはしなかったのだろう。

　なので俺は特に文句もなく改めて名乗りを上げた。

「俺は冒険者の柊誠一です。そこのリエルさんやスインさんにはもう事情説明をしましたが、ウィンブルグ王国の王都、テルベール付近に出現したダンジョンを攻略中、【魔神教団】の『神徒』と名乗る者と交戦し、倒した後に危険なモノがないか所持品を調べてたところ、その『神徒』が持ってた水晶の力で見知らぬこの地にやって来ました」

「そ、そうか。予想以上にハードかつ訳の分からぬ理由だな……んん！　余はこのヴァルシャ帝国を治めている、アメリア・フレム・ヴァルシャだ」

「へ？　ヴァルシャ帝国？」

　女帝――――アメリア様の言葉に俺は思わず驚いた。

　ヴァルシャ帝国って……ちょうどヘレンがここに戻るために強くなるって言って、ダンジョンを攻略してたんですけど？　あれれ？

「む？　どうかしたのか？」

「い、いえ、大丈夫です。はい」

　ひとまず、まさかの俺がヴァルシャ帝国に来ていることは置いておいて、それよりもここで起きていることに対応することが先決だろう。

「では、誠一。貴様には礼を言う。今はまだ正式な礼を渡すことができぬが、多少は期待しているがいい。……無事に帰ることができればな」

「はい？　それってどういうことです？」

　アメリア様の不穏な発言に思わずそう訊くと、アメリア様はどこか諦めかけた表情で語った。

「もう貴様も分かっているとは思うが、現在、このヴァルシャ帝国は攻撃を受けている。それはこの地を支配下に置こうとしているカイゼル帝国と――――【魔神教団】の二つだ」

「え、二つ!?」

　しかもよりによって、なんでそんな面倒な二つに狙われてるの!?　どっちもロクでもないじゃん！

「貴様はどうやら個人的な因縁で【魔神教団】と関係があるようだが……」

「個人的な因縁というか、行く先々で向こうから勝手にやって来るというか……」

　あんな面倒くさい連中とわざわざ関係を持ちたいとは思わないからね。魔神もよく分かんないし。

「とにかく、このヴァルシャ帝国はその二つの敵を相手にしている」

「じゃあ、あの負傷した兵士たちは……？」

「いや、表立っての攻撃や負傷の原因はカイゼル帝国の兵士どもだな。ヤツら、どのような手を使ったのか、すべての兵が『超越者』となっているのだ。そしてこの地に千を超える、その『超越者』の兵を仕向けてきた」

「……よく持ちましたね」

「【封魔の森】に救われた。魔法が使えないからこそ、ヤツらは広範囲に攻撃をする手段がない。それに森は鬱蒼としており、足場も悪い。元々大勢で移動するには向いておらん。あとは……我々の邪魔にもなるが、元々森に生息している魔物を上手くぶつけ、何とか凌いでいたというわけだ」

「なるほど……」

「【魔神教団】の方だが、こちらはもっと厄介だ。今のカイゼル帝国と我が国の戦争ですらヤツらにとってはただの利用価値のある行事にすぎぬらしい。森にいる魔物に何やら妙な術か薬を用い、強化してくるのだ。そのくせ、その実行犯が掴めない」

「えっと……何で、その魔物が強化された原因が【魔神教団】だと？　確かにやりそうですけど……」

「単純な話、昔から我が国に潜伏していたため、似たような事例がいくつかあるのだ。何度も捕まえようとしたが、一向に捕まる気配もない。それにヤツらは何が目的かは知らぬが、人々の負の感情とやらを集めているらしい。最近は連中の動きもなかったのだが、この戦争で負の感情が稼げると思ったのだろう。再び動き始めたみたいだ。業腹だが、間違いなく今の我が国には負の感情が蔓延している」

「陛下……」

　悔しそうにそう告げるアメリア様を、リエルさんとスインさんは心配そうに見つめた。

　だが、アメリア様はすぐ何かに気付くと、先ほどまでとは一転し、無表情になる。

「――――今の余の表情は忘れよ。よいな」

「え？　は、はい」

　何が問題だったのかは分からないが、忘れろって言われたので忘れます……とはさすがにいかないので、思い出さないようにする程度でとどめよう。

「さて、話を戻すが……貴様に正式に礼をできるかどうかという話だったな？」

「そうですね」

「今言った通り、もはや我が国は絶望的状況にある。それは貴様がもたらした回復薬や回復魔法で我が兵たちが力を取り戻したとしてもだ」

「――――そんなことありません！」

　すると、今まで黙って俺たちの話を聞いていた、さっきまで負傷していた兵士の一人がそう叫んだ。

「私たちはまだ戦えます、陛下！」

「そうです！　次こそは、カイゼル帝国の連中を完璧に退けてみせます！」

「まだ絶望的などではありません！」

　口々に戦えると戦意を漲みなぎらせ、アメリア様に言う兵士さんたち。

　だが、アメリア様は首を横に振るだけだった。

「いいや、無理だ。余の能力をもってしても、圧倒的に数が足りぬ」

「そんなこと……」

「ないと言うのか？　我が国はどこにも救援を呼べぬのに？　それに比べ、ヤツらはいくらでも救援を呼ぶことができる。今以上の数の兵士が集まり、人海戦術で【封魔の森】を攻略されてしまえば、一瞬で我が国は滅ぶだろう」

「それは……」

「それにだ。ヤツらには他に支配下に置いた国から物資を得ることができる。それも、このヴァルシャ帝国、ウィンブルグ王国、そして東の国以外からだ。我々は常に消耗戦を強いられる中、奴らは常に万全の状態で襲い掛かってくるだろう」

「……」

　アメリア様の言葉に兵士の皆さんは何かを言い返そうとするが、結局言葉が見つからず黙ってしまう。

「……そもそも兵力から違うのだ。それを余は分かっていなかった。……最初に降伏勧告が出された時、余は勝てると思っていた。土地、余の能力、そして精強な兵士たち。余の国は最強だ。そんな余の国を滅ぼさんとする愚か者どもをこちらこそ滅ぼしてやろうと……だが、そんなものはただの幻でしかなかった」

　アメリア様は静かにそう目を瞑つぶると、やがて何かを決心した様子で兵士たちを見渡す。

「皆、すまない。余の選択が、皆を危機に巻き込んだ。ここからは余が責任をとる」

「責任？　……まさか、陛下!?　いけません！」

　リエルさんが目を見開き、アメリア様を止めようとするも、アメリア様は首を横に振る。

「いいや、余は決めた。これより、ヴァルシャ帝国は――――否。アメリア・フレム・ヴァルシャは、カイゼル帝国に降伏する」

　完全にそう言い切ったアメリア様の言葉に、一瞬回復の間は静寂に包まれたが、すぐに兵士さんたちは我に返った。

「な、なりません、陛下！」

「我々はまだ戦えます！」

「それに陛下が責任!?　私たちもその責はあるはずです！」

「お考え直しください！」

　リエルさんや他の兵士さんたちがそう叫ぶ中、スインさんだけ、アメリア様を複雑な表情で見つめていた。

「……もうこれ以上、皆を傷つけるわけにはいかぬ」

「ですがッ！」

「よい。よいのだ。それに、余がたとえ死んだとしても血脈は――――」

　アメリア様はそこまで言いかけ、どこか遠くを見つめながら儚げに笑ったかと思うと、また表情を引き締めた。

「明日、余はカイゼル帝国の陣地へ向かい、降伏する旨を伝える。皆、安心するがいい。余の命をもって、皆を守ろう」

『……』

　皆、ただ黙ってアメリア様の言葉を聞くしかない。

　――――そう、思っていた。

「――――嫌です！」

「リエル？」

　リエルさんは目に涙を溜めながらアメリア様を見つめると、ハッキリとそう口にした。

「リエル、余の命令が――――」

「聞けません！　こればかりは……絶対に、聞けませんッ……！」

　リエルさんはついに堪えきれず、泣きながらそう叫んだ。

「私は最後まで、陛下のお傍におります！　貴女を一人で戦わせたりしない……！」

「陛下。私も最後までお供致します」

「リエル、スイン……」

　その場に跪き、二人とも涙を流しながら真っすぐアメリア様を見つめる。

　すると他の兵士たちも、次々と思いを叫び始めた。

「陛下、そんな悲しいこと言わないでください！」

「俺たちは陛下の剣であり、盾です！」

「皆、死ぬその時まで！　変わらぬ忠誠を貴女に誓いますッ！」

「陛下……！」

『陛下ッ!!』

　一斉に跪き、首を垂れる兵士さんたち。

　その姿を見て、アメリア様は涙を流した。

「皆……バカね。本当に大バカよ。私だけが犠牲になれば、皆は助かるかもしれないのに……」
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　もう【女帝】としての口調も崩れ、ただ一人の少女として涙するアメリア様。

　そんなアメリア様に、スインさんは笑みを浮かべた。

「陛下。また口調が崩れてますよ？」

「う、うるさい！　仕方ないでしょ!?　アンタたちのせいよ！」

　必死に泣いているのを誤ご魔ま化かすため、アメリア様は涙をぬぐった。

　そしてもう、その時は先ほどまでの諦めきった表情ではなく、前を向く強い意志を感じる表情に変わっていた。

「皆の者……ありがとう。皆の忠義、しかと受け取った。共に最後まで戦い抜こうぞ……！」

「「「おおおおおおおおおお！」」」

　回復の間どころか、城すべてが揺れるほど、大きな雄叫びが上がる。

　それぞれが手にした武器を高く突き上げ、アメリア様に勝利を捧げようと意気軒昂とした態度で互いを奮い立たせ合っていた。

「なあ……この国はすごいな」

「ええ。我が主の、自慢の国ですよ」

　思わず隣でその光景を眺めていた木に伝えると、木はどこか誇ほこらしそうに微笑んだ。

「貴様……いや、誠一殿」

「え？」

　皆の様子を眺め、感心していると、口調や雰囲気が柔らかくなったアメリア様が俺に声をかけてきた。

「誠一殿はどうする？」

「どうする、とは？」

「誠一殿は元々この国の人間ではない。それどころか、事故でこの危険な場所に来ている。だからこそ、誠一殿までこの戦いに付き合う義務はない」

「それは……」

　確かにアメリア様の言う通り、俺は元々この国の戦争に参加する義務も手助けする義理もないと言えばない。

「それに、誠一殿にはすでに回復薬の件や回復魔法などで力になってもらっている。ここから先は我々の問題といってもいいのだ」

「うん。それに、今ならまだカイゼル帝国も陣地に引っ込んでるから、一人だけ離脱をするのも可能かもしれない。正門にいた兵士たちに聞いたけど、何やら特殊な方法で矢も効かなかったようだし、実力的にも逃げるのは問題ないんじゃないかな？」

「まあ……」

「誠一殿の話を聞く限り、誠一殿には待っている人がいるのだろう？」

「……」

　アメリア様にそう言われ、すぐサリアたちの顔が浮かんだ。

　だが……。

「いえ――――俺はそこにいる木に、貴女を助けてほしいとお願いされたんです」

「え？」

「それだけじゃありません。その……ほら、最初の出会いなんて俺の不注意みたいなものですし、そのお詫びといいますか……」

「……。ッ!?」

　一瞬何のことか分からなかったのか、首を捻ったアメリア様は、【封魔の森】での出会いを思い出し、顔を真っ赤にした。

「ああああアンタ！　あの時のことは忘れなさいよ！　いい!?　今すぐ抹まつ消しようするのよ!?」

「えっと……ど、努力します」

「努力じゃなくて絶対に忘れて！　じゃないと物理的に消すわよ!?」

「え、怖い」

　物理的に消すって何。記憶どころか頭ごと消されそうな勢いなんですけど。

「もういいわ……アンタがここに残るって言うなら、部屋を貸してあげる。もうすぐ夜になるし、幸いカイゼル帝国は本気を出せばいつでも私たちを滅ぼせるって考えてる。じわじわいたぶるように攻めてくるから、夜の襲撃はないはずだし寝ることはできるはずよ。……本気で気を休められるかは知らないけどね」

　戦争とかなら夜襲がありそうなもんだが、どうやらカイゼル帝国は今のところ、その兆候がないみたいだ。本当にジワジワ痛めつけて遊んでいるんだろう。性格悪いな。

「【魔神教団】の方も、直接狙ってくることはないから、攻撃を仕掛けてくるならカイゼル帝国と同じはずよ。だから、今はしっかり休みなさい。大丈夫。夜襲があれば見張りから連絡があるし、アンタが爆睡してても叩き起こしてあげるから」

「そ、それは怖いですね……」

　叩き起こすついでに記憶も持ってかれそうだ。

　てか今気付いたんだが……。

「その……アメリア様？　先ほどから口調がもう素に戻ってますけど……」

「………………あーもう面倒くさい！　この際だからアンタには、もうあの口調は使わないわよッ！　だからアンタも敬語はなくていいわ。いちいち様付けもさん付けも不要よ。年も近そうだし、呼び捨てでいいわ」

「へ、陛下!?」

　突然の敬語解除宣言に俺もだがリエルさんも驚いていると、アメリア様……いや、アメリアはなんてことないように言う。

「だってこの状況で、しかも手伝ってくれる相手に敬語を求めるのも変でしょう？　それに今は公務でもないんだし。敬語で話す時間がもったいないわ」

「そ、そうかもしれませんが……」

「とにかく、今の間だけでもってことで。いいわね？」

「は、はあ……」

　思わず気の抜けた返事をしてしまったが、アメリアは満足気に頷いた。

「よし、それじゃあスイン？　誠一を部屋まで案内してあげて」

「かしこまりました」

　こうして俺は、スインさんに連れられて部屋まで案内されるのだった。





◆　◆　◆






「――――てな感じで、ヴァルシャ帝国とカイゼル帝国の戦い？　に参加することになりました」

『本当に何でお前は普通に過ごすことができねぇんだ!?』

　スインさんに案内された部屋で、首飾りを使ってサリアたちに今までのことを連絡すると、アルにそう怒られてしまった。いや、俺だって普通に過ごしたいんですよ？

「でも見過ごすわけにはいかないじゃん？　目の前で決死の覚悟で戦う人たちを見ちゃうとさ……何か少しでも手助けというか、一人でも命が助かるようにしたいんだよ」

『そりゃあ……そうかもしれねぇけどよ……』

「それに、俺だって戦いたくないよ。怖いし」

　今まで模も擬ぎ戦だの【魔神教団】との戦いだの色々あったが、俺はそもそも戦いは怖いのだ。皆すごい形相で襲ってくるし。

　そんな風に思っていると、首飾り越しにアルの大きな溜息が聞こえる。

『はぁ……もう誠一が決めちまったんならしょうがねぇ。ただ、絶対に無事でいろよ？』

「それは間違いなく。傷一つない状態で帰るよ」

『……いや、誠一がそう言うんだから大丈夫なんだろう』

『そうだね！　でも、気をつけてね？』

「ああ、ありがとう」

　サリアも俺の行動を認めてくれつつ心配してくれ、俺は思わず笑みを浮かべた。

　ひとまず、それ以外にも今俺がいる場所や状況をできるだけ伝えていると、俺はふと思い出した。

「そういえば、デストラはどうした？」

『あの人はちゃんとランゼさんに渡してきたよ！』

『……王様もお前の行動に頭痛めてたぞ。意味が分かんねぇって』

「俺も分かんないからね」

　こう、何で行く先々でトラブルに巻き込まれるんでしょうね？　本当に嫌になるわ。

「まあランゼさんにちゃんと渡せたんなら大丈夫だろう。そもそもデストラの能力も変わって、今じゃ無害どころか役立つだろうし」

『そこも含めて王様もオレも意味が分かんねぇんだけどな……』

「あと、ヘレンはどうしたんだ？　その近くにいるのか？」

　そう、ヘレンがヴァルシャ帝国で誰かを助けるために強くなろうとしていたのを知っているし、今俺がここにいるから少しでも情報を渡せたらと思ったのだ。

　だが――――。

『あー……それなんだが、アイツ、ダンジョンから出た後、そのまますぐ一人でヴァルシャ帝国に向かったぞ』

「は？」

『私たちも止めたんだけど、もう目的は果たしたって言って……』

「……」

　ヘレンのその行動力に、俺は呆れればいいのか、称賛すればいいのか……何とも言えない気持ちになった。

　まあヴァルシャ帝国に大切な人がいるようだし、仕方ないか。

「ある程度情報を伝えられたらなぁって思ったんだけどな」

『オレとしては、お前がいる時点でヘレンの努力が無駄になったなって思ったぞ……』

「どういう意味ですかねぇ!?」

　何で俺がヴァルシャ帝国にいたらヘレンの努力が無駄になるんだ。酷いこと言うぜ。

「まあいいや。明日からまた戦いが始まるだろうし、俺はここら辺で休むよ」

『……そうか』

『誠一、本当に気をつけてね？』

「おう。それじゃ、お休み」

　二人にそう挨拶をして連絡を終えると、俺はそのままベッドに倒れ込んだ。

「……」

　ボーっと天井を見つめながら、思わず考える。

　明日、普通に戦えば皆ケガをするだろう。それどころか命を落とす可能性もあるんだ。

　もしここで魔法が使えたなら、『ジャッジメント』とかでカイゼル帝国の兵士たちだけを狙い撃ちできたんだろうけど、何故か魔法が一向に使えるようにならないので、それ以外の方法を考えるしかない。

　……まあ木が言ってたみたいに、俺が魔法が使えないのも俺の体なりの理由があるのかもな。ルルネとかの言葉を借りるなら、世界なりの理由……かねぇ？　まあそんなことないと思うけど。魔法みたいに意思疎通したわけじゃ――――。

　……。

　そういや、世界とも会話したことあったね。よし、この話は止めよう。

　そんなことより、明日のことだ。

　傲慢だろうけど、できることなら誰も傷つけることなく無力化したいんだけど……。

　そこまで考えた瞬間、俺は一つのアイデア……どころか、バカげたことを思いついた。思いついてしまった。

「いやいやいや、さすがにそれは……」

　自分で考えておきながらあまりにもぶっ飛びすぎて、あり得ないと否定しようとするのだが、俺の体が『労力ですらない』と言ってる気がしてならない。

　……まさか、本当にできちゃうのか？　もしできちゃうなら……。

　あれこれ考えちゃ否定しようとするも、できるという予感しかしない。

　後は……俺の気持ちの問題か。

　いや、今更気持ちがどうとかって言ってる場合じゃないよな。

　俺はベッドから起き上がると、気合を入れ直すために頬を叩いた。

「ふぅ……あれだけ普通がいいって思いながら、思考回路がどんどん普通じゃなくなっていくなぁ――――ま、いっちょ『人間バケモノ』っぷりをみせてやろうかね！」

　そう決意すると、俺は明日に備えて布団に入るのだった。










誠一流、解決策




　明日に備え、誠一たちが休み始めた頃、【封魔の森】では同じようにカイゼル帝国が陣を敷いていた。

　そんなカイゼル帝国の兵士たちは、それぞれ野営の準備をしつつ、敵国付近だというのに酒を取り出し、まるで警戒した様子もなく宴のような食事を始めた。

「隊長、アイツらしぶといですね」

「フン、全くだ」

　今回のヴァルシャ帝国遠征における指揮を執っていたのは、カイゼル帝国第一部隊隊長のオーリウス・フェンサーだった。

　第二部隊とは違い、貴族で構成された第一部隊だが、その誰もがやはり『超越者』となっている。

「しかし……ザキアの野郎が使えないせいで俺たちがこんな辺境までやって来ることになっちまったじゃねぇか」

「本当に……これだから平民は嫌いなんですよ。無能ばかりのくせに、口だけはよく回る」

「アイツらは黙って俺らに金を納めてればいいのによぉ」

　オーリウス率いる第一部隊の面々は、ザキアたちやカイゼル帝国の国民をただの金づるとしてしか見ていなかった。

「そういえば隊長。今夜は攻撃を仕掛けなくてもいいんですか？」

「あ？　そうだな……面倒だし、いいだろ」

「め、面倒ですか……」

　オーリウスは手にした酒を飲みながら、部下の言葉に答える。

「だってそうだろ？　僕らは陛下の力で『超越者』になったんだ。本気を出せばいつでも潰せる」

「はあ……」

「おいおい、何を心配してるんだ？　コイツを見てみろ」

　オーリウスは立ち上がると、近くの木を掴んだ。

「フンッ！」

　そしてオーリウスが力を込めた瞬間、指は固い生木を貫き、大地にしっかり根を下ろしていた木を引き抜いた。

「見ろ、この力を！　俺たち全員が今までできなかったようなことが可能なんだ。胸糞悪いが、この場所では魔法が使えない。だがそれがなんだ？　俺たちにはこの力もある。どこに心配する要素があるんだ？　それに……オラッ！」

　オーリウスは片手で木を持ったまま、兵たちから少し離れた位置で足を踏み鳴らすと、その地面は大きく沈み、クレーターができあがった。

「アハハハハハ！　スゲェぜ、この力！　この力があれば、負けることはねぇ！　そうだろ!?」

「そうですね……私が間違っていました」

「フン、分かればいい」

　オーリウスは手にしていた木を無造作に投げ捨てると、粘着質な笑みを浮かべる。

「それに、アイツらにはもうどうすることもできねぇさ。他国に助けを呼ぶことさえなあ？　なんせほぼすべての国を我々カイゼル帝国が支配しているんだ。ここからジワジワと……アイツらが悲鳴を上げるのを楽しもうじゃねぇか」

　オーリウスの言葉に、他の兵士たちも暗い笑みを浮かべる。

　すると兵士の一人が思い出したように口を開いた。

「そういや隊長。ヴァルシャ帝国を落とした後、俺たち褒ほう美びってあるんですかね？」

「心配するな。ヘリオ様からは国を落としたら、そこにいる平民どもは好きにしていいと言われてる。存分に遊べ！」

「ひゃっふぅ！　さすが【幻魔】様だぜ！」

「こりゃますます頑張らねぇとなぁ！」

　下品な笑みを浮かべ、それぞれがヴァルシャ帝国を侵略した後のことを妄想し始める。

「ククク……楽しみだよなぁ？　それに、ヴァルシャ帝国の【女帝】っていやあスゲェ美人って話だし、その側仕えどももいい女が多いって言うじゃねぇか。しっかり楽しませてもらわねぇとな？」

「隊長！　いいんですかね？　その女帝を我々が先にいただいても……ヘリオ様は平民だけは好きにしていいって言ったんじゃないですか？」

「バカ野郎。そりゃあ貴族の子女や女帝は陛下やヘリオ様たちが欲するだろうさ。だからこそ、僕らで楽しんだ後、殺すんだよ。何、陛下やヘリオ様には自決したとでも伝えればいい。そうなってもおかしくない状況だしよ。殺しちまえば確認のしようもねぇ。こんな辺境まで来てんだ。身分の高い女どもで遊んでも罰は当たんねぇよ」

　酒を飲み、酔いが回って来ているオーリウスはそんなことを平然と言う。

　もし他の身分の上の者にこの話が聞かれていれば、オーリウスといえどもただでは済まなかっただろう。

　だが、もとよりオーリウスと似た思考回路の者たちで構成された第一部隊であり、皆酒に酔い、そして募る欲望に歯止めがきかなくなった今、誰も咎めることはなかった。

　それどころか皆、ヴァルシャ帝国にいる女帝やその側近たちをどう汚すか、そんなことばかり考えていた。

「いやあ……何時まで持つかねぇ？　案外、もうすぐ降伏するって言ってくるかもなぁ？」

　近い未来、自身に跪き、許しを請う女帝の姿を幻視しながら、オーリウスは舌なめずりする。

　彼らは戦争中というにもかかわらず、酒を飲みながらもはや自身の勝利を信じて疑わなかった。

　この夜にヴァルシャ帝国側からの襲撃があるとも一つも思っていない。

　実際、ヴァルシャ帝国側にカイゼル帝国へと夜襲を仕掛けるだけの人数も余裕もないため、オーリウスたちの考えは正しいのだが、それでも警戒心がなさすぎた。

「僕たちが狩る側だ。ゆっくりじっくり、相手が苦しむのを楽しみながら行こうじゃねぇか」

　――――だからこそ、彼らは自身が今まで体感したことのない『理不尽』に襲われる。

　それはたとえ、この夜にヴァルシャ帝国に攻撃を仕掛けていたとしても、変わることのない未来だった。





◆　◆　◆






「フン……雑魚が。あの調子だと近いうちに死ぬだろうな」

　オーリウスたちが酒を飲み、完全にリラックスしているところ、少し離れた位置からフードを被った人物が息をひそめて眺めていた。

「全く……あと少しでヴァルシャ帝国内を混乱に陥おとしいれることができたというのに、あの女帝め……」

　フードの人物は忌いま々いまし気げにそう呟くと、ヴァルシャ帝国の方を睨む。

「……まあいい。ヴァルシャ帝国内での任務は失敗したが、今はこの戦争を利用させてもらおう。このままヴァルシャ帝国がカイゼル帝国の手に落ちれば、さぞ上質な『負の感情』が集まることだろうよ」

　そう笑うフードの人物の手の甲には、【魔神教団】の『使徒』の証である紋章が刻まれていた。

「カイゼル帝国の兵どもは間抜けだから俺の存在に気付いていないが、ヴァルシャ帝国は我々の存在に気付き、警戒している。だが、俺は決して姿を見せない。姿を見せずとも、ここにいる魔物やカイゼル帝国の兵どもを陰から強化してやればいいだけだからな。存分に俺のことを意識しながら戦うといい」

　フードの人物はリエルやスインたちが警戒し、今の戦争に横やりを入れている『使徒』だが、その姿をリエルたちは捕捉することができずにおり、カイゼル帝国だけでなく、この『使徒』にまで意識を割く必要があった。

「まあ、俺から意識を外せば、その瞬間殺しちまうワケだが」

　そして意識を割くのは、フードの人物の言う通り、一瞬でもこの『使徒』に隙を見せれば、殺される可能性があるということを予測してのことだった。

　カイゼル帝国のバカ騒ぎを眺めつつ、自身も休むために木に登り座ると、ふと思い出す。

「そういえば……この場所にはデストラ様も来るという話だったが、どうなったんだろうか？　あのお方が来れば、今のようにいちいち隠れながら行動する必要もないのだが……」

　【魔神教団】最強の一人であるデストラが元々ここに来ることを知っていたフードの人物は、何時まで経っても来ないことに首を捻る。

「……まああの方も忙しい身だ。きっと他の『神徒』様や魔神様直々の依頼を受けているのかもしれない。とはいえ、いずれは来るだろうから、それまではこの俺がしっかりこの場所をかき乱してやろう」

　もうデストラがこの地を踏むことはないのだが、そんなことを知らないフードの人物はそう結論付け、休んでしまった。

　――――そして、彼もまた、訳の分からぬ『理不尽』を体感することになるのだった。





◆　◆　◆






「――――さあて、やってみますかね？」

　翌日。

　朝早くから俺は正門から外に出ると、軽く準備運動しながら【憎悪渦巻く細剣ブラツク】を抜く。

　兵士さんたちもそれぞれ準備を始めているが、俺一人で正門の外に出たもんだから門番の兵士さんたちも訝いぶかしそうに俺を見ている。まあアメリアたちにも一言も言わずに出てきたしな。

「そういや、昨日木が次とか言ってたと思うが、何をさせたかったのかね？」

　元々木に依頼される形で手助けにやって来たわけで、昨日は回復薬や回復魔法といった後方支援的な力の使い方だったわけだけど……まだ俺が知らないような問題があるんだろうか？　ま、これが終わった後にでも聞けばいいか。

　いくつかの視線を感じながらも、俺は自分のやりたいことのために行動を始めた。

「まずは……カイゼル帝国の兵はどこかな……っと……！」

　その場で軽く飛び上がると、一瞬で【封魔の森】を見渡せるところまで到達した。

　そして俺はその空中からカイゼル帝国の兵士たちがいる位置を探してみると、そこまで遠く離れていない位置にヴァルシャ帝国の兵士さんとは違う鎧に身を包んだ兵士の集団を発見した。あれがカイゼル帝国の兵士だろう。

　他に見落としがないか、『世界眼』のスキルなどで確認して見ると、どうもそのカイゼル帝国の兵士たちが集まってる場所の付近に、何やら一人だけ別の反応がある。

　ソイツを『世界眼』の能力で確認したところ、どうやらコイツが【魔神教団】の『使徒』だということが分かった。

　幸いソイツとカイゼル帝国の兵士たちの位置は近いので、今回俺がやりたいことでまとめて解決できそうだ。

　それを確認したところで飛び上がった位置まで自然落下していくと、ふと上空にいる俺をポカンとした表情で眺めている門番さんたちの姿が目に入った。

『……』

　皆これでもかと言わんばかりに目を見開いているんだが、正直これで驚かれたら今からやること見てどう反応するのか気になってくる。

　まあそれはともかくとして――――。

「とっとと終わらせますかねッ！」

　自然落下を続ける中、俺は手にしたブラックを握り直すと、一度空中を足場にしてカイゼル帝国の兵たちの背後まで一気に跳んだ。

　一瞬で背後に移動したということもあるが、兵たちは鬱蒼とした森の中にいるので、木々が邪魔をして上空にいる俺の姿は見えていない。

　俺はそれを確認すると、【封魔の森】で陣地を構えているカイゼル帝国の兵士たちからそこそこ離れた距離目掛けてブラックを振り抜いた。

　するとブラックから超巨大な斬撃が出現し、カイゼル帝国の陣地の後ろに大きな溝というか、切込みというか、一つの境界線ができあがった。ちなみに、その斬撃は少し斜めに、地面に入るようにしている。

　さすがにその斬撃の規模と衝撃の大きさに気付いたのか、カイゼル帝国の陣地が騒ぎ始めた。

　だが、斬撃が俺から……いや、上空から放たれることを想定していないようなので、見当違いな方向を探し始めた。

　このままだとそれぞれが移動を始めてしまい、俺の考える方法の邪魔になるので、作業を続けた。

「フッ！　ハッ！　ハアッ！」

　最初に放った斬撃の要領で、カイゼル帝国や隠れているだろう【魔神教団】の連中が逃げ出さないように、斬撃痕で正方形を作り上げた。そしてどれも少し斜めに切込みが入るように、斬撃を飛ばしてある。

　かなりの大きさに正方形の切込みを入れて、そのまま地面に到着すると、目の前に正方形の一辺となる斬撃痕があり、俺はそこに手を差し込んだ。

「さて、本当にできるのかね？」

　自分でも半信半疑ながら――――俺はその地面ごと持ち上げた。

「おい、マジか」

　自分でやっといてあれだが、まさか本当にできるとは思っていなかった。

　――――俺がやろうとしたこと。それは、【封魔の森】の一部ごと切り取って、そのままどこかへ運んじゃえという、普通は考えない、作戦とも呼べない作戦だった。

　俺が持ち上げたことで、目の前には切り取った分の広さがごっそりくり貫かれた形となり、目の前には【封魔の森】がなくなる。

　切込みを斜めにしたことで、切り抜いた【封魔の森】の地面は四角錐となっており、一番深いところは数十メートルくらいありそうだ。

「えっと……重さを感じないんだけど……」

　そんな切り取った【封魔の森】の一部を手にしながら、俺は思わずそう呟く。

　四角錐の先端を右掌に乗せてみるが、何の重みも感じない。おい、マジかよ。

　てか、大きさが大きさだからしないけど、これ、指先に乗せても重さ感じなさそう……。いつからこうなった、俺の体よ。

『……』

　自分の体のぶっ飛び具合に呆然としていると、不意に視線を感じたのでその方向に顔を向ければ、門番さんたちと、正門が目を見開いて口をポカーンと開けていた。でしょうねぇ！　やってる俺も同じ心境だよ！

　ただ、このまま持ち続けるのもあれなので、俺はその場から大声で門番さんに訊く。

「すみませーん！　この近くに海があるって話だったんですけど、どっちですかー!?」

「……あ、あっち……？」

「ありがとうございまーす！」

　完全に呆然としながらも恐る恐るとある方向に指をさしたヴァルシャ帝国の兵士さんたちにお礼を言い、俺はその教えてもらった方向に斬り抜いた【封魔の森】を持って、移動を始めた。

　運ぶモノがモノなので、その大きさに周囲の木々がなぎ倒されるが……まあ何とかなるでしょう！





◆　◆　◆






『……』

　意気揚々と片手に【封魔の森】を携えて去って行く誠一を、ヴァルシャ帝国の門番や正門は唖あ然ぜんと見送ることしかできなかった。

　というより、目の前で一瞬にして行われた現象に、理解が追い付かないのだ。

　誠一の姿が見えなくなったというのに、遠くでは誠一が持っている【封魔の森】の一部が見え、今もなお、移動を続けている。

　しばらくその光景をワケも分からず見つめていたが、門番の一人がようやく我に返った。

　しかも、その一人が運よくこの門番たちをまとめている一人だったため、すぐさま命令を出す。

「ハッ!?　お、おい！　今すぐ城へ走れ！　リエル様……いや、陛下にお伝えするんだ！」

「つ、伝えると言いましても……何とお伝えすれば!?」

「それは……分からん！」

「ええー!?」

「だってそうだろう!?　どう伝えろって言うんだ！」

「じゃあ隊長が伝えてくださいよ！」

「無茶言うな！　目の前で客人となった人物がいきなり飛び上がったかと思えば、いきなり目の前に巨大な切込みができ、それを客人は持ち上げ、そのまま運んでいっただなんて……うむ、自分で言ってて訳が分からんな！　よし、もう寝るか！　俺らの手に負えん！」

「ね、寝ちゃまずいでしょう!?　カイゼル帝国の兵士が――――」

「その兵士たちごと運ばれてるぽいぞ」

「……」

　隊長格の兵士の言葉に、部下は黙って誠一がくり貫いた方を見ると、確かにカイゼル帝国の兵士の姿は見えなかった。

「――――寝ましょう！」

「そうだろう！」

　もう考えることを放棄した門番たちは、いっそ清々しい気持ちで仕事を放棄する。

　だが、さすがに全員帰るのはまずいということで、正門と一緒に残る兵士も何人かいた。

　それでもほとんどの門に詰めていた兵士たちは、目の前で起こった信じられない出来事に精神的な疲れを感じ、帰って行った。

　ただ、そこは一応最後の責任として、もうどう伝えていいのか分からないが、帰ることにした兵士の面々でリエルたちに先ほどの出来事を伝えるために城まで移動を開始するのだった。





◆　◆　◆






「お、本当に海じゃん」

　門番の人に教えられ、無事森を抜けた俺は、目の前に広がる海を見て、一つ頷いた。

「よし、とりあえずここから離れた場所に適当に浮かべれば来れないだろ」

　早速、『空王のブーツ』の効果で空に浮かび上がると、そのまま軽く海の向こうまで移動する。ただし、歩いていると何時まで経っても帰れないので、手にした【封魔の森】の一部に影響が出ない程度に軽く走りながらだ。

　するとさすが意味分からない身体能力になっている俺。一歩踏み出しただけで景色が変わり、後ろを振り向けば先ほどまでいたヴァルシャ帝国までの陸地が見えない。うん、もう今更だな。

　それでもまだ足りないなぁと感じた俺は、しばらく海の上を走っていると何やら禍まが々まがしい気配漂う海のところに来ていた。

　そこは目に見えて分かるほど、巨大な渦潮がいくつも存在し、何故か上空のそこだけ、大雨落雷が降り注いでいるのだ。

　しかも、渦潮群の真ん中には、初めから用意されていたかのようなちょうど手にした【封魔の森】の一部ぶんくらいの広さの静かな海面が。

「うん、あそこでいいか」

　だって見るからにこの手にした【封魔の森】の一部を置いてくれって言わんばかりの空間だしさ。いや、実際そんなことのために用意されたわけじゃないんだろうけど、せっかくだ。

　俺はゆっくりそこに【封魔の森】の一部を下ろすと、本当にぴったりと渦潮群の中央に嵌はまった。

「おお、スゲェ」

　あまりにも綺麗に嵌ったもんだから思わず感動しつつ、そろそろアメリアたちも起き出すだろうということで帰ることに。

「ま、ここならもうヴァルシャ帝国まで来れないでしょ」

　最後にもう一度【封魔の森】の一部を見ると、その周辺の渦潮から、何やら不穏な気配が漂う巨大な龍の尻尾しつぽのようなモノや、俺が運んだ【封魔の森】の一部ほどではないけど、それに迫る巨大な魚影が、あちこちから見えた。

「……うん、帰ろう」

　あそこからどうやって抜け出すかは知らんけど、まあ頑張ってくれ。カイゼル帝国の兵士は皆『超越者』らしいし、何とかなるでしょ。木材はいっぱいあるし、船くらいは作れるんじゃないかな。

「さあて、ここからなら魔法が使えるんだろうけど……」

　今はもう、【封魔の森】が近くにないので、転移魔法を使ってそれこそサリアたちの下もとにも帰れるんだが……。

「まあアメリアにも挨拶してないし、何ならくり貫いた森をどうにかしないといけないもんな」

　そういうワケで、大人しくヴァルシャ帝国まで帰ることに。

　ただ、行きはちゃんと門を出て来たし、いきなり帰って来て驚かしてもあれだから、転移魔法で移動するのは海が見えた【封魔の森】を出てすぐの場所でいいか。

　そうと決まれば早速転移魔法を発動させ、俺は無事に【封魔の森】と海が見えるところまで帰ってくるのだった。










理不尽な結末




　それは突然だった。

「ッ!?　な、なんだあ!?」

　カイゼル帝国第一部隊隊長、オーリウス・フェンサーは突如辺りを襲った衝撃に跳ね起きた。

　昨夜、いい気分のまま酒を飲み、そのままよく眠っていたオーリウスだったが、そんな彼が一瞬で跳び起きるほどの衝撃がカイゼル帝国の兵士たちを襲ったのだ。

　さらに、その衝撃は一度だけでなく、二度、三度と続き、最後に少し弱い衝撃が訪れる。

「な、何が起きてるんだ!?」

「て、敵襲か!?」

「おいおい、朝っぱらからなんだよ！」

　皆酒の飲みすぎで鈍くなった体を必死に動かし、情報を集めようと動き出す。

　だが、その動きはまとまりがなく、このままではどんどん混乱することが目に見えていた。

「おい、一旦落ち着け！　いいか、俺の指示に従え！」

　するとそんな状況下で、オーリウスは声を上げ、その声に兵士たちはやがて落ち着きを取り戻した。

「よく分かんねぇが、今の衝撃は全員体感したな？　さすがに今の衝撃を放って進軍はできねぇ。第一小隊から第三小隊までは東を、第四小隊から第六小隊は西を、第七小隊から第九小隊は北を、そして残りは南を探索して来い！　ひとまず二時間後にここに集合だ！」

『ハッ！』

　返事だけは一人前な第一部隊の面々は、各小隊に分かれ、オーリウスの指示した方向へと探索を開始した。

　ただ、その動きはやはり精彩を欠いており、あまり練度が高そうには見えない。

　それでも今のオーリウスたちからすれば何の問題もなかった。

「……まあこの衝撃が魔物やヴァルシャ帝国の兵だったとしても、俺らにゃ力がある。一人でもヤバい『超越者』だが、こっちは全員そうだからな。とにかく、今はさっきの衝撃の正体を――――」

　そこまで言いかけた瞬間、まるで地面が持ち上げられているかのような、そんな大きな揺れが第一部隊を襲った。

　その揺れは一瞬だったとはいえ、確かに大きく、オーリウスはたまらず地面に転がる。

「な、何だってんだよ、クソがッ！」

　地面に這いつくばり、先ほどの揺れを警戒するが、再度揺れる様子がない。

　その体勢のまま周囲を見渡してみても、同じくどこか変わった様子が見受けられないのだ。

「クソッ……昨日までこんなことなかったはずだろ!?　一体何が起きてやがる……！」

　何とか立ち上がり、周囲を警戒するが、やはり何もない。

「意味が分からねぇ……」

　そう言いかけると、今度は揺れではなく、いきなり大雨と落雷が空を覆おおい尽くした。

「どうなってんだよおおおおおおおおお！」

　いきなりずぶ濡れになり、急いで野営のテントを用意しようとするが、あまりにも雨が強すぎて視界が確保できず、上手くテントを組み立てられない。

「チクショウ、チクショウ、チクショウッ！　何で俺が、何で俺があああああ！」

　ずぶ濡れの中、必死に組み立てたテントにオーリウスは転がり込むと、濡れて重くなった鎧や服を脱ぎ捨てた。

「うぅ……さ、寒い……」

　そして雨に濡れたせいもあるが、オーリウスはあまりの寒さに体が凍えそうになった。

　もうこの時すでに誠一が渦潮群の中心にこのオーリウス率いる第一部隊や、【魔神教団】の『使徒』がいる【封魔の森】の一部を海に浮かべていた。

　そして誠一自身は全く気付かなかったが、実はあの渦潮周辺の気候は極端に寒くなっており、普通に服を着てても肌寒さを感じるほどだった。

　そんな場所でずぶ濡れになったせいで、オーリウスの体は酷く冷えている。

「な、何でこんな目に……」

　火を熾おこそうにも、周囲の木は雨で濡れてしまい、まともに火をつけることさえできない。

　それどころか、【封魔の森】の関係上、魔法も使えないので火を熾す手段がほぼなかった。

　現在起こっている数々の出来事の原因が分からず、部下たちが帰ってくるのをただ震えながら待つことしかできないでいると、一人の兵士が必死の形相で帰ってきた。

「た、隊長ッ！」

「どうした、何か分かったのか!?」

「そ、それが……」

　同じようにずぶ濡れになり、寒そうにしている部下はそれすら無視してありのままを報告した。

「何故か……我々は今、海の上にいます！」

「は？」

　オーリウスは部下の言ってる言葉の意味が分からなかった。

「海……海だと!?　バカを言うな！　俺たちはヴァルシャ帝国の目の前にある、【封魔の森】にいたはずだ！　それはここで魔法が使えないことからも間違いない！」

「で、ですが、森を抜けるとすぐに海が広がっているんです！　それも、強力な渦潮に囲まれています！」

「はあ!?」

　部下がどれだけ必死に言おうが、オーリウスはその言葉を信じることはできなかった。

　――――ただし、その発言をする部下が一人だけだった場合の話である。

「――――た、隊長！」

「なんだ!?」

　また新たに別方向を探索していた小隊の一人が、ずぶ濡れのまま同じように焦燥した様子で報告した。

「う、海です！　我々は今、海の上にいます！」

「な、なんでだああああああああ！」

　元々カイゼル帝国の兵士たちが陣を構えていた位置から、海に行くまではたとえ『超越者』といえども一時間や二時間では足りない。しかも、それが行き帰りとなるとなおさらだ。

　だが、兵士たちは二時間経たない中でここまで帰り、こうして海があると報告しているのだ。

　オーリウスにはもう何が何だか分からなかった。

「ど、どうなってる!?　俺たちに何が起きてるって言うんだ!?」

　どれだけ必死に答えを探しても、戻ってくる部下たちは海がある、渦潮があるとしか言わない。

　そんな言葉の数々についに耐え切れなくなったオーリウスは、戻ってきた兵士たちに命令した。

「や、やってられるかッ！　おい、今すぐ帰る支度をしろ！　いいか、今すぐだ！」

「は、はいッ！」

　命令された兵士たちは急いで荷物をまとめ、その間に残りの兵士たちも戻ってくると、まとめた荷物をそれぞれ背負った。

「そうだ。帰る……帰ればいいんだ……そうすりゃ何もかも一緒だ……」

　寒さや訳の分からない状況に冷静さを失ったオーリウスは、兵士たちを引き連れて移動を開始する。

　そして――――。

「う……そ……だろ……？」

　目の前に広がる海に、膝をついた。

　森を抜けたと思いきや、そこはもう砂浜もなく、すぐ海という訳の分からない光景が目の前にあるのだ。

　帰り道であるはずの草原や道はなく、渦潮が激しい音を立てている。

「た、隊長、あれ！」

「え？」

　呆然としながら部下の一人が指示した方向に視線を向けると、まるで渦潮など意に介さない様子で、とある魔物が姿を現した。

　それは誠一が切り抜いた【封魔の森】の一部を軽く一巻きにできるほど巨大な、青白い龍だった。

「あ、ああ……」

　しかも、その龍は一体だけではない。

「グルルルル……」

「ガアアアア！」

「グゥゥアアア！」

　渦潮の見える海のあちこちから、その顔や尻尾が姿を見せるのだ。

　顔を青くしながら、オーリウスは目の前にいる龍たちを『鑑定』する。

　すると――――。




『海龍王Ｌｖ：１３３２』




『――――』

　皆、何も言えず、ただただ呆然とするしかない。

　あれだけ強くなり、もはや敵なしだと思っていたオーリウスたちでさえ、レベルは５００を少し超えた程度なのだ。

　その倍以上ものレベルを誇る魔物が、複数体。

　しかも、周囲は激しい渦潮でそもそもこの島から出ることさえできるか分からないのだ。

　だが出たとしても、目の前の龍をどうにかしなければ決して帰ることはできない。

　そして、帰りの頼みでもある転移魔法は――――この場所では使えないのだ。

「あ、ああ……ああああ……！」

　あまりにも理不尽すぎる現実にオーリウスや他の兵士たちは、心を完全にへし折られるのだった。





◆　◆　◆






「おかしい……おかしいぞ……！　一体何が起きたというのだ!?」

　カイゼル帝国の兵士たちが揺れの原因などを調べている頃、同じくカイゼル帝国の陣地付近にいた【魔神教団】の『使徒』も、同じ原因で焦っていた。

「何故だ、何をどうしたら海が目の前に広がるなどということに!?　俺は海に近づいていないぞ！」

　オーリウスたちと同じように情報収集のため、本来のヴァルシャ帝国にいた頃であれば海のある方向とは逆に進んだはずなのに、目の前には何故か海があるのだ。

「くっ！　最悪だ……【転移の宝玉】を持ってきていないぞ……この場所では転移魔法も使えぬし……」

　元々デストラさえくれば、もはやヴァルシャ帝国を混乱と絶望に叩き落とすことは確実だとフードの人物は考えていたため、【転移の宝玉】といった移動系のアイテムは一つも持ってきていないのだ。

「これではデストラ様を頼ることもできんぞ……」

　しかも、どう見ても現在はヴァルシャ帝国付近にいるように見えないため、もし仮に今デストラが転移してきたとしても、それはこの場所ではなく、誠一がくり貫いたことによってぽっかり空いた場所に転移してくることになるのだ。

「……まあいい。アイテムが使えぬのなら、自力で帰るしかあるまい」

　大雨のせいで視界が上手く確保できない中、使徒はそう決める。

　事実、魔法も使えず、移動するためのスキルさえ使えない今、移動手段は水泳や船を造るなどしかないのだ。

「あの渦潮がかなり厄介だが、それさえ越えれば――――」

「グオオオオオオオオ！」

　使徒の言葉を遮るように、目の前の海でたくさん遊泳する海龍王が雄叫びを上げた。

「……」

　しかも、その数は一体だけでなく、複数体がその雄叫びに続く形で声を上げるのだ。

　そんな光景を目の前で見た使徒は、頭が真っ白になる。

「は？　な、何がどうなっている？　なんだ、あの魔物は？　何故あんな魔物が複数も？　は？」

　あまりにも理不尽な現実に、ついに使徒は現実逃避を始めた。

「こ、これは夢だ。そうだ、そうに違いない。そうでなければ、あんな伝説クラスの魔物が蔓延る海にいきなり現れたりしない。ふは、ふはは。あははははは」

　気がふれたように使徒は笑いだすと、その場で現実から目を背けるように目を瞑るのだった。





◆　◆　◆






「お、門が見えてきた」

　くり貫いた【封魔の森】の一部を海まで捨ててきた俺は、特に魔物に襲われたりすることもなく、無事にヴァルシャ帝国まで戻ってきた。

「おぉ、やっぱりこうしてみるとずいぶん広範囲をくり貫いちゃったなぁ」

　そしてぽっかりと穴が開いたようになっている帝都の前を見て、俺は頭をかいた。

「うん、やっぱり元に戻さないとな。まだ【封魔の森】のすべての木がなくなったわけじゃないけど、魔法は使えるんだろうか？」

　完全に行き当たりばったりで行動しているので、今更ながらそんなことを心配していると、脳内アナウンスが答えてくれた。

『うっすらとですが、魔力が漂っているので大丈夫です』

「お、そうか。それならいいや」

　もう脳内アナウンスさんとの会話にも慣れてしまった俺は、その回答に満足しながら正門に向かった。

　すると――――。

「どういうことよおおおおおおおお！」

「は、はい!?」

　正門に着くやいなや、門番に声をかける間もなくいきなり正門が開き、俺の胸ぐらをアメリアが掴んだ。

「どうして！　目の前の！　【封魔の森】が！　ないワケ!?」

「ええっと……」

「いいわ、何も言わなくても。全部兵士に聞いたから……！　一体何を考えて森の一部をくり貫こうと思ったのよッ！　てか何でくり貫けたのよ!?」

「くり貫けたからくり貫いたとしか……」

「それが意味わかんないって言ってるんでしょうがああああああああ！」

　頭を抱え、そう叫ぶアメリア。なんかごめんなさい。

　本当ならアメリアたちが寝てる間に森も元通りにしようと思ってたんだけど、さすがにあそこまで派手に動けば、そりゃあ兵士さんが報告に行くよね。

　必死に目の前の現実を処理しようとしているアメリアの後ろで、死んだ目をしたリエルさんとスインさんが話していた。

「……スイン。私の常識がどんどん壊れていくんだ」

「……奇遇だね。私もだよ」

「聞いたか？　くり貫けたからくり貫いたらしいぞ」

「うん、聞いたよ。普通、森なんてくり貫けないんだけどね」

「いや、それどころかくり貫くなんて発想しないぞ、普通……」

「でもしてるね」

「……やはり非常識の塊だ。というより、神だろう。うん、私はそう思うことにした。そう思わなければやっていけない。あんな存在を同じ人間だと言うと人間に失礼だ」

「そこまで言わなくてもいいんじゃないですかぁ!?」

　今回ばかりは非常識の塊とか普通じゃないって言われても仕方ないなって思うけど、人間に失礼は俺に失礼でしょ!?　一応種族『人間』よ!?　俺！

　全力でそうツッコむと、何かに気付いたアメリアが再び俺の胸ぐらを掴む。

「てか、何てことしてくれたワケ!?　ここにあった森が、カイゼル帝国の兵士たちを食い止めていたと言ってもいいのに……！　どうしてくり貫くなんてことしたのよ!?」

「えっと……そもそも【封魔の森】をくり貫きたかったからくり貫いたんじゃなくて、カイゼル帝国の兵士たちと【魔神教団】の『使徒』を両方同時にどうにかできないかなぁって俺なりに考えた結果、その二つがいるところをくり貫いて海に捨てちゃえって……」

「どうしよう。私、アンタの言ってることが一つも分からない」

　とうとうアメリアもリエルさんたちと同じように死んだ目をして俺を見た。

「え、そんな考えが本当にできると思ったの？」

「で、できちゃいましたね……」

「何でよッ！」

　いや、俺が聞きたいくらい。ホント、何でできちゃったんだろう。イケるとは何となく思ってたけど、実際にやってみると自分でもヒくわ。

「おかしい……え、私がおかしいんじゃないわよね？　あれ？　もしかして、皆森の一部をくり貫いたり、それを運んだりできるの？　あ、できそうな気がしてきたわ！」

「陛下あああああっ！　お気を確かに……！　無理です、我々では無理です！　というより、人類じゃどう足掻いても無理ですからッ！」

「そ、そう？　でも、誠一はできたって言ってるわよ？　うん、案外いけるんじゃない？　私たちがしてないだけで」

「陛下あああああああっ！　クッ！　貴様あああああっ！　貴様のせいで……貴様の非常識が常識だと陛下が思い込んでしまったではないかああああああ！」

「いやあ、実際イケちゃったりしません？」

「するかっ！」

　ですよねぇ。知ってた。

　俺とリエルさんがそんなやり取りをしている横で、どうやらスインさんが何とかアメリアを正気に戻したらしく、頭を振りながら再度俺に声をかけてきた。

「あ、危ない……アンタといると、私の常識が崩れるわ……って、アンタのあまりにも理不尽かつ非常識な行動に驚いてたけど、もしかして……もうカイゼル帝国と【魔神教団】の相手をしなくてよかったりする……？」

「「あ」」

　アメリアの言葉に、リエルさんやスインさん。それに周囲で成り行きを見守っていた兵士さんたちが、目を見開いて固まり、俺を見つめる。

「ええ。そういうことになりますね」

『……』

　全員、沈黙した。あれ？

　すると、正門から木がやって来て、目の前の光景を見て目を見開いた後、大声を上げて笑い始めた。

「ぶっ……アハハハハハ！　せ、誠一様！　一体何をすればこんな光景が広がるんですか!?」

「えっと……カイゼル帝国も【魔神教団】も……ついでに【封魔の森】も鬱陶しいから海に捨てちゃえって……」

「アハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　俺の説明でツボったのか、木は体をよじって大笑いした。

「す、すごい……！　わ、私が頼もうと思ってたことを……こ、こんな訳の分からない方法で解決するなんて……！　お、お腹が痛いです……木なので正確にはお腹ないんですが……！」

「あ、そうだよ。昨日、確かお前が何か言いかけてたと思うんだけど、何て言おうとしたんだ？」

　思い出したので忘れないうちにそう訊くと、木は未だに笑いを引きずったまま答える。

「何をって……た、ただ、カイゼル帝国と【魔神教団】をどうにかしてくださいって……そうお願いするつもりだったんですよ」

「は？」

「だってそうでしょう？　誠一様の回復薬や回復魔法で兵士の皆さんは回復しました。ですが、今回のその傷の原因であるカイゼル帝国たちをどうにかしなければ問題は解決しません。ですから、誠一様にそれをお願いしようとしてたんですが……まさか、伝える前に……そ、それも……こ、こんな方法で……アハハハハハハハ！」

　再び笑いのツボに入った木は、ついに耐え切れなくなったのか、地面に笑い転げた。ホント、人間臭い木だなぁ！

　でも木の言う通り、俺自身もどうかと思う方法なので、何も言い返せない。

　すると、黙っていたアメリアが引きつった笑みを浮かべた。

「あ、あれだけ絶望的状況で、皆で覚悟を決めたのに……あの覚悟の意味って……」

「俺、恋人に死ぬかもしれねぇって言ってきちまったよ……」

「俺なんて、身辺整理として家族に全財産譲渡しちまった……」

「バカ野郎。俺なんか――――何もする相手がいなかった……」

「「「おい、悲しいこと言うなッ！」」」

　全員何とも言えない表情で会話していると、スインさんがアメリアに声をかける。

「陛下、ひとまずは喜びましょう！」

「え？」

「理由や過程はどうであれ、私たちはこうして無傷で勝利することが……ん？　勝利？　と、とにかく！　戦わずに済んだんですから、今は喜ばないと！」

「そう、よね……そうよね！」

　スインさんの言葉で再び目に輝きを取り戻したアメリアは、振り返ると兵士たちや門の向こうにいる人々に届かせる勢いで声を張り上げた。

「皆の者ぉぉぉぉおおおお！　今、ここに！　戦争は終結したッ！　我々の……勝利だあああああああああ！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　一斉に上がる雄叫び。

　徐々に勝利の実感や無事だということが認識できたのか、兵士さんたちは目に涙を浮かべ、抱き合い、生きているという喜びを存分に表現した。

「誠一殿」

「ん？」

　そんな兵士さんたちを眺めていると、改まった様子でアメリアが声をかけてくる。

「今回は貴方がいなかったら、こんなに幸せな結末はなかった。本当に……本当にありがとう……！」

　そう言うと、アメリアはその場で頭を下げた。

　その行為にぎょっとしていると、やはりというか、リエルさんが急いでアメリアに駆け寄る。

「へ、陛下！　いけません！　そう簡単に頭を下げては――――」

「リエル。ここで頭を下げなかったらいつ下げるって言うの？　もし下げないようなら、そんな頭はいらないわ」

「それは……」

「アンタこそ、誠一殿に迷惑をかけてるんだし、ちゃんと謝りなさい」

「……はい」

　そう言うとリエルさんは気まずそうな表情で俺に向き直る。

「その……散々貴殿を罵倒したりしてすまない。誠一殿には……本当に助けられた。ありがとう」

「私も。こうして兵士たちや陛下、それにリエルと一緒にいることができるのは、君のおかげだ。ありがとう」

　リエルさんだけでなく、スインさんも俺に頭を下げる。

「「「誠一さまあああああっ！」」」

「えっ!?」

　アメリアやリエルさんたちの対応だけでいっぱいいっぱいだというのに、そこからさらに声をかけられ、その方向に顔を向けると、たくさんの兵士たちが並んで俺を見ていた。

「貴方のおかげで、俺たちはまた、家族と会うことができます！」

「俺も、恋人に会えるんです！」

「俺は……いなかった……」

「「「お前はちょっと黙ってろ！」」」

　約一名、切なくなる人もいるが、皆俺にそう言うと、一斉に頭を下げた。

「「「本当に、ありがとうございましたあああああああっ！」」」

「……」

　俺としては、本当に見てられないというか、見過ごせなくて、別にお礼が欲しくてやったわけじゃない。

　でも、こうして喜んでくれると……ちゃんと役に立ててよかったなあって、そう思った。

　そんな俺たちのやり取りを見ていたアメリアは、ふと思い出した様子で俺がくり貫いた跡地に目を向ける。

「そういえば……この地面とか、どうしたらいいのかしら……」

『あっ……』

　皆、本当だと言わんばかりの反応だが、そこは安心してほしい。

「大丈夫。ちゃんと元に戻すよ」

「え？」

「まあ元に戻すと言っても、【封魔の森】の木と同じにはならないけど……」

「えっと……何を言って――――」

　早い方がいいだろうと、俺はひとまず土魔法を発動させた。

　すると俺がくり貫いた跡地の上空に超巨大な土の塊……それこそ、俺がくり抜いた部分と同じだけの量の土塊が出現したのだ。

　それはそのまま跡地に落とし、魔法で綺麗に整地する。

「んで、ここで植物」

　そこからさらに魔法で適当な植物を生やすと、なんかいい感じに配置した。

「……っとこんな感じでどう？」

『………………』

　振り向くと、顎が外れそうなほど口を開く皆さん。

　そして――――。

『えええええええええええええええええええええええええええ!?』

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　皆の絶叫と、木の笑い声が響き渡るのだった。










ヘレンの帰郷




「ハアッ！　ハアッ！」

　誠一がヴァルシャ帝国へと飛ばされ、残ったサリアたちでデストラを国王ランゼルフに引き渡した後、ヘレンは飛び出すようにテルベールを発たった。

　現在、国をまたぐような馬車はどこも動いておらず、国内を移動する馬車しか利用できるモノがなかった。

　その理由はやはりカイゼル帝国にあり、カイゼル帝国が全世界に侵略を行ったからだった。

　もちろん、カイゼル帝国が戦争を仕掛ける前は、ヴァルシャ帝国まで向かう便が存在した。

　しかし、現在は使えないことと、何より『超越者』となったヘレン自身の移動速度の方が、圧倒的に馬車より速いため、馬車を使う理由がなかった。

「ハァ……ハァ……クッ……！」

　それでも、本来なら一日や二日程度で辿り着ける距離ではないのだが、デストラを引き渡す際、ランゼルフの計らいで転移魔法が使える者にヴァルシャ帝国付近まで連れてきてもらえたのだ。

　さすがに【封魔の森】の中にあるヴァルシャ帝国に直接転移することはできなかったが、それでも大きな時間短縮になったのは間違いない。もしあのままテルベールから今と同じように走り続けていたとしても、軽く二週間はかかるだろう。

　それほどまでに、ヴァルシャ帝国はウィンブルグ王国やカイゼル帝国のある大陸の中でも辺境の位置に存在していた。

　しかも、【封魔の森】の関係で、周辺に国はなく、貿易もあまり行われていなかった。

　転移して連れてきてもらった場所からは、普通なら歩いて五日ほどの距離を、ヘレンは休むことなく走り続けることで、一日で辿り着こうとしていた。

　そして今、ついにヴァルシャ帝国のある【封魔の森】に辿り着いた。

「はぁ……はぁ……」

　その森を前にして、一度立ち止まったヘレンは息を整える。

「……お姉ちゃん」

　小さくそう呟くと、ヘレンは再び猛然と駆け出した。

　だが、そんなヘレンの前に次々と魔物が襲い掛かる。

「ブモオオオオオ！」

「グルアアアアア！」

「シャアアアアア！」

　猪型の魔物、狼型の魔物、蛇型の魔物。

　昔なら多少苦戦した相手も混ざっているが、今のヘレンは足を止めることはなかった。

「私の邪魔をするなあああああああああっ！」

　誠一たちとダンジョンで……というより、デストラの所持品から強奪した二振りの短刀、『風刃』と『雷刃』を振るい、一瞬にして切り刻む。

「ハア、ハア！」

　少しでも早く、故郷に辿り着きたい。

　強くなった今、今度は私がお姉ちゃんを助けるんだ――――！

　その一心で駆け抜けるヘレンは、途中、【封魔の森】ではなく、普通の木々が生えていることに気付かなかった。

　そして――――。

「着いた……！」

　森を抜けると、昔見慣れた正門や城壁、そしてカーニャ城が見えた。

「待ってて……今すぐ私が……」

　そこまで言いかけ、再び駆け出そうとした瞬間、正門付近にたくさんの人がいることに気付いた。

「まさか!?」

　もうカイゼル帝国の兵が、正門まで押し寄せたって言うの!?

　そんな絶望が一瞬頭を過り、すぐに走り出す。

　……そして、何やらヘレンが想像していた光景とは別の光景が飛び込んできた。

「あ……あれ……？」

　徐々に近づくにつれ、正門付近の人たちが見えてきたのだが、どこをどう見てもカイゼル帝国の兵らしき姿は見えない。

　それどころか、何故か自身が敬愛する姉や、その側近たちの姿が見えるのだ。

「い、一体、どういうこと？」

　よく見ると、皆少し疲れているように見えるものの、笑みを浮かべ、ケガらしいケガは一つもしていない。

　ますます訳が分からずに混乱すると、ついにそんなヘレンに、集まっていた人の一人が気付いた。

「あ、おい！　あれ！」

「ん？」

「あ！」

「ヘレン!?」

　すると、その集団の中にいた一人であるヘレンの姉――――アメリアが目を見開いた。

　そして、目を見開くことになったのは、アメリアだけでなく、ヘレン自身もだった。

「せ、誠一先生!?」

「あ、ヘレン。ダンジョンぶり？」

　誠一はヘレンほど驚いた様子もなく、ヘレンを見ると普通に挨拶をしてきた。

「だ、ダンジョンぶりって……何でアンタがここにいるのよ!?」

　ヘレンは正門付近に集まっていた集団に接触すると、その勢いで誠一に詰め寄った。

　だが、それは別の存在によって阻そ止しされた。

「ヘレン！　何でアンタがここにいるの!?」

「お、お姉ちゃん！」

「お姉ちゃん!?」

　勢いよくヘレンに抱き着いたアメリアとヘレンの言葉に、誠一は驚きの声を上げる。

　だが、そんな誠一など目にも入っておらず、二人はただ抱きしめ合っていた。

「お姉ちゃん……ケガは？　ケガはないの？」

「それは大丈夫だけど……アンタこそ、どうしてここに？　外に飛び出してから全く帰ってこなかったのに……」

「そ、それは……」

　アメリアの質問に言葉を詰まらせるヘレン。

　すると、そんな二人を見ていたリエルが提案した。

「お二人とも。再会が喜ばしいのは分かりますが、ひとまず中に入りましょう。もうカイゼル帝国も【魔神教団】の脅威もないとはいえ、魔物はいますからね」

「ええ、そうね」

「わ、分かったわ……って、誠一先生がいるのは訳が分からないんだけど!?」

「いやあ、俺も驚いた。ははは」

　頭をかきながら笑う誠一に、ヘレンは何も言うことができない。

　ただリエルの言う通り、外にいても仕方ないため、門番以外は一度中に入ると、それぞれが自身の家に帰って行った。

　そしてアメリアやリエルたちはもちろん、誠一とヘレンはカーニャ城へと招待され、その道中に誠一はこのヴァルシャ帝国にやって来た経緯を説明した。

「つまり、あの水晶が割れて飛ばされた先が、このヴァルシャ帝国だったってこと？」

「まあそうなるな」

「そういうヘレンと誠一殿はどういう関係なの？　なんか先生って言ってたけど……」

「あ、私は……その……通ってた学校の先生だったの」

「とはいえ、少しの間だけどね」

　誠一はそう言って笑うと、リエルたちは感心した様子で頷いた。

「なるほど……誠一殿が先生なら、さぞ素晴らしい講義なのだろう」

「そうだね。どんな授業をしていたのか気になるくらいだ」

「……アンタ、一体何をしたのよ？」

「何で何かをした前提なワケ!?」

　ジト目でヘレンに睨まれた誠一は、思わずそうツッコんだ。

　そうこうしているうちに、気付けばカーニャ城まで辿り着くと、アメリアの私室へと招かれ、そこで詳しい話をすることになった。

　ヘレンとアメリアが並んで座り、机を挟はさむ形で誠一が座る。

　そしてリエルとスインはアメリアたちの背後に控えた。

「それで？　説明してくれるのよね？」

「えっと……説明って言っても、何を説明すれば？」

「全部よ、全部！」

「あ、はい」

　あまりの剣幕に誠一は素直に頷くと、ひとまず飛ばされてからのことを話し始めた。

「最初は飛ばされた場所がどこかも分からなくて、おまけに魔法も使えないしで面倒な場所だと思ってたら、なんか気持ち悪い芋虫の大軍に襲われて、逃げてる最中に崖から落ちたんだ」

「もうすでに普通じゃないんだけど？」

　いきなり普通じゃあり得ない出来事に遭遇している誠一にヘレンは頭を押さえた。

「落ちた場所から川の音が聞こえたから、その方に向かったんだけど……そこで出会ったのが、水浴び中のアメリアだったんだ」

「ねえ、忘れてって言ったわよねぇ!?」

「説明するんだから仕方なくね!?」

　アメリアと誠一が色々言い合ってる横で、再びヘレンは頭を抱える。

「え、どうしてそう連続でトラブルに巻き込まれるの？　おかしくない？」

「ヘレン様……ヘレン様も苦労されたのですね……」

「え、何でそんな目で見られるワケ？」

　リエルやスインから妙に生温かい目で見られていることに意味の分からないヘレンは眉をひそめた。

　そこからさらに誠一がしてきた行動を聞き、木との対話や正門でのひと悶着。そして大量の最上級回復薬に欠損部位再生レベルの回復魔法を国全体まで行き届かせた話。

　そこまで聞き終えて、ヘレンは一つ頷く。

「うん。やっぱり誠一先生おかしい」

「何で!?　人助けしただけだよ!?」

「大助かりだったけど、私たちの常識の範疇を超えた助けだったもんねぇ……」

　思わず遠い目をするスインに、ますますジト目になるヘレン。

「……アンタ、まだおかしなことしたの？」

「まだって……元々そんなにおかしいことしてないぞ？」

「え、本気で言ってる？」

「真顔は辛いッ！」

　無表情で訊いてくるヘレンに、誠一は思わず顔をそむけた。

　そしてついに、カイゼル帝国の兵士と【魔神教団】の『使徒』がいない理由を説明した。

「そのぉ……カイゼル帝国の兵士と【魔神教団】の『使徒』がいるから戦争があるわけで……それを俺なりに解決できないかなぁって考えて、それじゃあついでに【封魔の森】も邪魔だし、カイゼル帝国の兵士たちや『使徒』ごとその場所だけ切り取って、海に捨てちゃえって……」

「ちょっと何言ってんのか分かんない」

　ヘレンは全く理解できなかった。

　というより、恐らく誰もが誠一の考えを理解できないだろう。というより、何故そんな考えが浮かんだのか。それは誠一以外は分からない。

　あまりにも誠一がぶっ飛んだことを口にしたので混乱したヘレンだったが、すぐにあることに気付いた。

「え？　じゃあ……もしかしてだけど、今敵はいないワケ？」

「まあ……そういうことになるわね？」

「……」

　ヘレンの問いにアメリアがそう答えると、ヘレンはそのまま黙ってしまった。

「へ、ヘレン？」

「……私が強くなった意味よ……」

　思わずアメリアが声をかけると、ヘレンはそう言いながら机に突っ伏した。

「私がどれだけ心配して、どんな思いで強くなったと思ってんのよ……」

「ご、ごめんなさい……」

「ヘレン……アンタも私と同じ思いをしたのね……」

「え？　同じ思いって……お姉ちゃんも？」

「そうよ。分かる？　兵たちが皆ボロボロで、今にも死にそうだったのに、それを一瞬で治して……それでも負けることには変わりないと思ったから、私の命と引き換えにしてでも皆を守ろうとしたの。でもリエルたちも一緒に最後まで戦ってくれるって言ってくれて……」

「そうなんだ……」

「……まあ、その決意もむなしく、なんか気付けばその敵は皆して海に捨ててきたって言うじゃない？　どんな顔すればいいのよ……」

「誠一先生……」

「いや、マジでごめんなさい」

　誠一は本当に居た堪たまれなくなりながらも頭を下げた。

　するとヘレンもアメリアも溜息を吐いた。

「はぁ……まあ誠一殿に怒るのはお門違いだし、何なら感謝しかないくらいなんだけどね」

「そうよね……話を聞く限り、たとえ私が辿り着けたとしても、守り抜けなかったと思うし……誠一先生、本当にありがとう」

「お、おう？　ど、どういたしまして？」

　突然ヘレンに感謝され、誠一は申し訳なさを感じつつ、改めて被害を出さずに済んでよかったと思うのだった。

　そして――――。

「ヘレン。そういえば言ってなかったわね」

「え？」

　驚くヘレンを無視し、アメリアは優しく抱きしめる。

「おかえりなさい、ヘレン」

「……ただいま、お姉ちゃん」

　ヘレンもまた、アメリアを優しく抱き返すのだった。
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番外　ヘレンとアメリア




　私――――ヘレン・ローザは、ヴァルシャ帝国の帝王一族の一人として生まれた。

　ただ、私は父親こそヴァルシャ帝国を治める帝王だったが、母親は庶民だった。そのため、姓も母親の『ローザ』を名乗っている。

　しかし、そんなことは関係なく、私は異母姉妹であるアメリアによくかまってもらっていた。

　何をするのも一緒で、何時までもこの時間が続くと思っていた。

　――――父親が逃げ出すまでは。

　当時の幼い私には何も分からなかったが、当時のヴァルシャ帝国で父は悪政を敷いており、国民は常に飢えていた。

　そうなれば当然国民からの反感は高まり、やがて革命が起きる寸前のところまで来ていた。

　だが、革命が起きることはなかった。

　父親は帝王として悪政を敷いていたが、自身がそのことで身を亡ぼすことを分かっていたのだ。

　だからこそ、今まで国民の前にも極力姿を見せず、悪政によって貯めたお金を持ち、いつの間にか消えてしまったのだ。

　しかも、私の母や姉のアメリアの母親も連れて。

　当然国のトップがいきなり消えたのだ。国民の怒りはどこに向かえばいいのか迷い始め、さらには他国との外交のことも含め、大きな混乱が起きると思われた。

　しかし、その騒ぎをお姉ちゃんが治めたのだ。

　庶民の血が流れる私とは違い、お姉ちゃんの母親は貴族の出で、帝位継承権はアメリアが一番高かった。

　だからこそ、アメリアが騒ぎを治め、帝位に就くのは自然なことだったが、当時のアメリアはまだ十歳だった。

　だというのに、お姉ちゃんは弱音を吐くことなく、自身の職務を全うした。

　父親のせいでガタガタになっていた国を立て直し、悪政から善政に切り替え、徐々に国民の信頼を得ていったのだ。

　……だが、お姉ちゃんとは違い、幼い私にはそれが分からなかった。

「何で私と遊んでくれないの？」

「……ごめんね、ヘレン。もう、昔みたいに一緒にいられないの」

「どうして!?　ずっと一緒だって言ったじゃない！」

「私には、国を守る責任がある。だから、もう自由はないのよ」

「ッ！」

　そうやって悲しそうに笑う姉の姿に、私は無性に腹が立った。

　私たちを残して消えた、父親や母親たちだけでなく、姉を押し上げた周囲の人間や国民、それこそ姉を縛しばり付けるヴァルシャ帝国そのものに。

　そして、当時はまだ理解できなかった、我がままを言っている自分自身に、どうしようもなく腹が立ったのだ。

　それから私とお姉ちゃんの距離は徐々に離れていった。

　一応帝族の一人であるから、お城の中での対応も特に悪くもなかったし、教養を身に付け、ゆっくりと過ごしていた。

　そしてある日、護身術を学び始めたことで私は一つの考えに至った。

「……そうよ。私が強くなれば、お姉ちゃんを守れる」

　私も自分がいかに幼稚で、我がままだったか分かり始めた頃、私がどれだけお姉ちゃんに守られてきたのか、ようやく分かったのだ。

　だから、少しでもお姉ちゃんの負担を減らせるよう、勉強も頑張り、自分の身は自分で護るため、護身術も始めたのだ。

　ただ、忙しいお姉ちゃんは勉強する時間こそあるものの、護身術を学ぶ時間は少なく、それに周囲には幼おさな馴な染じみのリエルやスインもいたから。余計に強くなる必要がなかった。まあそれ以外にもお姉ちゃんだけが使える異能のようなモノもあり、今にして思えばいらない気遣いだったのだろう。

　それでも、私が強くなることで少しでもヴァルシャ帝国にとって有益になるかもしれないと考えた私は、護身術の範囲から飛び出し、色々な流派を巡った。

　そして戦闘術を学ぶ傍らで、ヴァルシャ帝国では使えない【魔法】をどうにかして習得できないかと自分なりに色々と試してみたのだ。結果は散々で、使える兆しは一切見えなかった。もちろん、【封魔の森】の影響もあることは知っていたが、回復魔法ならば【回復の間】で使えるため、もし使うことができればそれは国にとって大きな力になる。そう信じて訓練を続けていたのだ。

　しかし、個人での修練にも限界を感じた私は、お姉ちゃんに魔法を教える学園として有名な『バーバドル魔法学園』に入学したいと告げた。

　ここなら【封魔の森】の影響もなく、何より回復魔法以外の魔法も使えるかもしれない。

　そうすれば、ヴァルシャ帝国に回復魔法以外の魔法が使えるようにするための研究もできるだろうと、そう考えていたのだ。

　だが――――。

「ダメよ」

　――――お姉ちゃんは、静かにそう言った。

「どうして!?」

「貴女も私と同じで、ヴァルシャ帝国の帝族なのよ？　そんな貴女を一人で外に出せるわけがないでしょう」

「じゃ、じゃあ護衛も一緒なら……」

「そんな余裕がこの国にあると思う？　今はどこも手一杯で、他国からの侵略に備えて兵士は一人も動かすことはできないわ。あの父親のせいで、少しも気が抜けない状況だし、今隙を見せればカイゼル帝国辺りに一瞬で飲み込まれるかもしれないのよ？」

「そんな……で、でも、もし魔法が使えるようになれば、それはヴァルシャ帝国にとって大きな力になるはずよ！」

「でもそれだって確実じゃないでしょう？　残念だけど、今までヴァルシャ帝国出身の人間で回復魔法以外を使えたという存在を聞いたことがないわ。恐らく、長年この地にいたせいで、もうこの地に体が適応してしまったんでしょうね。だから他の魔法を使うなんてことは、無理なのよ」

「そんなの、やってみないと分からないじゃない！」

「ええ、そうね。でもそのやってみるのは今じゃない。もっと国が安定して、他に気を回す余裕ができた時に初めてできることよ」

「それじゃあ、何時まで経ってもお姉ちゃんを守れない……」

「あら、私はヘレンに守ってもらおうなんて思ってないわ。私こそ、貴女を護らなきゃいけないのよ。たった一人の大切な家族だもの」

「……」

　お姉ちゃんの言葉に何も言い返すことができず、ただただ黙っていることしかできない私は、何も成長していなかった。

　でも、私の中に一度芽生えた力への欲求は止まらない。

　だからこそ、私はついに決断した。

　その日の夜に、城を抜け出し、一人で『バーバドル魔法学園』に向かったのだ。

　どれだけお姉ちゃんに迷惑や心配をかけるか分からない。

　それでも、もうお姉ちゃんに守られるだけは嫌だった。

　一応、手紙は部屋に置いていったが、それだけでお姉ちゃんの不安が解消するとは思っていない。

　だったらどうするか。

『バーバドル魔法学園』で魔法を覚え、強くなって帰るしかない。それに『バーバドル魔法学園』は一つの国からではなく、様々な国の様々な立場の人間が集まるため、ここで人脈づくりもできれば、お姉ちゃんの力になるとも思った。まあ私は元々人付き合いがすごく苦手だから、その方面は難しいとは分かっていたけどね。

　恐らく帰ればすごく怒られるだろうし、最悪居場所がないかもしれない。

　それでもお姉ちゃんの力になりたいから、私はヴァルシャ帝国を飛び出したのだ。

　幸い名前はヴァルシャ帝国の帝族だと分かるものじゃないし、学力や魔法以外の実技も問題ないため、入学することができた。

　だがやはり魔法がネックで、私は魔法が使えない落ちこぼれのクラスに入れられることになった。

　もちろんそれでも諦めずに魔法を使う術を探し、担任のベアトリス先生も色々と手を尽くしてくれたが、どうやっても魔法が使えることができなかった。

　だからこそ、私の心はどんどん焦り、もう無理なんじゃないかと思い始めていた。

　他のクラスメイトも同じように魔法が使えず、私以上にもう魔法が使えないことに対して割り切っているようだった。

　――――でも、私の魔法への道はここで終わっていなかった。

　突然現れた、一人の胡う散さん臭くさい男……誠一先生のおかげで。

　最初は担任がベアトリス先生から誠一先生に代わることに少なからず抵抗を覚えた。なんせ、ベアトリス先生は落ちこぼれの私たちにいつも親身になってくれたからだ。

　だからベアトリス先生以上に私たちに寄り添い、魔法が使えるようにしてくれる先生なんていないと思っていた。

　だが、誠一先生はそんな私たちの当たり前や固定観念、とにかくありとあらゆる常識のすべてを……一瞬で吹っ飛ばした。

　いや、本当に意味が分からないんだけど？　何で今まで使えなかった魔法が急に使えるようになるわけ？　今までの私たちの努力は何なの？　喧嘩売ってる？

　色々言いたいことはあるけど、誠一先生はそんな私たちの言葉すら失わせるほど、何もかもがメチャクチャで、最終的には考えるのをやめた。だって疲れるだけだもの。

　魔法が使えるようになってからも【魔神教団】が攻めて来たり、カイゼル帝国が学園を占領したり、どれも絶望的でどうしようもないことの連続だったのに、誠一先生は関係ないと言わんばかりに私たちの想像を突き抜ける形で解決してしまったのだ。

　だが、カイゼル帝国が学園を占領した時にヴァルシャ帝国の現状を知り、ますます急いで力を手に入れる必要が出て来た私は、他のクラスメイトたちとは違い、誠一先生についていくことに決めたのだ。

　誠一先生についていけば、『超越者』までとはいかずとも、高レベルに引き上げてくれると思ったからだ。

　……実際はアッサリ『超越者』になっちゃったんだけどね。

　おかしくない？　カイゼル帝国が何らかの方法を使って『超越者』を量産しているって話で、しかもそれが脅威だって周りが言ってる中、何でこんなにアッサリと『超越者』になれちゃうわけ？　どう考えてもカイゼル帝国の方法ってヤバそうな気配しかないのに対して、こっちは普通にレベル上げしただけなんだけど？

　誠一先生と行動を始めてからどんどん訳の分からないことが続いていく。

　レベル上げのために訪れたダンジョンには【魔神教団】の幹部クラス……それも、一人で世界を相手にできるような、明らかにヤバい相手が出てくるし。【絶死】って何よ。なんでも即死させるって理不尽にもほどがあるんじゃない!?

　――――なんて考えてたけど、誠一先生の方が理不尽だとは思わなかった。

　いや、もう誠一先生を『理不尽』って言葉で片付けるには『理不尽』って言葉じゃ荷が重いと思うのよ。新しく『誠一』って理不尽を超えた何かを表現する言葉を作っちゃった方がいいんじゃないかしら。

　どうすればあんなに物騒な能力が無害かつ素晴らしい能力に変わるのよ。それに【死】が効かないって何？　【死】から避けていく？　【死】に直接触れる？　私の頭がおかしくなったのかしら。

　考えるだけ無駄な誠一先生の行動はさらに続き、無力化した【魔神教団】の幹部の持ち物を調べていると、その持ち物の効果でどこかに飛ばされてしまったのだ。

　幸いサリアさんとアルトリア先生の道具で誠一先生と連絡はとれるみたいだけど。

　まあ今更誠一先生のことを心配しても仕方ないし、私にはやらなきゃいけないことがある。

　少しでも早くヴァルシャ帝国に戻って、お姉ちゃんを助けるのだ。

　私はサリアさんたちに後のすべてを任せ、急いでウィンブルグ王国を飛び出し、カイゼル帝国の侵攻を防いでやるって思っていたのに……。

　誠一先生の訳の分からない方法で阻止されてるってどうなの？　私の決意返して。

　どれだけ私が考え、焦り、ここまで来たのか。

　そのすべてを一瞬で吹っ飛ばすなんて本当に何なのよ。

　……でもまあ――――。

「おかえりなさい、ヘレン」

「……ただいま、お姉ちゃん」

　――――お互い無事だったし、もういいか。










番外　ルーティアと魔王軍




「――――皆、元気にしてた？」

「「「はい！　ルーティア様！」」」

　誠一たちがダンジョンに向かっている頃、ルーティアは魔王軍の面々と会うためにルシウスの下にやって来ていた。

　ルシウスは今、ゼアノスやアベルたちと一緒に、どこで借りてきたのかは分からないが、誠一の両親である誠の誘いで同じ家に住んでいる。というより、いつの間にか借家からちゃんと購入したらしく、今はれっきとした持ち家である。

　そしてそんなルシウスから直接訓練をつけられている魔王軍も、誠たちの家の部屋を借りていた。

　そしてそんな魔王軍の面々は、昔の面影が感じられないほどで、何故かルーティアの姿を見て大号泣を始めた。

　だが―――。

「よく来たね！　どうも最近はきな臭くて心配してたんだよねぇ」

　そう言いながら、ルシウスが家の奥から出てくると、魔王軍の面々は急に姿勢を正した。

「皆、どうしたの？」

「「「……」」」

　そんなルーティアの問いに、顔を青くするだけで答えない魔王軍。

　ルーティアはそんな彼らに首を捻りながらも、ルシウスに向き直り、すぐ本題に入った。

「あの……今日、私がここに来たのには理由があります」

「お父さんのことかな？」

「！」

　ルシウスの口から出た言葉に、ルーティアは目を見開く。

「どうやら当たりみたいだね」

「どうしてそれを？」

「んー……何となくとしか言いようがないんだけど……あとは時期的に、かな？」

「時期的に、ですか？」

「うん。ほら、ルーティアもだけど、オリガちゃんやルルネちゃんもずいぶん強くなったみたいじゃない。それに、変わった同行者もいるみたいだしさ」

「……ども」

「当然だ。私は主様の騎士だからな」

「えっと……私はそこまで強くないですよ？」

　ゾーラだけ、元々ダンジョンに封印されていた存在だからこそ、レベルは高くなかった。

　とはいえ、何でも石化させる目自体は非常に強力なので、戦力としても申し分ない。

　そしてルシウスを訪ねて誠の家に来てからというものの、ルルネはずっとそわそわしていた。

「おい、オリガ。貴様が美味い食べ物があるというから付いてきたのに、それは何時になったら食えるのだ!?」

「……そんなものはない。そうやって言えば、食いしん坊がこっちに来るの知ってたから言った」

「なあっ!?」

　オリガのまさかの発言にルルネは膝から崩れ落ちる。

「な、ならば……美味しい食事は……」

「……ない」

「ガハッ！」

　ルルネはその場で力尽きた。

　その様子を見て、ルシウスは苦笑いを浮かべる。

「うーん……約一名、何やら致命的な弱点があるみたいだけど……まあいいか！」

　ルルネのことを気にしないことにしたルシウスは、再びルーティアに向き直る。

「ルーティアたちが強くなったみたいだし、そろそろ僕的にも君のお父さんを復活させてもいいと思うんだよね」

「その……ルシウス様。私がここに来たのは単純にそろそろルシウス様のお手が空くかと思ってのことだったのですが……お父様の封印を解くのに、強さが必要なのでしょうか？」

「もちろん！」

　ルシウスはそう言うと、少し真面目な表情で話を続けた。

「今の君たちがどこまで知ってるかは分からないけど、多分……君のお父さんが封印されてる場所、【魔神教団】の手に落ちてるよ」

「えっ!?」

　まさかの発言に、ルーティアは戸惑いを隠せない。

「そ、それはどういう……」

「うーん……こっちに来てから色々調べてみたりしたんだけど、どう考えても魔族側にも裏切り者がいると思うんだよね。前にあったらしい魔物の大侵攻とか、君がこの場所で会合をした時の大侵攻とか……どう考えても君たちの動きを把は握あくしてる可能性が高い」

「そ、そんな……」

　ルーティアがルシウスの言葉に思わずよろめくと、それをゾーラが支えた。

「だ、大丈夫ですか？」

「……うん、ありがとう」

「あ、ちなみにだけど、ここにいる面々はその心配はないから安心して。ね？」

「「「サー、イエッサー！」」」

「さ、さー？」

　元々軍人ではあるが、まるで鬼軍曹の下で鍛きたえ抜かれたかのような敬礼をする魔王軍の幹部たちに、ルーティアはますます首を捻った。

「そんなことより、魔王軍の中に裏切り者がいて、その者が君のお父さんが封印されてる場所を支配しているんだ。あそこは魔王が封印されてるだけあって、色々な力が渦巻いてるからねぇ。魔物を強化したりする薬や魔法を使うには絶好の場所じゃないかな？　実際、ここに侵攻していた魔物と戦った時、僕以外の魔王の気配を感じたからさ」

「で、でも、それは気のせいなんじゃ……」

「まあ気のせいだったらそれはそれでいいんだ。でも、僕の予想通り【魔神教団】の手に落ちてたら、これは厄介だよ？　多分、君たちの知らない罠や警備のための魔物、それに『使徒』がいる可能性もあるからね」

「そんな……」

　ルーティアはルシウスの話に頭の中がぐちゃぐちゃになっていた。

　ようやく父親を助けられるかもしれないという所で、それを阻む魔王軍内の裏切り者に【魔神教団】の存在。

　もはやどうすればいいのか、ルーティアにも分からなかった。

　だが、ルシウスはそんなルーティアと異なり、余裕の笑みを浮かべる。

「まあまあ。そこまで気を張る必要はないんじゃない？」

「え？」

「君がそこを取り返せるようにするため、僕は彼らを鍛えたんだ。ねえ？」

「「「サー、イエッサー！」」」

「彼らを魔王国に帰して、国を守らせるんだ。その間に、君は父親の封印されている場所に向かう。そしてそこにいるだろう【魔神教団】の連中を蹴け散ちらせば解決さ！」

「か、解決ですか……」

「その……話が全く分からない私でも、そんな簡単にいくとは思わないんですが……」

　思わずゾーラもそう感じてしまうほど、ルシウスは軽く言ってのけた。

「えー？　そうかなぁ。少なくとも、君やオリガちゃんたちは助けるだろう？」

「も、もちろんです！」

「……ん。私も手伝うし、食いしん坊も手伝う」

「何故貴様が私のことを決める!?」

「……美味しい物、食べれるよ？」

「よし、手を貸そう」

「……チョロすぎて心配」

　さっき同じ手で騙されていたばかりだというのに、ルルネはまるで懲りずに騙された。

　そんな皆の言葉に、ルーティアは目に涙をためる。

「……みんな、手伝ってくれるの？」

「……ん。もちろん。誠一お兄ちゃんたちも助けてくれる。間違いない」

「お、誠一君が力を貸すなら、もう復活するも同然じゃないかな？　よかったよかった！」

　ルシウスはそう朗らかに笑うと、すぐに表情を改める。

「ただ、僕はそっちに参加できない。僕には僕のやることがあるからね」

「え？」

「僕はゼアノス君と一緒に、黒龍神のダンジョンに向かうんだ」

「！　それって……」

　ルシウスは苦笑する。

「はは……まあ、長いこと待たせちゃったからさ。会ってくるよ」

「……そうですね」

　ルーティアも、ルシウスの言葉に感慨深く思いながら頷いた。

「さて！　せっかくだ。誠一君たちが帰ってくるまで、君の部下の訓練を見ていくといい」

「「「えっ!?」」」

　ルシウスのまさかの発言に、魔王軍の面々は顔を青くする。

「ほら、何してるの？　早く行くよ。じゃないと――――また、突撃したい？」

「「「い、今行きまあああああす！」」」

　一斉に家から飛び出す魔王軍の皆を見て、ルーティアは目を丸くした。

　――――そして、何故皆が顔を青くしているのか、その理由を知ることになるのだった。










番外　ランゼルフの苦悩




「……おい、アイツはどうして普通に過ごすことができねぇんだ？」

「さすが師匠です」

「聞く相手間違えたわ……」

　ウィンブルグ王国の国王であるランゼルフは、執務室で頭を抱えていた。

「どーしてダンジョンに向かったと思ったら、そこから【魔神教団】の幹部を連れ帰ってくる？　それも、サリアの嬢ちゃんやアルトリアの嬢ちゃんの話じゃ、アイツの能力が全く別物になった状態でって言うしよ……え、俺がおかしいのか？　もしかしてこれが普通？」

「普通ですね」

「んなワケねぇだろアホッ！」

　通常運転のルイエスを前に、さらにランゼは頭を抱えた。

「いやまあいくつか情報が手に入ったからいいんだが……それはそれで悩みの種なんだよ、コンチクショウ……」

「確か、『神徒』でしたっけ？」

「ああ……『使徒』だけかと思いきや、さらにその上の役職が出てきやがった。面倒だから一つにまとめとけよな、マジで……」

　そんなこと言っても仕方ないのだが、ランゼはそう言わないとやっていられなかった。

「しかもなんだ？　どんなモノでも即死させる【絶死】？　んな物騒な能力を持った連中がまだいるんだぞ？　小国の王でしかない俺にどうしろと!?」

「頑張るしかないのでは？」

「頑張ってどうにかなる問題かよ……」

　事実、誠一が【絶死】と出会っていなければ、今頃被害は大きくなっていたのだ。

　それほどまでにデストラの能力は凶悪で、もはや最強といっても差し支えない能力だったのだが、それも誠一の前では無意味だった。

　次々と舞い込むトラブルに、今すぐ投げ出したい気持ちをぐっとこらえながらランゼは椅子の背もたれに体を預ける。

　するとそんなランゼに対し、ルイエスはなんてことなく告げた。

「そこまで気にしても仕方ないかと。それに、いずれ師匠が何とかしますよ」

「お前、日に日に妄信的になってね？」

「そうですか？」

「……その感情が可愛かわいらしくなることを祈るよ」

「はあ？」

　ランゼの言葉の意味が分からずルイエスは首を捻った。

「まあ、お前さんの言う通り、誠一が何とかしてくれるのが一番早いんだろうが……アイツだって体は一つだし、この世界のすべての状況を把握してるわけでもねぇ。何なら、アイツがそのすべてを救う義理もねぇしな」

　普通であれば、救える力のある者に救いを強制しそうなものだが、ランゼはそういったことを一切しなかった。

「カイゼル帝国のアホが侵攻して来たり、【魔神教団】が暗躍したり……本当に休む暇がねぇ。まあ誠一のおかげでこの国にはゼアノス殿とルシウス殿って言う、とんでもない戦力がいるから少しは安心なんだが……この二人もまあ俺たちに力を貸す義理はねぇわな。まあ話してみた感じ、あの二人は普通に助けてくれそうだが……ってか、あの二人に関しても誠一関係じゃねぇか。本当にアイツに足向けて眠れねぇぞ」

「当然ですね」

「本当に、お前のその妄信さが変な方向に行かないことを祈るよ」

　ランゼはそう言い、溜息を吐いた。

「はあ……あんまりやりたかねぇが、軍備拡張に軍備増強。ゼアノス殿やルシウス殿に戦闘指南など依頼するかねぇ……」

　一国の王であるランゼルフは、自身の国のことを第一に考えつつ、現在の世界情勢に何とか飲み込まれないように様々な対策を考えていくのであった。
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